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平成17年度の研究会活動

第1回研究会会場:北海道大学文系共同研究棟W408室

9月9日（金)15:00～18:00

林智「システム構築の現状と今後の予定」

研究打ち合わせ(I):ユーザーからの要望､討議

9月10日(J=Z)9:15～18:00

[午前］

村上之伸「ソラマメ｣｢エンドウ｣｢ダイズ｣の地図

鈴木史己「じやがいも」｢とうもろこし｣｢キャベツ｣の地図

松江崇「太陽｣｢月」の地図

三木夏華「歩く｣｢走る｣の地図

[午後］

中西裕樹「ヒル｣の地図

橋本貴子「カタツムリ｣の地図

根岸美聡「入声韻尾｣の地図

竹越美奈子「在｣｢着｣の地図

樋口勇夫「否定辞｣｢"牛"の語音｣の地図

9月11日（日）9:00～16:00

[午前］

中川裕三「禽獣の類別詞とウマの類別詞の関係について」

山本恭子“民俗境界線の試み:婚礼･葬礼の地図”

王周明“｢有｣字比較文の成立に関わる諸要素”

岩田礼「マラリア｣の地図

[午後］

研究打ち合わせ(Ⅱ）

①地図作成項目と担当者

②報告書の作成について

その他の出席者：大田斎、遠藤光暁、木津裕子

第2回研究会

1月28日9:00～16:00会場:金沢大学文学部会議室

芥全生「晋方言(曾)梗通攝白i実居的厨史｣＊

#ll助〒「一ｲ､中原官活中曾竪存在泣的珸音居次｣*＊

沈力「北京活珸弓助同ZHE2的来源｣**＊
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秋谷裕幸「福建尤溪具中山方言筒介」

村上之伸「調類の地図」

八木堅二「方言地図｢武子｣(しらみ)の分析」

橋本貴子「拾南方的"蝸牛"」

加納巧「"癩蛤蟆"的地圏」

＊山西大学教授

＊＊筑波大学教授

＊*＊同志社大学助教授

その他の出席者：岩田礼､太田斎､遠藤光暁中西裕樹
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まえがき

本科研プロジェクトの目的と手法については、昨年度の「研究成果報告書－第1分冊」

(2005年3月)収録の下記二編で略述した。

1．JWα",Rqy,LinguisticCeographyofChineseDialectsbyUseofaNewlyDeveloped

ComputorSystem,｡PHD''-History,Aimandsomecontroversialissues-.

2."αyas",乃加o,IntroductiontothePHDSystem.

1989年より着手した漢語方言地図の作成作業は、その後、平田科研、遠藤科研、太田

科研と、テーマを異にするプロジェクトの中でも重要な一翼を担ったが、いわば“還暦”

を迎えた今回、再び私が全体の指揮をとることになった。従って漢語方言地理学をテー

マとした総合的なプロジェクトはこれが最後であり、この後はない。

三年前に研究の場を金沢に移した時、その中文研究室に林智君がいたことは、我々の

研究手法の大転換を促した。彼の開発になる"PHDシステム''は、XMLベースの先端技

術を駆使したもので、すべてのデータ(方言資料データ、言語データ、地図データ)がサ

ーバー蓄積される。ユーザーはネット環境さえあれば、世界のどこにいても、サーバー

にアクセスし、作業を行なうことができる。しかしながら先端的手法の開発には困難と

それに伴うトラブルもつきものなのであろう。昨年来、サーバーOSの問題に起因して、

リモートユーザー側との通信インターフェースが十全に機能していない。個々のツール

はほとんど完成しているが、それらをいわばつぎはぎで使っているのが現状である。ま

た開発、サポートスタッフが一人しかいないというのは致命的でさえある。

昨年度は、従来の科研プロジェクトで蓄積してきた方言資料データと言語データを基

幹データベース群に組み込むのに相当の時間を費やした。しかしその結果、今年度はメ

ンバーに言語データの入力作業と地図作成作業に集中していただくことができた。本書

に収めた12篇の論考は、山本恭子氏のものを除き、PHDシステムによる地図作成の実

例である。今回は敢えて地図の「解釈」を展開することとした。それぞれなおpremature

な部分もあろうが、複数項目を一枚の地図に表現する、音声情報を十分に考慮する等、

本システムの特性を生かした進展がある。山本氏の研究は、独自の地図を使用している

が、グロータース神父による民俗地理学と平田科研の精神を受け継ぐものである。

来年度はいよいよ最終年度となるので、言語データの充実となによりも言語地理学的

な批判に耐えうるような地図の作成に努めたい。

岩田礼
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｢がまがえる｣の地図

加納巧

1°はじめに

本稿では、「がまがえる」を指す語形を地図上に表示し、それぞれの語形の分布を概観

する。また、「蛤蟆」系第一音節の声母の分布、および「格宝」系が「蛤蟆」系の南下に

よって分布地域が分断されABA分布を呈している様子も見る。

2．分類の方法

本項目では、参考として「かえる」のデータから作成した地図1枚を含め、計5枚の地図

を作成している。

地図1がまがえる（がまがえるの語形分布一覧）

地図lでは、各語形を以下の17類に分類した。

蛤蟆：癩蛤蟆、折蛤蟆など

蠣畭：蟷畭

格宝：癩格宝など

蛤(kap):蛤([kap]もしくはこれに類似した音声形式）
Kamky/Kamsy:蟷蝶もしくは蠣畭
姑子：癩姑子など

巴子：癩巴子、癖巴(瘤)子など

猴子：癩猴(痕)子など
折蛤子：癖蛤子

癩団：癩団

癩白高：癩白高など

癩宝：癩宝(包）
癩司：癩司、癩死蛤宝など

癩漿宝：癩漿宝(包）
癖蛤子：折蛤子

拐：麻拐、拐子など

気鼓：気鼓(鼓）

「蛤蟆」系の「蛤」にあたる部分の声母には、[x-]([xama]安徽省合肥市）、[Y-]([1&

Yamo]湖南新化)Ih-]([laihama]江西南昌)[k-]([kama]湖南省長沙市）、[kh_]([khT

ma]湖北省武漢市）、[9-]([le9qmq]湘江常山)[G-](IIEGiama]江蘇南京）などが観察さ

れるが、これらはいずれも同源のものと判断しひとつの記号で示した。地図2で蛤蟆系の

「蛤」にあたる部分の声母に着目した地図を作成している。

「蛤蟆」系以外の語形については、基本的に語形そのものに着目している。たとえば、

「蟷畭」系の音声形式には[tsaOtsy](福清）、[tsiutsi](晋江、平和）などがあるが、これ

らはいずれも「蟷畭」系としてまとめている。

また、蛤(kap)系に分類した語形は、すべて「蛤」が[kap]もしくはこれに類似した音声

形式で表されているものである。

地図2がまがえる蛤蟆系（「蛤蟆」系第一音節の声母の分布）

地図2では、「蛤蟆」系の第一音節の声母に着目し、その音声形式によって以下のよう

に7類に分類した。
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するように「癩団」、「癩司」などの形式があり、本来はこれらのような形式が固有の形

式としあったところに、蛤蟆系の語形が後になって標準語形として入ってきたものと考え

られる。

［9~]で始まる形式を持つ地点のうち、江西省都昌、星子、永修について、この地方の特

徴として有気音の声母を持たず、かわりに有声音で現れる。このため、これらの地方は実

際には[kh_]に属すると考えることができる。

[kh_]型について、「かえる（青蛙）」における蛤蟆系の音声形式を見てみると、第一音

節が[kh_]であるものがさらに西にまで分布しており、四川省．貴州省にまで及んでいるこ

とがわかる。

3-1-2「蛤」が有気音で現れることについて

「蛤」は普通話では[xa]と[kT}の二通りの音声形式があり、これらはそれぞれ中古音で

は厘母、見母に属する。これらの字母における声母の中古音での推定音価はそれぞれ[Y-]、

[k-]であり、自然な音韻変化から[kh_]への変化を導き出すことは困難である。

では、なぜこれらの地域では「蛤蟆」系の「蛤」が有気音で現れるのであろうか。

地図2および3を見ると、「蛤」が[k-]型または[kh_]型などの閉鎖音で現れるのは、山西

省を除けば長江以南である。長江以南には「格宝」系が分布しており、「蛤蟆」系が南下

する過程において、「格宝」系との衝突があったであろうことは十分予想できる。

自然な音韻変化から[kh_]型を導き出そうとすれば、「蛤」の声母が[9-]型でしかも野声

で現れる必要があるが、厘母、見母から[9-]型への変化を導くのは困難であり、何かしら

の特別な変化を設定する必要がある。

ここでは、「蛤蟆」系と「格宝」系との衝突による変化の可能性について考えたい。つ

まり、いずれの語形も「がまがえる」を指すことから、二つの語形が衝突した際に何らか

の変化が起こって「蛤」の声母が[9-]型に変化したのではないかという仮説である。実際、

漸江省の4地点（臨安、玉山、常山、開化）で「蛤」にあたる部分の声母が[9-]型で現れて

いることが、上述のような変化がまったく不可能ではないことを示唆しているものと思わ

れる。

１
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ｍ
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Ｏ
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ｑ
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蟆
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蟆
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蛉
蛉
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癩
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□

安
山
山
化
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玉
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開

江
江
江
江

漸
漸
漸
湘

3-2．蛤蟆系以外の語形（除「格宝系」）

南方に分布する蛤蟆系以外の語形は、格宝系を除き、ひとつの語形の分布が、ある特定

の地域に集中している場合が多い。それぞれの分布状況は以下のとおりである。

巴子系：山東省東部および東北地方の一部に分布

猴子系：安徽省および江蘇省揚州、江都など

蛤子系：北京および武清（天津）

4



姑子系：安徽省および江蘇省の長江付近から長江以北にかけて分布。

Kamky/Kamsy系および蛤(kap)系：広東省を中心に分布。Kamky/Kamsy系の両脇に

蛤(kap)系が分布している。

拐系：湖南省南部および江西省に分布が見られる

気鼓系：銅山（江蘇）、開化（漸江）、大理（雲南）。この語形は、おそらくはが

まがえるが外敵を威嚇するために体を膨らませた様子から生まれたもので

あろうと思われる。この語形を持つ地点はかなり離れており、このためそ

れぞれの地域で独自に形成された語形がこれら三地点で偶然に一致したの

ではないかと思われる。

癩司：湘江省北部。“癩司蛤蟆[laslk9?po?](湘江余杭)''など格宝系の語形と

合わさった形も見られる。

癩白高：江蘇省南部および西充（四川）。西充では、“癩狗巴[lui9iupa]/癩巴狗

[laipakigu]''という順番の入れ替わった二つの語形が記録されている。こ

のことから推狽llすると、この語形は、後述する格宝系の語順が入れ替わっ

た可能性がある。

癩包：江蘇省南部のほぼ長江北岸沿いに分布

癩団：江蘇省南部、長江以南の地域に分布。

江蘇省南部には、分布がそれぞれ特定の地域に固まっているが、「蛤蟆」、「癩格宝」、

「癩団」、「癩包」、「癩司」、「癩白高」の合計6種類の語形がこの地域で見られるこ

とになる。

3-3．格宝系について

この語形は湘江省、四川省・貴州省を中心に分布し、ABA分布を呈している。この語

形は蛤(kap)系が何らかの理由で二音節化したものと思われる。広東澄海および潮州に、

それぞれ“蛤婆[kakpo]''、“蛉婆[kappo]''という語形があり、このようは形式から

「格宝」のような形に発展したのであろう。ただし、「かえる（青蛙）」では「格宝」の

ような語形は見られない。

また、江蘇省南部および湘江省に見られる格宝系の語形は、“格宝[kopau]''(湘江金

華）よりも、“獺蛉巴［lqkA？po]”（湘江嘉興)"獺ｲ、巴［lAkg？po]”（上海嘉定）など、

「蛤巴」の形式のほうが優勢である。「格宝」と「蛤巴」を異なる語形として判断するこ

ともできるが、湘江省永康に“蛤巴[k9paU]''、江蘇省江陰に“獺狗包[lakeipo]''とい

う語形が見られることから、「蛤巴」形式も「格宝」と同源であると判断した。

格宝系がABA分布を呈していることについて、長江以南の広い地域に分布していたの

が、北方からの蛤蟆系の進出に伴い、湖北・湖南・江西などの地域での分布が塗り替えら

れ、現在のような構成になったのであろう。湖北省や江西省の一部に格宝系の語形が見ら

れることも、上述の推定を支持するものとおもわれる。

湖北安陸：癩格宝[naikopau]

江西峡県：癩家玻[laikapho]
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格宝系の最後の音節が[pau]で現れるのは主に中国西南部であり、東南部では現れな

い。中国には「三本足の金のがまがえるは銭を吐く（三脚金蟷会吐桟）」という伝承があ

り、がまがえるは富をもたらす縁起物となっている。

格宝系において、主に中国西南部において[pau]となるのは、格宝系が蛤蟆系に分断

されて以降、中国西南部においてがまがえるが縁起物であるという民間信仰から最後の音

節が[po]から[pau]へと変化したのではないかと考えられる。山東省牟平の「蜥巴了財

主[CiarpqtetShaiPy]」、雲南省の「癩漿宝」系、江蘇省南部に分布する「癩宝」系なども、

同じようは発想から生まれてきたものと思われる。

上述の議論から、蛤(kap)系から格宝系にいたるまでの変化の過程は以下のように推測

できる。

"[kgp]→蛤婆[koppol→癩蛤巴[laikopo]→癩蛉宝[laikepau]

3-4．接頭辞「癩」と「ﾘ芥」について

接頭辞は、「癩」、「折」もしくはこのような接頭辞がつかない形式（ゼロ形式）であ

る場合がほとんどである。それぞれの分布は黄河を中心にして「癩」と「癖」の分布が分

かれていることが伺える。このうち、「癩」は標準語形に現れるため、黄河以北の地域、

例えば東北．西北地域にも分布が見られる。これに対して「癖」は河北・山西・山東省お

よび険西省南部に分布している。

また、「癩病蛤蟆」のように、癩・ｿ芥の両方がついている形式は、湖南省淫I陽・江西省

葬郷および湘江省臨安において観察される。この地域の接頭辞は「癩」が優勢であり、な

ぜこの2地点にのみ「折」が観察されるかはわからない。また、いずれの地点においても

「癩」．「癖」の順序であり、「癖癩」の形式は見られない。このことから、このような

形式が現れる地域では、「折蛤蟆」が初めにあり、この形式が「癖十蛤蟆」ではなく固定

した表現としてとらえられ、その上にさらに「癩」がついたものと予想される。しかしな

がら、上述のとおり「癩癖蛤蟆」が現れる地点の周辺には「折蛤蟆」という語形は現れな

いため、先にこの地点で「折」が現れる原因を明らかにしなければならないが、これにつ

いては明らかにすることができなかった。

参考文献

現代沢珸同典（2002年増ﾈﾄ本），中国社会科学院珸言研究所河典堀輯室銅，商各EIj括館，

2002年

6



地図1がまがえる

QQ、

~、－
、

~、－

別別
●●

？
。
？

。

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

別別

脈脈

歯。歯。

目：．；目：．；

●●●●

､6．
●●

､6．
●●

･蝉･蝉

●
〈

●
〈

６
．
６
稲

６
庵
３
．
へ

６

６

）
《
侭
〕
．

●
〈

●
〈

６
．
６
稲

６
庵
３
．
へ

６

６

）
《
侭
〕
．

TT

死死

。。

TheLinguistiCAtlasofChineseDialects

ProjectonHanDialects(PHD) 厳#順…………,……■……“厳#順…………,……■……“
と

1

ｙｋ

Ｊ

ｍ

ｎ
ｒ
ａ

宝
畑
高
汕

蟆
蛛
宝
漿
く
白
匪
ｆ

蛤
峅
格
獺
蛤
癩
畑
岾

癩團

獺雫

癩司

獺ﾘK狐

気鼓

●

。
6

〉
ｘ
山

６
⑤
⑦
千
幽

巴子血
○
ｅ

猴子

折蛤子

7



地図Zがまがえる蛤蟆系 四四
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地図3かえる蛤蟆系 しし
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地図4蛤蟆系と格宝系 西西
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｢カタツムリ｣を表す語形について

橋本貴子

O.はじめに

「カタツムリ｣"蝸牛"は高温多湿の季節に現われる、有肺類に属する軟体動物の一種である。

体の表面は粘液で湿り、頭上に二本の長い触角を持ち、巻いた貝を背負っている｡その形状から

｢カタツムリ｣の語形には、「ウシ｣や｢タニシ｣｢ナメクジ｣などの要素が現われることが多い。しかもそ

れは南北によって異なり、北方であれば｢ウシ｣、南方であれば｢タニシ｣や｢ナメクジ｣となる｡この

ように｢カタツムリ｣の語形には南北の対立を見ることができるので､北方の語形と南方の語形とに

分けて地図を作成した｡以下では､各地図における分布状況から若干の解釈を試みたいと思う。

1．北方の語形について

1．1．地図A、地図Bの説明

まず、北方の語形における修飾成分について論じる。北方では普通話の語形"蝸牛"のように、

語幹"牛"に修飾成分を付加するタイプの語形が圧倒的である。地図Aは語幹"牛"を持つ語形お

よびその関連語形の修飾成分について、中でも声母に着目して作成した地図である。比較的多

数を占めるのは､やはり｢修飾成分十牛｣というタイプであるが、山西省や河北省の一部の地域で

は、「牛十修飾成分｣のように修飾成分を後置するタイプの語形も見られる。地図ではこれらを分

けて示すことにした｡また"毛牛ﾉL蛸"、“水牛蝸ﾉL"、“水牛涌撤”などのように、修飾成分を

一つに限定できない場合は、はんこを重ねて示しておいた。以下､各種語形の表示に当り、

“蝸(k-)"で蜆の声母がk-であるもの､“蝸(-u-)''で蝸がゼロ声母で介音-u-で始るもの（及びそ

れに類するもの）を示した。"p-牛"、"m-牛，'は第一音節がそれぞれ､p-声母のもの､m一声母の

ものを意味し､“牛p-"、“牛m-"は第二音節がそれぞれ、p-声母、m一声母のものを意味してい

る。CCs-n牛”は第一音節声母がs－系で、かつ鼻音韻尾を有するものを示す。他、これに順

ずる･

＜地図A>

蜆(k-)牛：蝸牛[kuaILigu]､Ⅲ牛､細牛､蝸牛､蝸牛任角、蝸蝸牛[kuakualLiu]､桂桂

牛､皿弧牛､瓜瓜牛､卦卦牛､光光牛､冠牛､官牛、水汎牛など

牛蝸(k-):牛牛刮､牛牛根ﾉL､牛牛牙など

蝸(-u-)牛：蝸牛[uonigu]、蛙牛、蛙僥ﾉL、瓦牛了、注流ﾉL、蝸蝸牛など

牛蝸(-u-):牛牛蝸ﾉL

p-牛：巴牛、巴巴牛ﾉL､抜牛jL､毒八牛子､水搬板牛ﾉLなど

牛p-:牛胖胖､水牛掘撒、牛包ﾉL

m－牛：牡牛ﾉL､虻牛､蟆牛､水摸牛､弓牛､牝牡牛など

牛m－：牛ロノL[nioumcr]、牛牛出i]ﾉL、牛ﾛ羊ﾛ羊、牛牛曼ﾉLなど
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s-n牛

p-l-

k-1-:

u-1-:

m-l-:

牛(その他)：

(Y)9:

桑牛､香牛豹得､商牛､想牛牛､相岫ﾉL､傍牛蛋､傍狗など

波螺牛了、巴拉牛了､倍夢牛子､胖拉牛子､瘡拉牛ﾉL、包勝色子、棒螺螺

牛、抱螺螺、角波螺、刺尿波野、士波螺、毒布螺など

蛤拉牛ﾉL､蛉蛛l軸､嗅拉牛、蛤螺出角、草岾峻など

蝸拉牛了､屋楼牛､当老牛子､屋拉牛､当老牛子、募露牛子、旱屋峻など

磨郎牛､摸楼架子

牛､牛几､牛子、牛牛ﾉL､水牛､旱牛牛､天牛

(2章を参照）

地図Bは地図Aの蝸(k)牛､牛蝸(k)､蝸(u)牛､牛蝸(u)の"蝸"について､その声母と韻母に着目

して作成した地図である｡韻母に関しては、主母音の開口度および鼻音韻尾の有無を分類の基

準にしている。

＜地図B>

蝸kua:蝸牛[kualLigu]、牛牛刮[niounioukua]、地蝸牛[tikvaILigu]など

蝸kuaN:蝸牛[kutEn,igu]、冠牛[kutEILieu]、光光牛[kuaOkuaUYou]など

蝦kug:蝸牛[kuoILiou]、蝸牛[kunim]、牛牛根ﾉL[niounioukgr]など

蝸ug：蝸牛[uonigu]､蝸蝸牛[v9vgniou]、牛牛蝸ﾉL[nieunieuuor]など

蝸ua：蛙牛[uOnie]、打碗牛牛[tOveniTniT]、洗流ル[uoliour]など

1．2“蝸牛”の“蝸”

○蝸(k-)牛､牛蝸(k-)

“蝸牛"の"蝸"は『広韻』で二音あり、一つは｢古蛙切(佳韻)」、もう一つは｢古華切(麻韻)｣で、

いずれも見母である。訓釈はどちらも"蝸牛小螺"となっている｡『十韻彙編｣によれば､“蝸"は切

三において麻韻にのみ所属し､佳韻には見えない｡後の王二、王三では佳韻にも所属している。

"蝸"が佳・麻韻の両方に所属するようになったのは後の増補によるもので､原本『切韻｣の段階で

は麻韻にのみ所属していたものと思われる!。

“蝸"が古くから麻韻相当の音であったことは､魏の頃の隠者､焦先の庵の名前"瓜牛盧"が即

ち"蝸牛盧"であることからも分かる2｡『博雅音｣にも｢蝸瓜｣という音注が見える｡慧琳『一切経音

義｣では｢寡華反｣、「古華反｣、「寡花反｣と麻韻相当の反切ばかりであり、佳韻に相当する反切は

見られない。

なお、現代方言における"蝸"の韻母であるが、地図Bによれば､西北地方では多くがkuaであ

る。中には太田2002が指摘するように､直後の音節"牛"の声母(n-,na-,0一等の鼻音)の影響によ

るサンデイで､“蝸"が鼻音韻尾を有する､または鼻母音化した語形(漢字表記のみ記すと､例え

ば､光光牛､冠牛､官牛、水肌牛など）も存在する3｡一方､長江下流域および山西省中部～河

！「集韻』では｢古禾切(戈韻)｣の音もある。

2『爾雅翼｣､巻30"蝸牛"の項を参照。

3太田2002､p.85の注(18)を参照｡また｢フンコロガシ｣の連音変化については太田2003､p.35の注(1)

にも例が挙げられている。
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北省にかけてはkugが分布する。

地図Aによれば牛蝸(k)が山西省、河北省に分布する(牛牛刮、牛牛根几、牛牛苛など）。

"刮"、“根几"、“計"はいずれも“蝸"に由来し､民間語源によってこのように解釈されたものであ

ろう。

○蝸(u)牛､牛蝸(u)

普通話では"蝸"に対して/WO/4を採用している｡これに類する発音の修飾成分を持つ語形を蛆

(u)牛､牛蝸(u)とした。しかしながら、/wO/に相当する発音は､『広韻』や『集韻』などの韻耆には存

在しない。これらの語形は地図上では明瞭な分布を示さないので本来どのあたりを発祥地とする

語形なのか分かりにくい｡地図Bを見ると､ugは広い地域に点在しているが､南方における｢カタツ

ムリ｣は、後で述べるように｢タニシ｣や｢ナメクジ｣と関係のある語形が優勢なので､南方に点在す

る"蜆(u)牛"は恐らく多くが普通話語形を記録した結果であると思われる。

1．3．「ウシ」との関係

○m牛、牛、

地図Aの、牛の中で比較的多いのは"牡牛"5である｡これは本来｢(去勢していない)オウシ｣を

意味する語形であるが、「カタツムリ｣をも指すようになったのである。

「カタツムリ」 「オウシ」

祁単I虻牛←榧了、虻牛、虻糎巾志893

勧剛牝牡牛← 牝子具志558

武捗牝牛ﾉL[mD?Yg]←牡牛[mD?YOu] 具志514

領平虻牛[maOY[ur]←牡牛[maOYou]具志942-943

山西陵川牝牛[mqOYgu]←牡[mQU] 方言志46

牛m－は河北省から山西省北部にかけて分布している。

荻鹿牛口几[nioumcr]､牛牛出|､]JL[niounioutJuomgr]方言志ll8

平谷牛ﾛ羊ﾛ羊[nioumiemie] 方言研究180

唐具牛牛曼ﾉL['LiouILioumAa､] 具志749

河北省、山西省には見当たらないが、山東省では｢コウシ｣"牛域"を以下のように呼ぶことがあ

るので､牛m－が｢コウシ｣の語形に由来している可能性も考えられる。

莱両牛|味ﾉL[,Liaumir] 具志871

華具牛姐凡[ILiamar] 具志528

招近牛ﾛ羊了[nigumietsl] 具志821

○水牛､s－n牛

山西省南部の"商牛''"想牛""桑牛"などは､“水牛"または｢メウシ｣"牝牛"を意味する"乳牛､§a

’ピンイン表記の場合は／／で括ることにする。以下同様。

5「オウシ｣"牡牛"を"牝牛"と呼ぶ地域は多いが､『広韻｣､『集韻｣に"牝"は収録されていない。
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牛"に由来すると思われる｡例えば山西陵川では｢メウシ｣を善牛[§5Ygu]と言う（方言志p.46)。

修飾成分"商"、“想"、“桑"が鼻音韻尾を持つのは､すでに述べたように"牛"の声母の影響でサ

ンディを起こしたためである。

1．4．山東省のx-l-型

山東省ではほとんどがx-1-型修飾成分の語形で､北半分にp-1-､南半分にu-l-が分布しており、

時折k-l-が見られる。

○p-l-

山東省の北半分に分布するp-1は『爾雅｣巻九・輝魚･第l6｢鮒扇、蛎瞼(郭僕注:即蝸牛也)｣6

の｢鮒扇｣に由来するものであろうか｡『広韻｣において"鮒"は符遇切(御韻並母)なので､規則的

な変化に従えば､“鮒"は軽唇音化して伽のようになるところである｡もしp-1が"鮒扇"に由来すると

言えるのであれば､常用語彙であることによって軽唇音化をまぬがれたことになる。

○k-1-

「カタツムリ｣、「タニシ｣、「貝｣を表す語形の指示対象に混乱が見られることは､太田2003に指

摘されている通りである7．ここでは｢カタツムリ｣k-lの例を挙げておく。

「カタツムリ」 「タニシ｣や｢貝」

｜悔渭蛤拉牛ﾉLkglanigur<=>蛤拉kgla(蛛突通称）方言志104

景具嗅拉牛＝嗅拉牛(姶鯏）具志818

地図Aによれば､k-l-はp-1-の分布域にいくらか点在している｡このk-l-は本来p-l-だったのが、

｢タニシ｣や｢貝」(ハマグリ等)を意味する"蛤蛛1"、“蛉蜘"との混交によって､声母がp-からk-に変

化したのではないだろうか。

蜆(k-)牛とp-1-の接触によってk-1-が発生したという解釈ではどうか｡k-l-のk-に当る音節は､多

くが合口介音を脱落させ､しかも主母音が広く､ka(la)となっている｡周辺に存在する蝸(k)牛は二

地点のみで､いずれもkugであるから(地図B)、k-1-と蛆(k-)牛に連続性を考えることは難しい。

よって現時点で考え得るこの二つの解釈を比較すれば､前者に圧倒的に説得力がある。

○u-l-

u-l-は山東省南部､河南省東側の一部に分布する｡その中に､“募露牛了”という語形がある

が、本来p-l-牛であったのが、民間語源によって「こぬか雨」を意味する"募露毛(子)''に

関連付けられたものと思われる。

「カタツムリ」 「こぬか雨」

折南雰露牛子[ululLigutel]←寡露毛[ulumo]具志609

折水壽露牛子←勇露毛 省志298，354

6周祖謨『爾雅校菱｣江蘇教育出版社1984年､p.142o

7太田2003､pp.107-108を参照。
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u-l-がk-1-からの変化である可能性については、冑島“草ﾛ古噌，、膠南“草姑蟻”という

語形があるが、他に報告例がないので、u-1の前段階の語形にk-l-を考えるのは難しい。

1． 5．地図C、弛図Dの説明

北方では"牛"という要素が｢ずんぐりした虫｣、「丸くうずくまった虫｣を指す傾向があり、「カタツ

ムリ｣を表す語形に｢ウシ｣"牛"が含まれるのも､その一つの例と考えられる8．更に､二本の角を出

した様子が｢ウシ｣"牛"に似ていることも大いに関係あるものと思われる。

本節では"牛"について論じるにあたり、「カタツムリ｣を表す語形に見られる"牛"の発音、更に

｢ウシ｣"牛"について､それぞれ方言地図を作成した｡以下では二つの地図を比較することによっ

て、“牛"の音変化の理由について考察を試みようと思う。

＜地図C>

UigU:[0iAU]、[Oi]

nigu:[niou]、[ILigu]、[niA]、[nieu]、[ni9[u]、[n,iuI]、[niei]、[niTu]、[niao]、[nie]、

[nigU]、["Y]、[nY]、[ILET]など

ligu:[ligu]、[liruI]、[liou]、[lieu]、[lie]など

igu:"牛”…[igu]、[iou]、[io]

“岫”・“油”…liou]、[igu]

09u:[0gu]、[Oou]、[Uu]、[Oai]、[uUe]、[Oau]、[Ueu]、[UAU]など

Ygu:[Yeu]、[You]、[Yg]

gu:[9u]、[ou]

(Y)g:悪子[Wtsl]、悪支[匡Yort51]､悪蛭/ezhi/､蛾子[-Yotsl]､蛾蛭ﾉL/ezhir/､蛾

老支/615ozhI/､阿了[ETE1]、旱鵡[x歪Ⅶ]､蝸ﾉL蝸几[YguIYgm］など

＜地図D>

[りi]、[Oie]、[Oiei]、[Oieu]、[Oieu]、[Uigu]、[Oiu]、[OiA]、[UiAU]

[ni]、[niau]、[nigu]、[nigY]、[niY]、[ny]、D1igu]、bliau]、bliou]、[ni]、[nigu]、

[niau]、[niei]､[nY]、[n,gu]、[nou]、[nTm]、D'gu]、など

[li9m]、[lieu]、[ligu]、[lir]、[liTm]、[liTu]、[lim]、[lie]、[liou]､[liu]、[liAU]

[ie]、[ig[u]、[igu]、[iuI]、[in]、[io]、[iou]、[iu]、[iU]､[iAU]、Do:u]

[giau]、[giu]

[U][Oai][Uau][O9m][Ugu][U砥⑭][Uu]など

[叩u]、[neu]、[ngu]、[na]

[YPu]、[Ygu]、[You]

[9u]、[gou]、[γ]、[Teu]、[Tm]、[Y､u]、[ou]

[gu]

019u

●

nl9u

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

ｇ
９
９
９
９
ｇ
ｇ

ｉ
ｉ
・
９
り
、
Ｙ

ｌ

ggu

8W.A.グロータース1994､p.142およびp.164の訳注13を参照。
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1．6．“蝸牛”の“牛”

○iguについて

「ウシ｣"牛"は本来疑母字であり、中古音はUigu(尤韻)と推定される。一般に疑母の場合､規

則的な変化に従えば､現代北京語では0－が脱落するはずである｡しかし例外的に語頭に、-が現

われることもあり、“牛"niliもその例外の一つと考えられる｡平山1993によれば､少数の疑母字の

語頭に、-が現われるのは、呉方言からの借用によるものであり、“牛"に関しては"油"y6uとの同

音衝突を避けようとする意識が働いたため、とされている。

地図によれば､iguは山西、山東､湖北省に河南省を取り巻く形で分布する｡周辺分布の原則

に従えば､i9uの方が古く、語頭に鼻音、-またはIL-が立つタイプは新しい発音ということになる｡但

し､音声学的な見地から考えてigu>niguという変化が自然に起こったとは考えにくく、この場合は

iguの地域にniguが外部から借用されたことによる変化と考えるべきである。

山東省の黄河下流域および南東部におけるiguの例を以下に挙げる｡参考として、「ウシ｣"牛，,

の発音を括弧内に示しておいた。「カタツムリ｣における"牛"と｢ウシ｣"牛"とでは声母に違いが見

られることが分かる。

（"牛''nigu､igu)消博巴拉牛子[palaigutsl]市志2260

寿光借夢牛子[pelugigutgl](G&牛"nigu)方言志130

以上の例において､単に｢ウシ｣"牛"と言う場合は語頭に鼻音、-またはIL-が立つのに対し、「カ

タツムリ｣の"牛"は鼻音が立たず､igu､iouとなっている｡また描博ではnigu､iguのどちらも"牛"の

発音として認めている｡iguの方が士地固有の発音で､もう一方のniguは借用層の発音である。

「カタツムリ｣は常用語彙であるため､語中の｢ウシ｣に相当する成分が｢ウシ｣の意味を離れやす

く、地点によってはiguの音に｢岫｣｢油｣などの字が当てられていることがある。

利津笹夢岫了[pglugioutsl]("牛"niou)方言志98

新泰巴拉岫子[palaioutel]("牛"ILiou)方言志lll

常用語彙は古い発音を残す傾向があり、地図を比較してみると、「ウシ｣"牛"の地図における

iguはniguに圧倒されているのに対し、「カタツムリ｣の"牛"の地図におけるiguは分布域が広く、

土地固有の発音をよく残していることが分かる｡また江蘇省、山東省に分布するniguは､呉方言

地区から運河沿いに、-が北上したと推測される。

○河南省における"牛"と(Y)9

河南省に分布する(Y)gは"""、“悪"、‘‘阿'，という字が当てられている。「タニシ｣や｢貝｣の語形

にも現われることがある。

泌ド 日悪 蛭田螺具志681

領平蛾蛭ﾉL[Tt5igr] 河畔具志943

この語形の由来については､“牛(子)”の可能性を考えた｡地図Dの分布状況から､河南方言

の固有層では"牛"0gu>Ygu>guと変化を遂げたと推測される｡この変化の中で、「ウシ｣という意
識が薄れ、民間語源によって音声的に近い｢ガ｣"蛾，,や｢悪い～｣"悪～'，などに寄せつけて考え

るようになったために韻母が単母音化したのではないか｡洛日"蝸子/ez/''(洛日方言河北)、“蝸

ﾉL蝸ﾉLYgIUYoIu"(洛日方言志)のように"蜆"と見なされている(Y)9も同様に"牛"に由来すると考

える｡河南省に"牛子*(Y)gutsl''､“牛蛭*(Y)gut§て'などの形式が見られないのが難点であるが､上
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記例のうち"蛾"、“阿"のいくつかが陽平調であることや、[(Y)g]の周辺には｢オウシ｣から意味を拡

張させた"牝牛"が分布することも、[(Y)9]が"牛"由来である可能性を示唆する。

2南方の語形について

21． 地図E、地図Fの説明

南方における｢カタツムリ｣の語形は｢タニシ｣や｢ナメクジ｣の語形に由来するものが多い。「タ

ニシ｣に由来する語形は大体の傾向として、「タニシ｣を意味する"螺獅"や"田螺"などの前に"山"、

"旱"、“干"、“天',などの修飾成分を付けてカタツムリを指す語としている。「ナメクジ｣に由来する

語形は"蠅岫"とその変異形､また"蠅岫"に｢タニシ｣を意味する"螺"や"螺螂"を付加した語形の

二種類である。

地図Eは語幹部分に着目して作成した。

＜地図E>

“蝿岫"：蠅岫、帝売蠅岫、袖牛､砧油、延油、粘岫、耶耶虫、弓岫､泥岫など

“蝿(岫)+螺(卿)”系：蠅岫螺、帝売蠅岫螺、液螺､蝿蠅螺、沿沿螺､屋槍螺、牙螺子、粘色

螺､夜液螺､誕螺､蝿螺螂、岫岫螺､益泥螺､益油螺など

“螺(柳)"系：干螺柳、山螺、山螺螂、天螺､天螺螂、旱螺､旱螺螂、野沢など

“田螺"系：干田螺､旱田螺､沙田螺仔、山田螺､天田螺､千田螺、田螺笙、田子

螺、田几螺、田ﾇ§螺、田笙国、秩朱螺など

“蝶失"系：天螺失、天螺陀、田螺尖

“食螺"系：食螺子､什野哩､蛇螺子､湿螺、千升野、天蛇螺､蛍螺仇など

“蝮"系：蚊螺､楜蟆螺､鉗螺､頼奇､南蛎、冷蛎など

“露螺"系：露螺､麻露螺､型螺､泣路螺など

“鼻涕虫"系：鼻涕虫､鼻涕蛆螺､小牛ﾉL鼻涕

なお江西省南部および福建省西部に数地点分布する"蝮"系の"旗"はこの辺りで｢ヒル｣を意

味する語形である。

地図Fは地図Eと比較するために作成した｢タニシ｣の地図である。「カタツムリ｣と関係のある語

形のみに絞り､それ以外の語形､特に北方の語形については扱わなかった。

＜地図F>

螺(柳)：螺螂、螺柳屹虫几､螺螂砦ﾉL､螺螂蛸ﾉL､螺螂失など

田螺：田螺、田螺固、田螺帆など

蝶共：螺共、螺陀、田螺共

石螺：石螺

水螺：水螺

螂螺：螂螺､害'|螂螺､海螂螺

螺：螺
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22「タニシ」、「ナメクジ」との関係

地図Eと地図Fの比較によれば、「カタツムリ｣と｢タニシ｣との間に、次のような対応関係を見出

すことができる。大体において｢カタツムリ｣の語形が｢タニシ｣の語形を基にしていることは明瞭で

ある。

地点
6‘

タニシ
ツツ ‘‘

カタツムリ
ツヲ

安徽､湖北 螺螂
66

螺(卿)"系

湖南北部､江西北部

江西中部～湖南中部 田螺
66

出螺"系

江両南部 田螺､石螺
‘‘

食螺"系

湖南東北部 螺共
66

螺失"系

○‘‘出螺"系に見られるmetathesis

語幹"出螺"に修飾成分を付加するタイプの他に、“出子螺"(安福)のように、“出螺了"の第

二音節と第三音節がmetathesisを起こした形式が存在する｡『江西方言士珸7L堀･第7川｣(音声

情報なし)によれば､江両省両部に分布する"出螺"系の中には"出了螺"の他に、“出潟螺"(古安、

井図山)、“出几螺"(水新)、“出竺阿"(永手)、“千鴻老"(吉水)、“鉄朱螺"(蓮花)等の語形が見

られる｡他の語彙に平行する形式を見出せないため、「カタツムリ｣を表す語形においてのみ個別

的な変化を経たものと考えられる。

『江西方言-t珸江輔･第71ﾙ｣によると､逹花、安福の二地点において接尾辞"几"が現われる

ことがある｡例えば"免几",“燕几'',",'ll几(g)''(逹花)。“鵠ji","抹几'',"l､]几(蚊子)''(安福）

等｡なお『容籟方言凋沓扱告｣によれば､この辺りの方言において"ﾇ喝"および"几"は陣iと発音さ

れる。よって、本来の語形として"出螺几"が想定される。“出潟螺"は｢カエル｣を意味する"出潟”

への意味的な関連付けによってmetathesisを起こしたのであろう。ちなみに吉安、逹花、安福で

は"カエル"を"出潟"という(他に"蛉蟆"等の並存語形も見られる)。“千潟老"、“鉄朱螺"、“出竺

国"についてはmetathesisの理由は明らかにできないが､それぞれ"出潟螺"(或いは"天潟螺")、

"出子螺"、“出螺獅''などから､更に民間語源によって変化したものであろう。

○“食螺”系の由来

“食螺"系は地図Eにおいて江西省南部に分布している｡『江両方言士珸7に堀･第7冊』によれ

ば､具体的な語形は以下のようになっている。“食螺子''(刀安、干都、宇部)、“千升夛"(刀安)、

"ｲ|-野哩"(刀安)、“邑螺仇"(央国)、“蛇螺了"(籟具)、“湿螺"(崇又)。これらは地図Fの｢タニシ」

を意味する"石螺"に由来する可能性を考えた｡上掲の語形については音声情報が記されていな

いのだが、“食"、“升"、‘‘什"、“蛍"、“蛇"、“湿"は"石"と同音か､または近い発音と考えられ

る｡ちなみに､この地域において｢食べる｣は"食"と言う。

地図Eにおける"食螺"系の分布域と、地図Fにおける"石螺"の分布域は大変近い｡すでに述

べたように､南方の｢カタツムリ｣の語形の多くが｢タニシ｣の語形を基にしている点を考慮すれば、

"食螺"系が｢タニシ｣を意味する‘‘石螺"に由来する可能性は十分にあると言えよう。地図Fによれ

ば江西省南部では"出螺"の勢力が強く、“石螺"はまばらにしか見られないが、一部の方言では、
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"石螺"が指示対象を｢タニシ｣から｢カタツムリ｣へと移し、民間語源によって"食螺了"、“湿螺"、

"蛇螺子"等となったのではないか。

大余石螺[salo]存鞍方言墹査扱告258

南キ 琴城 石螺 [s ak lo]"

○"蠅岫"系と"蝿(岫)+螺(柳)”系

"艇岫"系および"艇(岫)+螺(螂)”系が分布する地域では、「カタツムリ｣と｢ナメクジ｣の両方の語

形が同一資料に記載されることは少なく、この地域における｢カタツムリ｣と｢ナメクジ｣の区別の有

無について確かなことが言えるわけではない｡だが、「ナメクジ｣を意味する"蠅岫"が現われること

から考えて､恐らくこの地域では本来｢カタツムリ｣と｢ナメクジ｣を区別しないのであろう。南方の湿

潤な気候下では｢ナメクジ｣の方を目にすることが比較的多く、「カタツムリ｣は｢ナメクジ｣の一種と

して認識されているものと思われる。両方とも"蠅岫"と呼んでいたのが､後で両者を区別する必要

がでてきて｢カタツムリ｣を表す場合に｢タニシ｣を意味する"螺(柳)"を付けたのであろう。

3．まとめ

以上、「カタツムリ｣の語形について論じてきた｡要点をまとめると、以下の通りである。

北方では語幹"牛"に修飾成分を付加したものが多い。時には｢オウシ｣や｢メウシ｣などの語形

が｢カタツムリ｣にまで意味を拡張させたものもある｡修飾成分は地域ごとにまとまりが見られた｡例

えば､山東省では修飾成分がx-1型であるタイプ、山西省から河北省にかけては修飾成分を後置

するタイプ､西北地方では"牛"の声母の影響を受けて修飾成分が鼻音韻尾を有するタイプ､等。

‘‘蝸牛"の"蝸"は声母がk-のタイプとゼロ声母(またはv-)のタイプとがあり、後者に関しては南京

周辺の発音であると考えた｡また｢カタツムリ｣の語形中に現われる"牛"の発音と単に｢ウシ｣という

場合の"牛"の発音を比較したところ､常用語彙である｢カタツムリ｣の方が古い発音を残しており、

niguは呉方言地区から運河沿いに北上した発音であると推測した。

南方は｢タニシ｣や｢ナメクジ｣との関係が密接である。特に安徽、湖北、湖南、江西では｢タニ

シ｣の語形との間に対応関係が見られ、「カタツムリ｣の語形が｢タニシ｣の語形を基にしていること

が分かる。江両省南部に分布する‘‘食螺"系については｢タニシ｣の地図との比較から、江西省南

部あたりで｢タニシ｣を意味する"石螺"に由来する可能性を考えた｡東南部に分布する"蝿岫"系

および"艇(軸)+螺(柳)”系は｢カタツムリ｣と｢ナメクジ｣の区別がない､或いは過去に区別がなか

ったことを意味すると考えられる。

[参考文献］

羅願1991．《爾雅翼》，黄山書社..(石雲孫黙校)．

太田斎2002.錯綜した｢混交｣－中国西北方言の｢コウモリ｣、「ヤモリ｣、「アリ｣、「ハチ｣－.《慶

谷壽信教授記念中国語学論集》，好文出版,pp..51-92.

2002.漢語の身体名称に見られる特殊変化(1)－｢躁｣の諸語形をめぐる臆説一.《神戸

外大論叢》,53-l､pp..17-36.

2003.漢語の身体名称に見られる特殊変化(3)－｢躁｣の諸語形をめぐる臆説一.《神戸

外大論叢》,54-3､pp..105-123.

W.A.グロータース1994.《中国の方言地理学のために》，好文出版.(岩田礼､橋爪正子訳).
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地図A｢カタツムリ」(北方）
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地図B,､蝸牛''の$､蝿''
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地図C,､蝸牛"の､､牛〃
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地図E｢カタツムリ｣(南方）

弓弓

←←

f
Q

唖

f
Q

唖

謹
阪

Ｏ

ゞ
恥
ゞ
，
滅

淑
濁
卸
剛

謹
阪

Ｏ

ゞ
恥
ゞ
，
滅

淑
濁
卸
剛

酒酒
酒酒

芦暴溌芦暴溌
耳
。
』

耳
。
』

蝉
黙
、
馨
拶
ｘ
岫

磁
ゞ
鈴
斑

別
斑

ｘ

Ｗ
ｘ

蝉
黙
、
馨
拶
ｘ
岫

磁
ゞ
鈴
斑

別
斑

ｘ

Ｗ
ｘ

ざ
ｅ

ｅ
ｅｅ

９

ざ
ｅ

ｅ
ｅｅ

９W別W別

00

HH

別別
夢

p・

心
：●

夢

p・

心
：●

脈脈
eゞ諦
“薊諦
eゞ諦
“薊諦鐸鐸

XX
＝＝

鱗鱗
同同

別別

。。

TheLinguisticAtlasofChineseDialects

ProjectonHanDialects(PHD)
Thegeog『aI)hicaldataareb賑edinI,artonoPen－PuhIishcddalabyNFGISThegeog『aI)hicaldataareb賑edinI,artonoPen－PuhIishcddalabyNFGIS

系
，，

ｊ

系

●
。
■
日
日
寺’

二
ｌ剛

宗

く

ぅ

系
螺
，
系
系
系
系

９

系
‐

ｊ＋
，
，
，
，

卿
，
，
，
，
虫

，，

岫
岫
く
螺
失
螺
”
螺
涕

蝿
艇
螺
田
螺
食
蚊
露
鼻

’
６
６
６
１
６
６
１
６

４
１
１
１
６
６
６
４
ｆ

ｘ
△
専
十
垂
》
Ｍ
ｖ
Ｍ
、

０
ｅ

24





｢ヒル(水蛭)｣の地図

1，地図作成の目的

「ヒル｣を表す語の地理的分布を概観する。

中 西 裕 樹

2,語形分類の方法

ヒルを採録している資料がそれほど多くないので､語形分類に際してあまり細かい音声の違いにまでこだわる

と､分布がわかりづらくなってしまう｡そこで､類似成分を持つ語形に関しては､かなり大胆にまとめてみた｡音声

表記はIPAで､大文字のNはその直前の母音が鼻音化していることを表す｡声調表記は平声･上声･去声･入

声の順に、I、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで示し、陰陽の区別がある場合にはそれぞれのローマ数字の後ろに陰調はa、

陽調はbを付した。軽声はOで表している。

A."蛸蛾”系諸語形

1）蛸蛾：“蛸蛾”のほか“蛸蝋子"[ma'!oN'bir,O](湖南新化）も含む。

2）妙蟻系：“口蟷''[miaU''!UoOlb]・“妙蛾"[miaU''!vOOlb](共に広西陸川)、

“口蟷"[miaU!bwUOO!b](広西玉林)、“口蛾"[miSU!｡vOOlb](広東化州）

3）蛸蜻蛾：“蛸蜻蛾''[maⅡ51N'llbhoN!b](江西干都）

B、“旗”系諸語形

1)":""''[khi!b](福建武夷山）

2）湖蟆系：“蝮”の前に修飾語がおかれる語形。「湖」「蜥」「胡」「蝶」などが大部分を占めるので「湖

蟆系」とした。ほかに“牛蟆"[0eu1bkhilb](福建建寧)、“沙蟆"[sAu!｡khAi1b](広

東連州)、“雨蟆"[huo'llbkhi1b].:@水蟆"[色uoinkhi1b](共に福建福州)、

“□□''[0eu'｡kilb](広西平南）などを含む。

3）蝮+修飾語：“蝮”の後ろに修飾語がおかれる語形。一地点を除いて第二音節の声母が、、tな

どの歯茎音なのが特徴。

“旗□"[khei'bnaⅡ＆](広東広州)、“蝮蛸"[khi!bnam!b](広東恵州)、

“蝮肌''[khilbtooII](広東連県星子)、“蚊□''[khai1bto[&](広東楽昌)、

“口到"[khintauQ](湖南臨武)、“蟆毎"[bi1bmeOIv](湖南江永）

4）蛾蟆系：“蛾蟆”のほか、“蛾潟"[uoO!bkiQ]、“蛾廻鉗ﾉL"[uoO1bkiQkhiam1bmiQ]

（共に江西黎川）なども含む。

C、“蛸蛾旗”系諸語形

1）蝸蟆蟆系：“蛸蛾蟆”のほか以下の語形も含む。

“蛸蟻潟"[ma!&vOO!bkie!｡](江西石城)、“口花子"[mu''!f!ヨ色u''](江西宜豐)、

“蛸巴子''[ma'!pa!．℃uQ](江西上高)、“蛸□ロｲｶ''[ma'!moo!&Lin!｡li](江西東郷)、

“蛸蛾精"[ma'!foO!bpin!｡](江西臨川)、“蛸蟆鉗"[ma'!｡uoN!bphieN[b](江西蓮花)、
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"蛸蛸鉗ﾉL[maumankhienlbnaQ](福建部武）

"蛸蝮”のほか以下の語形も含む。

"蝸雌''[mOl'bZ',|b](湘江玉環)、“弓□"[mO!!bZ.,!b](湘江温州)、

"蛸子''[maⅢヨtsuQ](江西高安）

2）蛸旗系

D."蛸螺蟆”系諸語形

1）流蛭（螺蟆？）：“流蛭"[lo!bkhilll｡](福建順昌）

2)"loN蟆系:<C麻郎蟆''[malbloN|brhilb](江西上猶)、“弓卵蟠''[ma''loNⅡ雌hi!b](江西籟県）

3）黄蛉鉗：“黄蛉鉗"[foO''li[N|brhi8N|b](江西永豊）

E.@珂瑞'':"瑠璃''[mannau''](江西全南・定南・龍南)、“瑠璃''[mannoll](江西安遠）

F."蛸整”系諸語形

1）蛸整系：“蛸整”のほかに“水整"[SUei''pie?IV](河北張家口)、‘‘水整''[Suei!'pie!｡]

（河北承徳)、“蛸整了''[manpi8'ヨ剛Q](河南信陽)、“弓整虫”［maⅡpie？’ヨt5hUO’b］

（河南獲嘉）を含む

3）蛸鞭系：“蛸鞭"[ma'!pia'](河北平山)、“麻鞭"[ma'bpian!$](河南霊宝）

G."蛸貼”系諸語形

1）蛸貼系：“蛸貼''[ma!｡thieQ](河北承徳)、“弓貼"[ma''thi8Q](河北平谷)、“弓秩"[ma!'tieQ]

（内蒙古海拉爾)、“肉蛸貼”（河北豊潤)、“水□''[feintielb](安徽阜陽）

2）弓蹄系：“弓蹄"[manthiQ](吉林長春．吉林通化．遼寧錦州)、

“蛸涕"[ma1&thiQ](黒龍江ﾛ合爾濱）

3）蛸皮系：“蛸皮''[ma'!phiQ](河北保定・山東済寧)、“蛸皮ﾛ丁''[ma'!phiOtiO'&](山東徳州)、

“蛸批''[maUphi!｡](山東新泰)、“蛸砒''[manphiQ](山東金郷)、“弓趾上''[mU''phi!]

（山東博山)、“杁皮"[Pa!'phiQ](天津)、“口皮子''[Ua'''phi!ヨいQ](河北槍州）

"蛸条”系諸語形

蛸条系：“蛸条''[mquthiQoQ](山東牟平)、“蛸挑"[manthiaU'!](遼寧丹東）

皮条系：“水皮条"[5UeiUphi[bthiOU!b](河北陽原)、“皮条虫''[phi!bthiOQtShUeO|b]

（寧夏銀川)、“皮条虫"[philbthiOUQtShUO!b](寧夏中衛）

ｊ
ｊ

●Ｈ
１
２

l.<@肉粘”系:"肉姑子"[z.ou'Ⅱ伯uaNIヨ佃Q](山東利津)、“肉祐子"[Z.OUlUatSUan!･佃Q](河北昌黎)、

“肉枯ﾉL"[z.ou'Ⅱ色uaaJ｡](河北楽亭)、“肉砧ル''[zou'Ⅱ色uer!｡](河北唐山)、“肉鈷ﾉL"

[z,ouⅢ剛qr!｡](河北豊潤・山西臨県)、“蛸拉粘"[ma'''laQisan!｡](山東栄城)、

“金銅鈷几''[rieo!｡ko!ヨEournl](山西離石）

J."蛸屹丁子”系:G(蛸屹丁子"[mαⅡkr'btioIヨ剛Q](江蘇籟楡)、

“麻葛得''[ma'!kaQtei1｡](山東費県）
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K.その他の語形（地図上では省略）

遼寧丹東：“水妬蜴|"[sueiⅡ腿hioU!"in'']

河北平山：“抽了''[tshao!!ts,,Q]

山東冑島：“蛸□''[ma'!thiaNIII]

山東菖県：“孑碇"[Lie'btiOQ]

山西大同：“吸蛸''[Cie?Ivma?Iv]

山西臨扮：“□口了"[hiaU'''bniei!｡tS,,u]

“水蜴了"[5ueinCie!ヨ伯･'Q]

湘江玉環：“田溜溜”［？lir1bliTⅡI｡］

湖北紅安：“沙裕子''[sa!｡talvE',Q]

湖南嘉禾：“□□''[oU|btJhi!']

広西合浦：“口骨色"[mau''kvetIvoJ,u!b]

3､地理的分布の特徴

標準語形“蛸蛾”が全国に広く分布しているが、そのほかの語形を見ると、おおよそ長江を境に南北

対立が見られる。以下、南方・北方に分けて考察していく。

3－1南方の分布

南方に特徴的な語形として“蜆”が挙げられる。現在でも単音節で使われているのは福建武夷山だけ

で、通常修飾語を伴う二音節語になっている。専語およびその影響が濃い地点では「旗十修飾語」とい

う形で現れ、その他の地点では「修飾語十蜆」という形で出てくることが多い。後者における修飾語に

は同源であると思われる「湖」「胡」「蜥」「蝶」がほとんどだが、「水」「雨」「牛」「沙」なども見られ

る。“蝮”は『説文解字』｢磯識子也。一日齊謂蛭日磯｣および『爾雅』「蛭,磯」（郭嘆注：「今江東呼水中

蛭墨入人肉者爲磯｣）に見られる「磯」に由来すると考えられる（｢集韻」「蝮,渠之切」；「広韻」「磯渠

希切｣)。つまり、現在東南部に広がっている“旗”はかつて長江下流域から山東のあたりまで分布して

いたが、北方では完全に駆逐されたのだと推測される。

長江の南では、標準語形の“蛸蛾”と南方の“蚊”とが複合した“蛸蟻蟆”や、“蛸蛾”と“蚊”と

が混交した“蛸蟆'，が見られる。“蛸蟆”についてここでは混交と考えたが、“蛸蟻蟆”系の語形に“□

花子''[mo''!f!｡tsu'']、“蛸巴子''[ma'!pa'ヨ心UQ]、“蛸蛸蝮"[ma'!maQrhQ]''、“蛸蛸蟆"[ma'!maⅡ雌hi

!b]などが存在し、第二音節に*hua->*fa->*pa->*ma-のような弱化が起こっていると推定できることから、

“蛸蛾蟆”の第二音節が脱落した可能性もある。同時に、“蛸蟆”の第一音節は修飾語と考えることも

でき、そうだとすると“蛸蟆”系語形は“湖蚊”系語形だということになる。“蛸蛾娘”系と“蛸蟆”

系の南限は、現時点では江西・福建・湖南あたりまでで、広東・広西には分布が見られない。しかし、

広西には“蛸蛾”が点在しているので、資料に取られていないだけだという可能性はある。さらに、“蛾

蟆”という語形が上述の語形の間に分布しているが、“蛸蛾蚊”の「蛸」が脱落してできたとは考えに

くいので、暫時“湖蟆”のひとつのタイプとしてみなすこととする。全国的に見て、「蛸十語幹」は広く

分布しているが「蛾十語幹」という形が見られないこと、“蛾蟆”系の語形が“蛸蛾蟆”系や“蛸娘”系

とは異なり広東・広西にまで分布していることも、この推測の根拠である。しかし、“蛾蟆”系の語形

には、“湖順，系と違い、後述する「蝮」の弱化が起こっている地点があるので、“湖蟆”系とは暫時区

別して考える。
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上字が後ろに別の音節を伴うときには21調に変調する」という説明があるだけで、“口蟷”の第一音節

が陽上からの変調でないという根拠は示されていない。つまり、この第一音節は陽上であっても良いの

である。周知のとおり、客家語の次濁上声字の白読層は陰平調と合流しており、化州客家語と玉林害語

の第一音節の声調は同源であると考えられる。問題は陸川客家語の去声であるが、全濁上声字と一緒に

去声に合流した「例外」なのかも知れない。‘‘妙蛾”系語形の第一音節は声母と声調の一致から考えて

“蛸”と何らかの関係があるものと思われる。江西干都には、“蛸蛾"、“蛸蛾蛎”とともに“蛸嶬蛾”

[maⅡ51N''lbhoN|b]という言い方がある。当地ではミミズのことを"[CiNH]''と言い、また上声が陽平

の前におかれると陽去と同じ調値に変化するという変調規則がある。ここから推測するに、“蛸嶬蝋”

の第二音節は「ミミズ」で（ヒルとミミズの形状が似ていることからだろう。遼寧丹東にも“水妬蛎|”

[sUei'!PhioU!&inu]という語形がある)、“*蛸蛾嶬''(ヒルミミズ）という形の第二音節と第三音節に

音位転換が起こったものと思われる。

3－2北方の分布

河北．河南．安徽・山西・険西にかけて“蛸整”系の語形が分布している。河北平山．河南霊宝には

ヒルの形状から連想したのであろうか、第二音節が「鞭」に変化している例が見られる。“蛸整”系の

東側には、ほぼ京杭運河を等語線として“蛸皮”系の語形が広がる。なお、天津には“蛸皮”の声母に

同化が起こったと思われる“払皮',という語形が見られる。“蛸整”系の北側、河北の東北部には“蛸

貼”系の語が分布し、その北側、東北地方には“弓蹄”系の語形が見られる。「整」「鮎」（その他の表

記もあるがこの二字で代表させる）はともに入声音であり、韻母もよく似ている。ここでは、“蛸貼”

系．“弓蹄”系が“蝸整”系・“蛸皮”系の外側に分布するように見えることと「蛭」の反切とに注目し

て、これらの語形が「弓蛭」に由来する可能性を検討したい。「蛭」は「広韻』で「蛭,之日切,又丁悉

切,丁結切」であり、このうちの「丁結切」に由来する*tiV(C)のような語形から変化したものが安徽

阜陽“水□''[fei'!tie!b]、内蒙古海拉爾“弓鉄''[ma!'tieQ]ではないだろうか。後になって類音

牽引により、「張りつくもの」というような民間語源がはたらいて声母が有気音化して*thiV(C)のよう

な形になり“蛸貼”系の語形が生まれたのであろう。これが一方では、韻母の弱化が起こって*thiとな

り（"弓蹄”系)、もう一方では、「弓」の声母mの調音位置に「蛭」の声母tが同化されて*phiV(C)と

いう形になった。この*phiV(C)の韻母が弱化して*phiとなったのが“蛸皮”系で、類音牽引により

「すっぼんのように吸いついたら離れない」という民間語源がはたらいた結果、声母が無気音化して

*piV(C)となったのが“蛸整”系だと考えられる。しかし、この推定は語形の地理的分布による証拠が

弱く、現地調査を基にした地点補充による検証が俟たれる。

北方に比較的まとまった分布としては上記のほか、「肉砧」系の語形が河北東部・山西西部・山東省

（東部．西部に各一点）に見られる。「肉に穴をあける」というような発想から生まれたのであろうか。

これ以外の語形については分布が少ないので解説は省略する。

[参考文献］

橋本貴子2006．カタツムリの地図本報告書所収

岩田礼1995.漢語方言に於ける地域差と分布の型一方言分布の静態と動態一

「中国の方言と地域文化（2）：漢語方言地図集』

岩田礼2003.方言地図の作成とその解釈一中国言語地理学序説(")-

「金沢大学中国語学中国文学教室紀要」第7輯
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[samo][sa？mo][sgma][sapbu]など。（福建省を中心に分布する第二音節の語頭子音[b-]のも

のは、中古音明母mがb化したものであり、閏南語の一般的な音韻現象であるので､m系に含め

る｡）福建省を中心に、江西省との境界を越えて分布し、「軋婆｣(第二音節語頭子音p系)と対時

する｡江西省内の｢風婆｣圏内にも点在する｡広東省の北部と南部にも広がり､珠江･北江一帯の

､系をはさんで分布する｡m､p､n三系統の中で､もっとも勢力がある。

（乙)｢風婆｣(第二音節語頭子音p系）

湖南省と江西省にまとまって分布する。[sepo][Ciepho][sebo]など｡北方語形｢風子｣や"風母

(m)系"が圏内に点在する。

「風婆子｣[sgpotsl]など:洞庭湖の南､長沙一帯にまとまって分布する。（長沙一帯の｢子｣尾の

特徴)p系統中に点在する例外形には､第二音節語頭子音が/m-/､/v-/､/u-/となるものがある。

（丙)｢風[也十女]」(第二音節語頭子音､系）

珠江三角州を中心とする珠江･北江一帯に分布する｡[sctna][setdNa]など｡第二音節語頭子

音がdNとなるものもあるが､大勢は前者｡広東省一帯に分布する｢風[女十麻]｣を押しのけて分

布するようにも見える。「風｣単独系が併存していることにも注目される。

主要な方言資料を概観すると、‘‘風母系"の第二要素"母"の分布は概ね｢潟母｣｢猪母｣の分布

と平行しているようである。一方で｢鴻母｣｢猪母｣の"母"が雌性を示す実詞であるのに対し、「風

母｣の‘‘母"が雌性を示しているとは考えにくく、接尾辞として用いられていると思われる｡それは対

応する｢風公｣という形式が存在しないことからも明らかである(『客籟方言比較研究』には｢風公」

という語形が報告されている｡地点名、音声表記不明｡680頁)。‘‘母"が接尾辞として用いられる

(雌性を示さない)語彙には､他に｢官婆｣(臭虫)｢搦翼婆｣(蝶)｢蟄婆｣(ゴキブリ)｢擦婆子｣(フン

コロガシ)｢蚤[女十麻]」(ノミ)などが報告されている(『客籟方言比較研究｣681頁)。

(3)"風系"(｢風｣単独系）

（甲)北方の｢乱｣単独系:｢風子｣が大勢を占める官話区で、「風｣単独形が山西省南西部､河

南省北西部、峡西省、H･萠省の渭河､黄河流域に帯状に分布する｡その中で注目されるものに

は[-i]韻尾を有する｢風｣の音型がある(後述【地図B](3))。

（乙)長江中流域の｢風｣単独形:湖南省北部から漸江省中部の沿海部まで､基本的には長江

の南に帯状に分布する。鄙陽湖周辺には大きな勢力を維持し､長江の北にも分布し(安徽省宿

松)、南は江西省中東部､福建省との境(黎川)にまで深く切り込んでいる｡北方系の風｣単独系

と顕著に異なるのは､入声を保存している点である。

（丙)珠江､北江流域及広西の｢風｣単独形:珠江､北江流域を中心に｢風｣単独系が点在し､広

西の北方にも報告例がある。「失風｣を｢風｣から派生した｢風｣単独系のバリアントと見なせば、「風

母｣系の周辺にぐるりと｢風｣単独系が並ぶことになる。

(4)“白風系”

上海を中心とする長江河口付近に若干まとまって分布する｡接頭辞｢老｣のついた形式も同地

域に分布する｡音形は｢白風｣[bQ?s9?]｢老白風｣[lobq?sg?]のようになる。

「白風｣と音形の類似するものに、「木風｣[batsat](泉州)、「猫風｣[basak](海康)、「皮風｣[phi
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sE]('坏守･安徽省)｢母風｣[muSet](広西省北海市合浦。「廉州話｣)があげられる。（上記以外の

地点では、「猫風｣｢木風｣｢狗風｣の指示対象は本論で扱う(人体に寄生する)｢シラミ｣とは異なる

場合が多い｡木風は特に｢臭虫｣を指す場合が多い｡また､人体に寄生するシラミと動物などに寄

生するシラミは区別されることが多い｡）｢猫風｣｢皮風｣｢木鼠｣｢母軋｣いずれも第一音節が唇音で

始まり、第二音節が｢風｣となっている。

湘江省金隼に｢友ｲ|||｣価asie]という形式が存在する。資料によると、「旧時､髪を食べる虫と考

えられていた虫｣とある(｢金華方言詞典｣)。「失風｣との意味による類推の可能性も考盧する必要

があるが、「白風｣との音声的類似性も指摘できよう。金隼では｢風｣[s9?]という形式も同用される。

金隼の方言では、山摂字は白読では鼻音韻尾と入声韻尾が脱落する。「乱｣は壌摂字だが、上

述のように山摂字と振る舞いをおなじくする地点もあり、「仙｣の本字が｢風｣であった可能性は排

除されない。

「老白軋｣との音形の類似が指摘できるものに、「老米顛｣[61omitie](上海)、「老母猪｣[lOmu

t5u](徐州)がある。

「猫軋｣と｢木風｣に関しては､それぞれの地点で｢軋母｣[sakbo](海康)、「風母｣[sapbu](泉州）

の語形が併存して見られ､第一音節と第二音節が転換しているようにも見受けられる。

漢字語形があてがわれる以前において、[a+m]系(現在の母系)に対応する[m+a]系のよ

うな形式が存在したと考えることはできないだろうか｡[n+m]系やその他の形式におされ､淘汰

されていった[m+a]系の子孫として"白風系"にあげた｢木風｣や｢皮風｣、「(老)米顛｣、「(老)母

猪｣などをとらえることはできないか｡ただし､接尾辞"母"は南方における一般的な特徴であるの

で､慎重な考察が必要である。

[a+m]系＞風母･風婆

[m+a]系＞白風･木鼠･猫風･母軋

(5)｢失風｣、「三角風｣、（｢狗風｣）

長江下流域と広西､湖南省に見られる。日本語でもケジラミ､頭ジラミなどというように、「風｣単

独系に修飾成分(シラミがわく場所)が附加され､意味の増強が行われたものと考えられる。同じ

方式で、「白風｣、「猫風｣、「皮風｣などについても説明しなければならない可能性がある。「三角

乱｣とは､風の形による意味の補強(有縁化)と言えるかもしれない。

【地図B】

山西省､河南省付近において語形｢風子｣と｢風｣が対立している｡この境界附近において注目

される事象について考察を加える。

(1)｢子変韻母｣(注③)：｢風子｣の一音節化｡所謂｢子変韻母｣で､次の三地点がある。

郊州[5ou]･原‘日[59u]･和順[sl:'ru]

韻尾が[-u]となり、長母音化するなどし､一音節化することを本稿では｢子変韻母｣の大きな特徴

として捉え一分類としたが、次のような語形が近隣で見られることも注目される。

cf原平[Sog]:第一音節の入声韻尾?が脱落し､第二音節｢子｣が弱化している｡(『原平方言志』

p27参観）

cf博山[肌γ]:溥山(山東省)では接尾辞｢子｣｢几｣｢里｣等が/e/となる｡一音節化しているのかど
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うかが不明(『博山方言研究』p24~)。

以上､cfであげた原平と博山の例は､読音が簡略化されているという点では、「子変｣共通する

現象(或いはその前段階)と捉えることができるかもしれない。

また､子変韻によって､もと｢風子｣だったものが、漢字表記では｢風｣単独系で記されている可

能性はないか。「風｣単独系の分布範囲との関わりが重要と思われる。

(2)｢好｣[cia]は｢文白異読｣か｢子変韻母｣か。

山西省南西部、多宇で変則的な漢字語形｢岬｣[cia]が記録されている(『多〒具志｣)。本稿で

は、「好｣の語源を｢風｣とみなし、「風｣単独系に分類した(解釈1)。ただし、「風子｣が語源であっ

た可能性も否定できないため､今二つの解釈を挙げておく。

解釈1:多宇において中古同音の｢碁｣の字音は[se]であり、「風｣も韻母が[-e]である。（｢風｣は

音節表の例字として挙げられていたため声母不明)。山西省や内蒙古などでは、「風｣の韻母が

/-a/となることは多いが、「好｣[Gia]のようにi介音を持つことはない｡しかし､北接する吉具では(語

形は風子だが)[5aE1]となっていて、[cia]と[5a]の音声的な近さを指摘できるかもしれない｡また、

古具では｢風｣に[5a](白読)、[se](文読)の対立があり(『吉具方言志｣)、多宇における[cia]と[se]

(｢舞｣と｢風｣を同音とみなした場合)の対立を吉具と平行する文白異読の現象と見なすことはでき

ないだろうか｡また、「臭虫」(語幹に｢乱｣を有することが多い。山西省における語形の多くは｢壁

風｣)が｢切好｣[tcigcia]となることからも、「好｣[cia]は｢風｣の白読形であると考えることができる。

解釈2:一方、山西省には｢子変韻母｣の現象を有する地点があることから、「好｣が｢子変韻母」

の現象による｢風子｣>｢[Gia]｣の変化(一音節化)の結果生じた漢字語形とは考えることはできな

いだろうか。

(3)韻母/-ei/

渭河流域の｢風｣単独形に多くみられる特徴に｢風｣が複母音([-ei][-ci]など)となって韻尾/-i/を

持つことがあげられる(以下､/-ei/で代表。主母音のほとんどは[e])。この/-ei/が分布する地域と華

北の入声を保存する地域は、隣接し､かつ重なり合うことがない(相補的)。一方西南官話区や、

甘粛省･新彊などには｢風子｣系でかつ語幹｢風｣が/-ei/となるものが散見するが(地図上の、マー

クでは□に点が入る)、そこでは中古同音の｢碁｣がともに/-ei/に属す｡また西南地域(吉首･牢若・

沢源)では中古t入声字(山摂字が多いが)が多く｢碁｣｢風｣と同じ/-ei/に属している｡以上のことか

らこの[-i]は入声と関係が深いのではないかと考えることができる。ただし､西安･商具･宝鴻･天

水･沢中などでは中古t入声字は多く/-ie/に属し､/-ei/に属す者は｢碁｣｢風｣のみである。(cf南

方(閨東に多い)では[sei?](南城)[sei?](福州)[seik](任示)などとなることがある｡）

(4)｢風｣単独系が保存された理由について

この山西省付近の渭河･黄河流域に｢風｣単独系が分布する(今は、問題を山西省付近に絞

る)理由のひとつとして、韻母が/-ei/となったことにより｢子尾｣が付加されにくくなったということが

考えられないか｡普通話(北京語)におけるﾉL化時の/-i/尾脱落規則(小核ﾉLなど)との対応､子変

という現象の本質(発音の簡略化)とのかかわりにおいて興味深い。

【地図C】
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第一音節の語尾(｢風｣の入声韻尾について)-k､-pを中心に検討する。

江蘇省･湘江省･福建省・江西省･広東省及びその近隣には入声を保存する。中古t入声字で

あった｢風｣は､それらの地域で[-t][-?][-p][-k]及び入声調類のみ存在し開音節という形で存在し

ている。そのうち、[-t]は古形を保存したもの、[-?]は入声が弱化した際に一般的に見られるもの、

｢入声調類のみ｣はさらに弱化が進んだものと考えられ､特に不可解な点はないと思われる｡以下、

[-p][-k]について考察する。

[-p]:｢風｣にp入声を有している地点は､北海･順呂具墹上･北岩･甫出･原|､]･泉州･永春･台北

([sapbu][sapbo]など)･石城･建守･圦化([sapma]など)、である｡これらの地点は福建省中南部

を中心に分布する(主に閨南)。全ての地点でptkの入声を保存しており、p入声字が特異な発音

ではないことが分かる。また、山擦攝入声韻尾は概ね[-t](もしくは[-?])となっていることから､第二

音節の唇音声母に同化する形でp入声が生じたと考えられる。（甫田では前音節韻尾と後音節声

母が同化､類化する連読音変(｢|到珸研究｣462頁)が紹介されている｡また､哺上では、閉鎖音韻

尾は不安定で、山摂入声は[-p]と､葉摂入声は[-k]と混乱を生じやすい(『|珂珸研究｣448頁)とい

う指摘もあり、注目される。）

[-k]:｢風｣にk入声を有しているのは､任禾･宇徳･古出･周宇･福安(|珂末)･都呂･余干．（江

西北部）・末莞(r~*)・平南･防川･蒙山具西河（ﾉｰ一両末部）・海口（海南）である｡このうち、

閨東諸地域と末莞では､入声字の[-k]への合流が進んでいることから説明できよう。以下の地点

には問題が残る。

都昌[sEk]･余干[sEk9](江西省北部)･平南[1akpo]･防川[sek]･蒙山具西河[thiak]･海口[tak

kia][tokvo](海口の前者は第二音節語頭子音との同化と考えることもできるが､後者には問題が

残る｡）

4．地図外の問題点

今回地図化することができなかったが､特に特徴的で興味がもたれる事柄に、山西省の｢風｣字

の韻母の帰属がある。以下その特徴を挙げておく。

･[-i]韻尾を有する｢風｣が報告される地点(北方に限る)において、同韻(/-ei/を代表とする)へ

の古t入声字の帰属には次の3パターンがある。

(A)｢風｣以外に古t入声字の[-i]韻尾への帰属なし:水済･(新蜂):(他地域で｢風｣と同韻母と

なる古t入声字(舌､折､伽など｡いずれも酵韻)は/-ie/などに帰属)(cf迄城[a]系）

(B)｢風｣｢碁｣以外の古t入声字の[-i]韻尾への帰属なし:(古t入声字は/-ie/などに帰属)西安・

商具･宝潟･天水･沢中など

(C)｢風｣｢碁｣以外の古t入声字が多く帰属(cf迄城[E]系．|愉扮･晁宝:単独系[-i]韻尾なし):=

首･牢桔･沢源

・迄城[5a/sE]･万茉[5a]･夷宝[sT]･洛！日[s"]の｢風｣単独系:洛I日において｢風｣の振る舞いは上

の(B)と同じである。中古音で同韻の｢碁｣が同音であるため、特殊な音韻変化ではないと考えら

れる。「風｣｢碁｣以外の古t入声字とは韻母が別れる。晃宝[sT]では(C)と同じく、「風｣と同じ韻母

に古t入声字が多く帰属している｡迄城では､[Sa](白読)の場合は(B)型となり、[sE]の場合は(C)

型となる。

・左枚[sa]の｢風｣単独系:左枚では単音節語を多く保存する(｢蝿｣｢蚊｣｢肌｣など)。中古で同じ

櫛韻に属す｢碁｣｢失｣｢室｣は[sg?][5e?][5g?]となり、また同じ｢風｣であっても、「壁風｣となる時は[sl]
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と発音され､[sa]の特殊性が伺われる｡左枚では白読時の入声の脱落が報告されており(｢辣｣(局

韻)[la?-la]・｢熱｣(詳韻)[Za?-"]など)、白読の可能性が考えられる。（隣接する和順では｢子変」

による一音節化が報告されているが､その関わりに興味がもたれる。

・山西省において、「風｣と｢碁｣の読音が異なる地点は多く、蔬具･渭徐･孝又･介休･左枚･中

I日･'悔扮･新鋒･迄城などがある。このうち孝又･介休･中日･ll缶扮では、語頭子音のみが異なり、

｢風｣では§となり、「碁｣ではsとなる｡それ以外の地点では､韻母がことなる。

・山西省では､普通話｢臭虫｣は｢壁風｣となることが多いが､左枚･任治では｢風｣の発音が異な

っている。

注

①｢風｣中古音:蕊攝櫛韻開口審母(仮の二等､生母)三等韻。中古音で同音の常用字に碁､蟠などが

ある。

②単独で表記できなかった漢字:[女十麻]:女偏に麻。［麻十女]:麻の下に女。［也十女]:也の右に

女｡也の二画目のはねは｢女｣の下にもぐる。

③本稿における子変韻母の定義:｢子変韻母｣とは､基本韻母の読音を変えることによって､普通話に

おける軽声の接尾辞｢子｣を表現する。他に｢子｣尾の読音を変えることによって同様の機能を果たす

｢子尾音変｣、声調を変えることによって同様の機能を果たす｢子尾変調｣などがある(｢山西方言調査

研究報告｣88頁)。
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ｼﾗﾐ地図C「鼠｣の入声韻尾
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3，2アズキの"小豆"とエンドウの"小豆”［地図2，4］

“小豆"は北方の語形である。ほとんどの地点ではアズキを指すが、甘粛の一部ではエンドウを

指す｡地図の分布からアズキの"小豆"がエンドウに変化したと考えられる。このように変化したの

はソラマメを"大豆"といっていたからである。つまり、元来､ダイズとの比較で使われていたアズキ

の語形"小豆"が､ソラマメが"大豆"となったことで､比較する対象を失い、ソラマメと生態的に似

た特徴をもつエンドウの語形に移ったのである。一方アズキの"小豆"は地点によっては"虹小豆”

のように"虹"を修飾成分として付け､ダイズの語形と色で区別するようになった。

3，3“大豆"と"小豆”［地図3，4］

“大豆"と"小豆"の意味するものがどのように変化したかをまとめたのが以下の表である｡東から

西に向かってダイズ･アズキ類がソラマメ･エンドウ類に変化していく過程が理解できよう。

西部（甘粛） 中部（山西） 東部（河南）

‘‘

大豆"とは ソラマ メ十－ ダイズ

66

小豆"とは エンドウ＋ ■■■■■■■■■■■■■■■■■ アズキ

この変化は北方における｢マメの歴史｣からみても理解できる｡ダイズとアズキは古くから中国に存

在していた豆類である。一方､ソラマメとエンドウは外来種で､特にソラマメに関しては次のような

報告がある。

「クーベロ(1984)によると､ソラマメの最も東の伝播地域である中国や日本へは後述する大粒

系の系統が紀元1200年ごろに､おそらく"シルクロード"を経てもたされた(p.72)｣前田(1987)

ここから､ダイズとアズキを"大豆''と"小豆"で区別していたところに､ソラマメが伝播し､それにより

｢ダイズより大きな豆｣として"大豆"がソラマメの語形に使われるようになった、という推測が成り立

つ。“小豆"がエンドウになったのはもちろんその後で､分布が狭いので最近の変化ではないかと

考えられる。

“大豆''がソラマメを指すようになってからダイズは色を修飾成分として用いた語形に変わる｡ダ

イズの変化だけを見ればこれは一種の明確化ということにならないだろうか｡つまり、‘‘大"を用い

た｢相対的な語形｣から色を修飾成分として用いた｢絶対的な語形｣への変化である。“大豆"はア

ズキを区別するのに用いられた語形であるが、それよりもその豆の色を直接修飾成分として用い

たほうが指すものが明白になるのだから、自然な変化のように見える。

同じ観点で漢語方言全体についてみると､ダイズとアズキの地図に色を修飾成分として用いた

語形が広く分布しているのがわかる｡これも｢大きさから色への変化｣すなわち明確化の結果なの

かもしれない｡ソラマメとエンドウの地図にはほとんど現れないのに対して､特徴的である。

4，1ソラマメの"大鋺豆"とエンドウの"鋺豆”［地図1，5］

修飾成分が完全に一致しているわけではないが、“大豆"との歴史的関係で重要なので､ここに

とりあげる。ソラマメが"大鋺豆"で､エンドウが"鋺豆"となるのは､甘粛南部に集中している。ソラ

マメとエンドウの語形を大きさの修飾成分で区別しようとした。周辺には囲まれるようにソラマメの

"大豆,，があり、その東部にはダイズの"大豆"も見える｡以前は"大豆"であったが､エンドウとの関

係を明確にするために"大鋺豆"となったと考えられる。大きさを表す修飾成分で語形を区別する
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点はソラマメが"大豆"で､エンドウが"小豆”となる甘粛の北部の形に似ているが、変化の方向が

異なる｡すなわち北部ではソラマメの語形にエンドウが合わせたのに対し､南部ではエンドウの語

形にソラマメが合わせた形となる。

4，2ソラマメの"鋺豆"とエンドウの"碗豆”［地図5，6］

ソラマメが"鋺豆"となるのは､湖南に集中している｡その西側にソラマメの語形"胡豆"が広く分

布していてことから、“鋺豆"は"胡豆"が変化したものと考えたい｡つまり、北方の語形"鋺豆"が新

しく入ってきた時､湖南ではエンドウに"麦豆"など固有の語形、ソラマメには"胡豆"が用いられ

ていた｡“胡”と"碗”が音声的に近かったこと、両植物の生態的特性と似ていたことからソラマメ

に"鋺豆"を用いるようになったのではないか｡この語形が定着すると周囲のエンドウに"鋺豆"を

用いる地点では同音衝突がおきる｡エンドウが"小鋺豆"となったり、ソラマメが"大碗豆"となったり

しているのは回避した結果である。

4，3ソラマメの"蚕豆"とエンドウの"蚕豆”［地図5，6］

エンドウが"査豆"となるのは湘江である｡解釈としては前節の湖南に近い｡つまり北方からソラ

マメの語形"蚕豆"が新しく入ってきた時、“佛豆"、“夛沢豆"など湘江固有の語形が存在してお

り、“査豆"はソラマメの生態的特性と似ていたエンドウの語形に用いるようになったと考えたい。

4,4ソラマメの"寒豆''とエンドウの"寒豆” ［地図5，6］

ソラマメが"寒豆"で､エンドウが"小寒豆"となるのは上海周辺である。西側にはエンドウに"寒

豆"を用い､ソラマメに"査豆"を用いる地点が囲むように分布することから､以前､上海周辺でもエ

ンドウに"寒豆"を用いていたが､ソラマメの"寒豆"が入ってきたことにより、同音となり、エンドウが

"小寒豆"に変化した､と推測できる｡つまり元来"寒豆"はエンドウに用いる語形であったということ

になる。分布から"鋺豆''や"安豆"と関係がある語形であることがわかる。冬作の植物という意味で

"寒"を用いたのであろう。ではソラマメの"寒豆"はどのようにして生まれたのであろうか。村上

(1997)は湘江省のソラマメの語形の内、仏教に関する語形"佛豆”“野沢豆”と地名に関する語形

"倭豆”“推豆”“川豆”は全て"胡豆"から説明できるとした。“寒豆"もまた"胡豆''から説明でき

ないであろうか。エンドウの"寒豆"と"胡豆"が音声的に近く、いずれも冬作の植物というところから

の連想で､両者は同音となり､エンドウは区別するために"小寒豆"となったと考えられる。

5、まとめ

4種類の豆について、同じ語形でありながら方言によって指すものが異なる場合を取り上げて説

明したが、そのほとんどに"大"と"小"が関わっている。“大"と"小"は、ダイズ･アズキ類では使わ

れなくなる方向に変化していたが､ソラマメ･エンドウ類では逆で使われる方向に変化していた。

*アズキのデータの一部は遠藤雅裕氏から頂きました｡記して感謝いたします。

[参考文献］
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-193.
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地図1、､大豆''はダイズかソラマメか
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地図5ソラマメ 77
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｢ジャガイモ｣｢サツマイモ｣の地図

鈴木史己

1．地図作成の目的

ジャガイモとサツマイモは、ともに南米原産のイモで､ほぼ同じ時期に中国に伝来したとされて

きた。両者ともに1600年前後にヨーロッパの船舶によって華南海岸にもたらされたというが､それ

を確定しうる絶対的な証拠はない。1596年刊行の李時珍『本草綱目｣では､サツマイモの項はあ

るがジャガイモの項はない｡また､『ジャガイモ･サツマイモ』(農業技術大系，作物編5,農山漁村

文化協会，1975)によると､基本的にジャガイモは冷涼な気候を好むのに対し､サツマイモは温

暖な気候を好む。中国への初上陸地が華南海岸であれば､華南の温暖な気候に適したサツマイ

モの伝播のほうがより早かったであろうと推測される。しかし､これらは推測の域を出ず､ジャガイ

モとサツマイモの伝来時期の先後関係について､文献から確定的事実を引き出すことは難しい。

この地図を描くことによって新たな事物に対処して新語が形成されるメカニズムを探り、併せて、

両者の伝播時期の先後関係にも関心を払って行きたい。

2.語形分類の方法

中国在来のイモ､あるいは形状の似たものを語幹とし､それに修飾成分を付加した語形が大部

分を占める｡語形を修飾成分と語幹に分け､それぞれに着目した地図を作成した｡なお､語幹の

みで成り立つ語形は修飾成分ゼロと考える。

[地図A]ジャガイモの修飾成分

「土｣、「山蒟｣、「地｣、「弓衿｣、「洋｣、「荷竺｣などがある。なお、「山菊｣について、「菱｣は常に

｢山｣と結合するため、「山菊｣で一つの項を立てた。

[地図B]ジャガイモの語幹

主なものでは｢芋｣、「薯｣、「山蒟｣、「豆｣、「蛋｣、「蔓苦｣がある｡形状を示す｢豆｣、「蛋｣は､語

幹というよりも後置付加成分に近いが､便宜上語幹に分類した。しかし、「山蒟｣について、「菊｣は

常に｢山｣と結合するため全体で一つの語幹と見なし、「豆｣や｢蛋｣が後置成分として付加されて

いる場合(ex山菊蛋、山蒟豆)も優先的に｢山蒟｣に分類した。「蔓苦｣について、「蔓｣という成分

を含む語形(ex地蔓、山蔓)も｢蔓菩｣の｢菩｣が脱落したものと解釈して｢蔓苦｣に分類した。

[地図C]サツマイモの修飾成分

「虹｣、「白｣、「地｣、「山｣、「番｣などがある。なお、「山萄｣については､前述のように｢山｣と｢菊」

は不可分なので､地図の凡例では｢山｣を修飾成分にもつ他の語形とは別の項を立てた｡分析で

は他の｢山｣を修飾成分にもつ語形と同様に扱う。

[地図D]サツマイモの語幹

「芋｣、「薯｣、「山菊｣、「巷｣、「瓜｣、「莎卜」、「茄｣、「黍｣、「葛｣がある｡なお、「山萄｣について、

地図Bと同様に全体で一つの語幹と見なした｡ちなみに､サツマイモに関しては｢山萄｣に他の成
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分が付加されることはない。形状を示す｢瓜｣、「夢ト」、「茄｣といったものも、付加成分の性格が

色濃いが､地図Bと同様に語幹に分類した。

[地図E]ジャガイモとサツマイモ

ジャガイモとサツマイモに共通してみられる特徴的な成分に着目した地図である。表lは分類を

まとめたものである。

(1)｢地｣系

修飾成分｢地｣を有する語形である。ジャガイモは｢地蛋｣または｢地豆｣、サツマイモは｢地瓜｣と

いう語形がこの系統に類する。

(2)「山蒟｣系

「山蒟｣を含む語形である｡ジャガイモは｢山萄｣、「山萄蛋｣、「山萄豆｣、サツマイモは｢山菊｣が

この系統に類する。

(3)｢洋｣系

サツマイモの｢山｣＋‘イモ，または｢番｣＋‘イモ，と､それに修飾成分｢洋｣を付加して成立するジ

ャガイモの語形を便宜上｢洋｣系とする｡なお、「番｣の漢字表記は｢番｣と｢蕃｣があるが、「番｣で代

表させる。

表1

ジャガイモ サツマイモ

(1)｢地｣系 地蛋／地豆 地瓜

(2)「山蒟｣系 山蒟／山蒟蛋／山蒟豆 山萄

(3)｢洋｣系
洋山芋／洋山薯

洋番芋／洋番薯

山芋／山碧

番芋／番薯

3.地理的分布の特徴

[地図A]

ジャガイモの修飾成分は、（1）‘土地のもの，を表す成分、（2）‘外国，を表す成分、(3)修飾成

分ゼロの三系統に分類でき、(1)．(2)の二系統がほぼ全国に広く分布する。

(1)‘土地のもの，を表す成分(｢土｣、「地｣、「山蒟｣）

もともとは中国在来のイモ類(exサトイモ､ヤマノイモ)を指した語形であるため、ジャガイモの栽

培が定着してはじめて成立しうる語形である｡華北東部はこの系統の語形が大多数を占める。

｡｢士｣系:常に｢豆｣と結びついて｢士豆｣という語形で河北･河南･遼寧･吉林各省に分布する｡他

の語形と併用されていることが多く､長江流域の官話地域にも分布がみられる。

．｢地｣系：｢地豆｣または｢地蛋｣という語形で山東省を中心として分布している｡渤海を挟んで山東

半島の向かい側にある遼東半島にも分布する。

｡｢山蒟｣系:山西省｡河北省に分布する。

(2)‘外国,を表す成分(｢洋｣、‘外国人,、「荷竺｣）

華北東部以外の地域の語形はほとんどが‘外国'を表す成分をもち､特に華南沿岸部と長江流

域に顕著にみられる。

｡｢洋｣系:長江下流域を中心にして長江沿いに分布する"長江型"の分布を示し､長江流域以外

でも雲南省や峡西省以西にみられる。
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．‘外国人'系:福建省にみられる。いずれの語形も｢番｣・｢蕃｣という成分をもつが、修飾成分は

｢番｣(外国)だけではなく｢番人｣・｢蕃田｣(外国人)である｡福建省ではサツマイモを｢番碧｣という

ため、差別化を行ったということが考えられる。

．｢荷当｣系:常に｢薯｣と結合して｢荷竺薯｣という語形で広東省に分布する。

．｢弓衿｣系:｢薯｣または｢芋｣と結び付いて､主に南方に分布する。‘鈴なりになるイモ'の意とも考

えられるが、‘マレー'の音訳と解釈してこの系統に分類する(岩田礼1995参照)。

(3)修飾成分ゼロ

修飾成分ゼロの語形は｢薯｣系(｢碧仔｣｢薯恵｣)と｢芋｣系(｢芋失｣)の二つがあり、いずれも‘イ

モ'を表す語形で分布は長江以南に偏る。地点数は多くないが、前者は｢荷竺薯｣、後者は｢洋

芋｣の分布地域とほぼ一致するのが特徴といえる。

[地図B]

語幹は(1)‘イモ,を表すもの、(2)‘イモ,以外の‘丸いもの'を表すものの二系統に大別できる。

後者と｢山萄｣は華北東部に、「山蒟｣を除いた《イモ'はそれ以外の地域に分布している。

(1)‘イモ'を表すもの(｢芋｣、「薯｣、「山蒟｣）

「芋｣と｢薯｣はどちらも‘イモ'の総称を表すものである。「芋｣はほとんどが修飾成分｢洋｣と結び

つき、“長江型"分布を示す。「薯｣は華南に分布がみられ､北方には分布しない。「山蒟｣系はも

ともと中国在来のヤマノイモを指すもので、山西省･河北省に分布がみられる。

(2)‘丸いもの'を表すもの(｢豆｣、「蛋｣、「蔓苦｣）

｢豆｣系:黒竜江･遼寧･河北･山東各省に分布し､湖北省や江西省といった南方地域にもみられ

る｡他の系統との併用地点も多い。

｢蛋｣系:山東省・安徽省北部に分布している。「山蒟｣系に｢山蒟蛋｣という語形が多いことを考慮

すると､華北東部のかなりの地域を占めることになる。

｢蔓苦｣系:‘カブラ'を指すもので映西省北部から山西省中部にかけて分布がみられる。

[地図C]

ジャガイモと共通する(1)‘土地のもの'を表す成分、(2)‘外国'を表す成分、(3)修飾成分ゼ

ロの三系統に、(4)‘外皮の色，を表す成分を加えた四系統に分類できる。

(1)‘土地のもの,を表す成分(｢山｣、「地｣）

･｢山｣系:｢芋｣、「薯｣、「蕊｣と結合する。「山芋｣、「山碧｣は江推地方に、「山蒟｣は山西省と雲南

省に分布する。

｡｢地｣系:常に｢瓜｣と結びついて｢地瓜｣という語形で山東省に分布する。

(2)‘外国'を表す成分(｢番(蕃)」、「洋｣）

「番(蕃)｣が主で､ジャガイモで地点数の多かった｢洋｣は映西省南東部の商県にみられるだけ

である。

｡｢番｣系:湘江･福建･江西･広東各省に広く分布し､台湾でもこの系統である｡サツマイモが伝来

したとされる華南沿岸部を中心にした地域､つまり‘外国'のものということが問題意識の対象にな

りうる地域に分布しているということになる。

．｢洋｣系:｢洋虹薯｣という語形で､下に挙げる1地点しかみられない｡この調査地点では赤色品種

を指す｢虹薯｣・｢虹菩｣が併用されており、「洋虹薯｣は白色品種を指す｡赤色のサツマイモが主
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流で白色品種は‘他の地域,のものということであろう。

cf)商県洋虹薯[ioOxugUsu]張成材1990『商県方言志」

(3)修飾成分ゼロ(｢薯｣、「苔｣、「芋失｣）

‘イモ'を表すもの(｢芋失｣｢薯｣)とそれ以外(｢言｣:野えんどう)があり、いずれも海岸部には分

布が見られない。「芋失｣は山東省西部･安徽省、「薯｣は江西省、「若｣は長江中･上流域に集中

した分布がみられる。

．｢芋失｣：「山芋｣の分布地域の西縁にほぼ一致する｡それはまた語幹｢芋｣の西縁でもあり、それ

以西は語幹｢薯｣の分布地域となる(地図D参照)。異なる語幹との境界であるために語幹のみの

語形が成立しえたと考えたい｡下に述べるように、「芋夫｣の分布地域の南縁には修飾成分ゼロの

｢薯｣が分布することもそれと平行する現象であろう。

｡｢薯｣：｢番薯｣の分布地域の北西縁を取り巻くように分布しているのが特徴といえる｡この付近は

｢番碧｣と｢虹碧｣との境界にあたるので共通部分｢薯｣を単独でサツマイモにしたと考えられる。ま

た､北縁には修飾成分ゼロの｢芋共｣が分布する。

．｢巷｣:岩田礼1995では、「巷｣と｢薯｣の関連性について述べておられる｡前述のようにサツマイ

モの‘イモ,以外の語幹は一般に付加成分の要素が強いが､修飾成分ゼロの｢言｣が分布すること

は｢若｣が語幹としての性格を備えていることを意味し、‘イモ，系語幹の｢薯｣と交換可能になる。

岩田礼1995の仮説を裏づけるものとなろう。

(4)‘外皮の色,を表す成分(｢虹｣、「白｣、「黄｣）

「虹｣が主で、中国内陸部に分布して沿岸部にはみられない。「黄｣は雲南省に2地点、「白｣は

北京周辺と雲南省に集中した分布がみられるが、大概は｢虹｣との併用地点であり、品種の違い

が関係することが推狽l1される。

地点数は少ないが興味深い語形として｢虹白碧｣、「白虹薯｣、「虹虹薯｣がある。「虹白薯｣は天

鎮の語形で､この地では｢虹薯｣で外皮の赤い品種を、「白薯｣で白い品種を指す。「白薯｣に修飾

成分｢虹｣を付加したという形式であり、「虹白薯｣において｢白｣は‘白い,という色彩の問題意識が

失われている。「白虹薯｣、「鉦虹碧｣は東安の語形で、両者が併用されている。語頭の「白」と

｢虹｣が色を表す修飾成分、「虹薯｣が語幹という形式であるが､ここでは｢虹薯｣＝‘赤いイモ'とい

う語源意識は既に失われている。いずれも修飾成分が本来の意味を失ってサツマイモの通称を

表す固有の語形として定着している例に挙げられる。

cf)天鎮虹白碧[huWpe"u]謝自立1990『天鎮方言志」

東安白虹碧[boYuOZy]虹虹薯[TuUTuUZy]飽厚星1998｢東安土話研究」

[地図D]

地図Bのジャガイモの語幹と同様に、‘イモ，を表すものと‘イモ'以外の語幹の二系統に分けら

れる。

(1)‘イモ'を表す語幹(｢芋｣、「薯｣、「山萄｣）

‘イモ,の総称である｢芋｣と｢薯｣は、「芋｣は江蘇省･安徽省付近に限定されるのに対し、「薯｣は

中国東南部に加えて､華北の山西省にも分布している。「山萄｣は山西省．雲南省に分布する。

(2)‘イモ,以外の語幹(｢巷｣、「瓜｣、「夢ト」、「茄｣、「黍｣、「葛｣）

いずれも細長い形状をもち‘細長いもの'の象徴として採用された成分で、‘丸いもの'を語幹と

することが多いジャガイモときれいに一線を画している。中でも、「巷｣と｢瓜｣は地点数が多く、
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｢巷｣は長江流域と映西省に、「瓜｣は山東省と東北地方にそれぞれ分布する。

[地図E]

サツマイモの語形に何らかの操作を加えることでジャガイモの語形になるという形式が多く、サ

ツマイモの伝播のほうが早かったであろうということがこの地図からうかがわれる｡語形の形式が南

北で傾向が異なり、北方では後置成分で区別する傾向があるのに対し､南方では前置成分(修

飾成分)で区別する。

(1)｢地｣系:ジャガイモ＝地蛋／地豆､サツマイモ＝地瓜

山東省のほぼ全域において､ジャガイモ･サツマイモともに修飾成分｢地｣をもつ｡後置成分は、

ジャガイモは｢蛋｣または｢豆｣のいずれも丸い形状をイメージさせるものであるのに対して､サツマ

イモの｢瓜｣は細長い形状をイメージさせる｡ジャガイモは比較的球形に近く、サツマイモは比較的

細くて長い印象があるために､こうした後置成分をそれぞれに用いることで差別化したのであろう。

ここではジャガイモとサツマイモの伝播の先後関係はみえない。

(2)「山蒟｣系:ジャガイモ＝山蒟／山蒟蛋／山蒟豆､サツマイモ＝山蒟

山西省･河北省に分布がみられる。他の付加成分のない｢山菊｣という語形の分布を見ると、ジ

ャガイモでは山西省から河北省北部､サツマイモでは河北省南部にみられ、明確な地理的相補

分布が成立している｡ジャガイモの｢山蒟｣系は河北省南部にも分布するが､いずれも｢蛋｣または

｢豆｣という成分が語尾に付加されており、サツマイモの語形に抵触することはない。つまり、河北

省南部において形式上ではサツマイモの語形に後置成分を付加することでジャガイモの語形が

成立しているということになる｡これについては4.で再度詳しく論ずる。

(3)｢洋｣系:ジャガイモ＝洋山芋／洋番芋､サツマイモ＝山芋／番芋

サツマイモの語形｢山芋｣・｢山薯｣は江唯地方に、「番芋｣・｢番薯｣は漸江･福建･江西･広東各省

にそれぞれ分布する｡ジャガイモは､長江下流域･江推地方において､サツマイモの語形に修飾

成分｢洋｣を付加した形で分布し､地理的にはサツマイモの語形と同傾向の分布を示す｡サツマイ

モの語形をもとにジャガイモの語形が成立しているという形式は(1)｢地｣系、(2)「山蒟｣系と同様

である。しかし､北方に分布する(1)。(2)はサツマイモの語形に後置成分を付加する形式で区別

しているのに対し､南方の(3)｢洋｣系は前置成分を付加する形式で区別している(下の表2を参

照のこと)。

注)現時点のデータで、「山蒟｣系は前置成分を有する形式が平谷にみられるが､ヤマノイモと

の差異化のために形状を示す｢回｣を付加したもので、「洋｣を付加した語形はない。「洋｣系

で後置成分を有する形式はみられなかった。

cf)平谷圓山菱[yan5aniou]陳淑静1998『平谷方言研究」

表2は付加成分の前置と後置の関係をまとめたものである。

表2

北 × 洋 ＋
一

南 ○ 洋 ＋
一

～ ○ ～ ＋

～ ×～＋

Ⅱ■■■■■■■■■■

蛋
■■■■■■■■■■

－

蛋
一

○＝有×＝無

4．「山蒟｣について

地図Eでふれたように、「山蒟｣は華北東部ではジャガイモ･サツマイモの語形にみられるが､全

国的にみれば中国在来のヤマノイモの語形に用いられることが多く、この地域も例外ではない。
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そのため、この地域ではジャガイモ●サツマイモにヤマノイモを加えた三者の関係を考える必要が

ある。

後置成分のない｢山蒟｣は、山西省から河北省北部にかけてはジャガイモを、河北省南部では

サツマイモを、山西省南部ではヤマノイモを指す。山西省におけるジャガイモの語形に注目する

と、中部から南部では｢山菊蛋｣が分布し､北部では｢山萄｣と｢山蒟蛋｣が併用される地点が多い。

しかし､その併用地域の中でも、西側は｢山萄｣が単独でみられることが多い｡これは、東側では

サツマイモの｢山蒟｣地域と接しているので､同語衝突を避けたのであろう。

山西省中部.南部においてジャガイモの｢山蒟｣が分布しないのは､ヤマノイモの｢山蒟｣が根強

いからである。以下に山西省の主な地点のジャガイモ･ヤマノイモの語形を挙げる。先に挙げる地

点ほど､北に位置する。

ジャガイモ ヤマノイモ

囮大同山蒟[stcya?] 催山蒟[tphDSfeya?]

析州山蒟[sQNie?] 催山萄[tshqNPQNyo?]

:"側ⅧⅧ
太原山蒟蛋[stENie?ttEN]

固’|街扮山蒟蛋ﾉL[5anyother]山蒟[panyo]
「普通糒基咄方言基本剛に集」

｢山蛮｣がジャガイモを指す北側の調査地点ではヤマノイモの語形の語頭に修飾成分｢催｣が付

加されており、逆にヤマノイモを指す南側の調査地点ではジャガイモの語形に後置成分｢蛋｣が

付加されている。

サツマイモの｢山蒟｣地域のヤマノイモの語形はどうか｡以下に河北省南部のサツマイモ・ヤマ

ノイモの語形を示す。

サツマイモ ヤマノイモ

保定山萄[5aniau] 菜山萄[tShai5aniaU]/麻山蒟[maSaniau]

石家庄山蒟[5aniau] 白山菱[pai5aniau]

平山山蒟[§記ie] 菜山蒟[幅h鎚騨ie]

『普通涌基咄方言基本同7に集』

ここでは｢山蒟｣がサツマイモを指すため､ヤマノイモの語形の方に修飾成分が付加されている。

以上のことを踏まえると、山西省･河北省の｢山萄｣をめぐる地理的分布は表3のようになる。

表3

山西省北部 山西省中･南部 河北省南部

ジャガイモ 山蒟 山蒟蛋

サツマイモ 虹碧 山菱

ヤマノイモ 一任山蒟 山菊 菜山萄／麻山蒟／白山藷

他の成分のない｢山蒟｣は、いずれの地域でもジャガイモ･サツマイモ･ヤマノイモの3項目のうち

の一つしか指していないのが見てとれる。現代では山西省においてサツマイモに｢山蒟｣系はみら
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れないが､清代の方志には大同の｢回子山菊｣や五台の｢回回山蒟｣といった語形が記載されると

いう(｢清史資料｣第七輯p259-260より)。通時的な変遷については今後の課題として考えていき

たい。図1は現代の山西省．河北省における他の成分のない｢山萄｣の指示対象を地図上に大ま

かな領域で示した概観図である。

図1
｢山繭｣の指示対象概観図
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5.ジャガイモの修飾成分｢洋｣の来歴

長江下流域を拡大した下図2を見ると、「洋｣＋｢山｣＋‘イモ'と｢山｣＋‘イモ,(以下両者をあわ

せて｢山｣＋‘イモ,系と表記する)、「洋｣＋｢番｣＋‘イモ,と｢番｣＋‘イモ'（同｢番｣＋‘イモ'系)は

ほぼ分布地点が一致している｡つまり、ジャガイモの語形はサツマイモの語形を語幹として修飾成

分｢洋｣を付加することで成立している。

サツマイモの語形の分布を見てみると、「山｣＋‘イモ'は江蘇省･安徽省に分布し､長江下流域

において"長江線"を越えて｢番｣＋‘イモ,を南北に分断するような分布を示している。「山｣＋‘イ

モ，はもともと中国在来のイモを指した呼称だから､栽培が定着して在来のイモとの勢力が逆転
■■■■■■■■■■■

した後につけられうる比較的新しい語形である｡それに対して、「番｣＋‘イモ'は文献にも南方の

呼称として記されている語形で､サツマイモの呼称としての固有の歴史を有する。長江以南はす

べて｢番｣＋‘イモ'だったが､サツマイモ栽培が盛んになるにつれて｢山｣＋‘イモ'が南下して"長

江線"を越え､“北方方言江東侵入型"の分布を示すに至ったのである。

では､修飾成分｢洋｣を付加するという発想の来歴はどうであろうか｡ジャガイモの‘外国'を表す

成分に注目すれば、「洋｣＋｢山」＋‘イモ'は｢洋｣のみであるのに対し、「洋｣＋｢番｣＋‘イモ'は

｢洋｣と｢番｣の二つを重ねている。後者はいわば‘外国の外国のイモ,という不自然な形式である

が、じつは‘外国のサツマイモ'といっているにすぎない｡サツマイモで｢山｣＋‘イモ'と｢番｣＋‘イ

モ'が対立していると同時に､サツマイモに｢洋｣を付加して成立するジャガイモの語形でも｢洋｣＋

｢山｣＋‘イモ，と｢洋｣＋｢番｣＋‘イモ'が対立しているのである。不自然な形式の｢洋｣＋｢番｣＋

‘イモ,が自然発生するとは考えにくい。おそらく、江准地方の｢山｣＋‘イモ,系を用いる文化がサ

ツマイモに修飾成分｢洋｣を付加することでジャガイモの語形にするという文化を有していたもとも

との地域だろう。ジャガイモの｢洋｣＋｢番｣＋‘イモ,とサツマイモの｢番｣＋‘イモ,の分布地域の共

通部分が､後者の分布地域に比べてかなり小さく、北部に限られることも根拠の一つとなる｡サツ
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マイモの｢山｣＋‘イモ'はジャガイモの｢洋｣＋｢山｣＋‘イモ，とともに南下し、「番｣＋‘イモ'は分断

されながらも文化的紐帯の強さによって北の一角にその形を留めたが、「洋｣を付加する文化は

受容せざるを得ず、「洋｣＋｢番｣＋‘イモ,という奇妙なジャガイモの呼称が成立したのだ｡なお、「

洋｣＋「山｣＋‘イモ'はジャガイモ栽培の習'|賞とともに北方地域から南下した可能性が高い。ジャ

ガイモが初めて伝来したのは華南沿岸部だが､冷涼な華北や山地で真価を発揮する作物だから

である。

「山｣＋‘イモ'系の影響はそれだけにとどまらない｡語幹に注目すれば､江准地方の｢山｣＋‘イ

玉,系の語幹は｢芋｣であるのに対し、「番｣＋‘イモ'系の語幹は｢薯｣が主流で､もともとは｢山芋」

と｢番碧｣の対立であったと考えられる。しかし、「山｣＋‘イモ，系の分布地域に接する｢番｣＋‘イモ

，系は｢山芋｣の影響を受けて｢薯｣ではなく｢芋｣が語幹になったことが地図から読みとれる。同様

に｢山芋｣も｢番薯｣の影響を受けざるをえず､語幹｢薯｣を受け入れた｢山碧｣という語形がみられ

る。

図2長江下流域拡大図

雪

ヴ

コ《
寒＠

湘
江
省弾 霧

(大平行四辺形)＝洋山薯△＝洋番芋□＝洋番薯

(小平行四辺形)＝山薯▲＝番芋■＝番薯

凡例ジャガイモ:○＝洋山芋

サツマイモ:○＝山芋

ジャガイモの｢洋番薯｣、「洋番芋｣の分布地域はサツマイモの｢番薯｣の分布地域の北部に限ら

れ､それ以外の地域では｢洋芋｣が分布している。これらの地域では､サツマイモを語幹にすると

いう語源意識が｢山｣＋‘イモ'系の分布地域を離れると失われたのであろう。サツマイモの｢番薯」

が卓越する文化圏にあっては､ジャガイモは｢芋｣、サツマイモは｢薯｣という意識も生まれてくる。

ジャガイモの｢洋芋｣が分布している地域に｢芋失｣や｢芋豆｣という語形が､サツマイモの｢番薯｣が

分布している地域に｢薯｣が何地点かみられるのはこのためで、同じ事がサツマイモの｢山芋｣と

｢芋失｣においてもいえる。

[参考文献］

『ジャガイモ･サツマイモ｣農業技術大系，作物編5,農山漁村文化協会,1975.

｢清史資料』第七輯中国社会科学院歴史研究所清史研究室編，中華書局,1989.

岩田礼1995.サツマイモ,ジャガイモ，トマト,石鹸，自転車一新来事物の呼び方一『中国の方

言と地域文化(2):漢語方言地図集｣．平成5-7年度科学研究費総合研究(A),研究成果報告

書一第2分冊
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地図Bジャガイモの語幹 ○○
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地図Cサツマイモの修飾成分 ｡｡
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地図Dサツマイモの語幹 ｡｡
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Eジャガイモとサツマイモ地図
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"くるぶし"とその関連語彙

小橋優子

0.地図作成の目的

足首の関節にあるくるぶしは､一見目立たない身体部位だが､その方言形は多様である｡現在

までのデータでは約150種の語形がある｡それを一つ一つ採り上げるわけにはいかないが、

その中で頻度の高い語形を採り上げ、中国における‘‘くるぶし”の方言について出来るだ

け正確な地図を作成することで変化の様相を明らかにしていきたい。

作成した地図は3枚である｡各地図について語形分類の方法と分布について説明し､その後一

部の語形についての考察を述べる。

1．“くるぶし"の方言地図

1－1地図1くるぶし:総合地図

この地図に現れた5つのタイプには無縁語と有縁語があり、また語構成（各形態素の位

置）もかなり異なる。しかし、くるぶし”を表す語形が全国的にどのような分布をするの

かが一目瞭然な地図である。

語形分類の方法と分布の特徴

“くるぶし”を表す語形全体の分布状況を示すため、以下の5タイプに分類した。

．「課」系…課骨躁了骨躁拉骨滑拉骨戈l拉骨躁子ｿ乞溶など

・ぐるみ系…核桃(胡）核桃骨脚核桃核桃瘡熔桃核など

･k-k系([kukuai]又は[kuaiku])…孤拐骨拐脚孤拐／拐骨拐孤脚拐骨拐了

骨など

．「螺」系…螺螂骨螺竺骨螺 笙拐脚螺螂骨螺翅骨螺拐など

・目・眼系･･･脚眼脚目脚眼骨脚眼珠散目など

「躁」系については、「課」の発音に[xuai]と[xua]の2系統があったが、ここではその違

いを採り上げない。「滑」「戈1」については音声的な類似から「課」系に分類した。[kukuai]、

[kuaiku]は、声母の共通性に着目して、以下"k-k系”と呼ぶことにする。

この地図では大きく分けて3つの分布領域があることがわかる。

1）北方…「課」系・ぐるみ系･k-k系

2）長江付近…｢螺｣系

3）南方…目・眼系

北方

・無縁語である「躁」を有する語形が北部全体に広がっている。ただし、山西省（晋語地

域）や内蒙古自治区、甘粛省にはあまり分布していない。“くるぶし”の標準語形は「躁」

又は「躁骨」である。うち、単音節形が現れるのは、広東省・海豐県と河北省・郡郵県の
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2地点だけである。また「課」系の分布は全国的ではなく、官話地域の中でも准河より北

側に分布するだけであり、全体的に見ると有縁化した語形のほうがより勢力が強いように

見える。

．「核桃」に代表される、“ぐるみ”に関する語を使った語形が映西省中部から黄河下流域

にかけて分布している。

･k-k系の語形が山東省、河北省、山西省に集中しており、また寧夏回族自治区や甘粛省

にもみられる。この語形は「躁」を有する語形と連続して分布しており、「躁」の少ない地

域を埋めるように分布する。両形併用で、地図上ではマークが重なっている地域も多い。

長江付近

．「螺」系の語形が長江を挟んで南北に広く分布している。北は険西省南部や河南省南部か

ら、南は江西省、貴州省、雲南省に及ぶ。少し離れて上海付近にも分布する。

・北方に見られたk-k系の語形が江蘇省、安徽省にも多く分布している。また、雲南省に

も数地点で現れている

南方

．「眼」や「目」を第二音節に有する語形が、江蘇省南部から広西壮族自治区にかけての沿

岸に広範囲に分布している。閨、客家東部では「目/mu/｣、客家西部や唇では「眼/yan

／」の対立がある。これは“目(め)”を表す語形の地図と同じ対立関係である(秋谷1995

参照)。しかし“足の目”という意味では共通している。これらは南方に古くから存在する

語形であって、その有縁性から長く保たれてきたのだろう。

この地図では漸江省、湖北省西部、安徽省北部、広西壮族自治区の語形の分布が少ない

が、データ自体が少ない、またはこの地図での分類に該当しないため空白となる。

1－2地図2くるぶし:k-k系と螺系

総合地図のうち、k-k系及び｢螺｣系を下位分類した。この2タイプに共通する点は、「拐」

という成分を持つことである。語形の成立過程がわかりにくいこの2タイプの共通点に着

目し、これらの成立過程を探ることが目的である。

語形分類の方法と分布の特徴

A.k-k系([kukuai]又は[kuaikul)

1.[kukuai](孤拐，骨拐，鼓拐)、「脚｣+[kukuai](脚孤拐，脚樋拐，脚同拐）

山西省、河南省南部、山東省と、それより少し南の江蘇省、安徽省南部に集中して分

布している。その他、黄河流域の寧夏以西、南方では雲南や江西省にも数地点ある。

2.[kuaiku](拐骨，拐孤)、「脚｣+[kuaiku](脚拐骨）

山西省西部、河南省北部、湖南省北部と雲南省に少数分布している。

3.[kuaix･](拐核，拐胡，拐躁）

「拐躁」「拐胡」等の語形が甘粛省に存在する。「躁骨」と「拐骨」の混交型、あるい

は「躁骨」から「拐骨」への転換点である可能性もある。

4．「脚」+[ku]+X(脚骨槐，脚孤孤，脚股）
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「脚｣+[kukuai]から派生したものであろう語形をまとめたもの。ほとんどが[kukuai]タ

イプの語形の周囲に分布している。

5．「脚」+[khu]+骨(脚舳骨）

上海付近に有気音の[khu]があらわれる。これらは「肘」（ひざぽね、されぽね）と表

記されており、上記の｢脚｣+[ku]+Xタイプとは語源が異なる可能性が高い。ここでは

一部で独自に形成された語形と判断する。

B・「螺」系

1.lF+[sl]+骨(螺竺骨，螺螂骨）脚+lg[sl]+骨

2.lF+[sl]+拐(螺竺拐，螺螂拐）脚十螺[sl]+拐

以上lと2は、准河以南の内陸部全体に広がっている。最終成分の「骨」と「拐」を

分けて表示したのは、「くるぶし」の地図で非常に重要な意味をもつ「拐」の分布を見る

ためである。

3."+[t5hlJ+骨(螺翅骨，螺歯骨，螺午骨など）

河南省、険西省南部、湖北省北部に「翅｣、「歯」([t31J)を有する語形が8地点存在す

る。また、発音は不明だが、「刺」や「午」と表記される語形が河南省に分布している。

襄奨市においては、「躁子[tsl]骨｣、「蝶翅[EI'1]骨｣、「螺竺[sl]骨」の三語形併用である。

4."+[E-]+X(螺爪，夢啄，螺恵子骨など）

湖南省中部には「爪｣、「患」（声母[幅-]）を有する語形が分布している。

5.l"+[ien]+X(蝶眼骨，螺日骨，螺螂庵子など）

江西省南部、湖北省東部には、「螺」のあとに「服」や「眼」を有する語形が存在する。

これらの地点のすぐ南に「眼」系の語形が広がっているので(地図1参照)、「螺」系と

「眼」系の混交型であると推測する。

6．螺十拐

湖南省西北部には「螺」のすぐ後ろに「拐」を有する語形が洞庭湖から南へ伸びてい

る。

1－3地図3“くるぶし"と"肘"、“頬骨"、“外反母趾"の関係

[kukuai]は"肘"､"頬骨"､"外反母趾"等を表す語形にも共通して現れる｡地図3は[kukuai]

が何を表すかを示したものである。“肘"については､[ku](｢孤｣｢骨｣)を有さず､[kuai](｢拐｣）

だけを有する語形の分布も示した。なお、[kuaiku]は肘、頬骨、外反母趾には現れない。

現在の辞書的な意味の「孤拐」は、〈方〉1.頬骨。顯骨（かんこつ)。〔瀬骨｡〕2．足の

親指と小指の付け根の横に突き出した部分〔脚掌両芳突出的部分｡〕(『中日辞典｣第1版小

学館･商務印耆館共同編集小学館1992／亀甲括弧内「肌代沢珸同典』）である。2．に関し

ては、中国の臨床医学では“栂趾外翻”と呼び、出っ張った骨を指すようだ（中国保険協

会ホームページ「治ｿ了栂趾外翻応咳赴早不赴晩』の内容「有的人大脚栂趾向第二脚趾折，

而大脚栂趾根部鼓出一十包，使得前脚形成一ｲ、唯看的三角形崎形，遠就是北京人俗称的･脚

孤拐"。｜陶床医学将迭利脚部崎形称力"栂趾外翻"｡」より。出所：北京青年根著者不明

http://www.chc・org.cn/2005-10/20051014133552.htmここでは｢脚孤拐」となっている)。

日本語ではこの部位を“外反母趾”と呼ぶ。
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語形分類の方法と分布の特徴

1．くるぶし(地図2参照）

[kukuai],脚+[kukuai],拐了，拐了骨，脚十拐了

2．頬骨

[kukuai](孤拐，骨拐),11金+[kukuai](股孤拐,ll金骨拐,ll金拐子など）

3．外反母趾

[kukuai](孤拐),脚+[kukuai](脚孤拐，脚骨拐など),拐子骨

4．肘

[kukuail(孤拐ﾉL),T+[kukuai](手孤拐),下拐（下拐了，手拐ﾉLを含む),第一成

分に「拐」（拐肘，拐肘失了など)，最終成分に「拐」（倒拐，手倒拐，賂肘拐了など）

{kukuai]だけで2つ以上の身体部位を指す地点はないようだ。2つ以上の部位に用いら

れる場合でも、必ずどちらかに修飾成分がついている。そのため、意味の混同は避けられ

ているが、山西省太原市近郊など、非常に近い地域で異なる意味を持つ[kukuai]が存在す

ることはある。“外反母趾”は元々データがあまりない。データが得られた地点では“くる

ぶし”のことを「課～」というものがほとんどである。

この地図では、数の上では圧倒的に“くるぶし”を指す[kukuailが多い。これだけを見

れば“頬骨”や“外反母趾”を指す[kukuai]は“くるぶし”から影響されたものと見るこ

とも出来るだろう。

ここでそれぞれの「～拐子」という語形に注目してみる。江蘇省揚州の“くるぶし”を

表す「拐了」と南京市の“外反母趾”を現す「拐子骨」のみ分布が隣接しているが、それ

以外は散らばっている。｢拐了｣の辞書的な意味は1.工字形の綿糸巻き具2.松葉杖3．<方〉

足の不自由な人4.誘拐者､詐欺師(｢中日辞典｣第1版小学館･商務印書館共同編集小

学館1992）であるが、ここでは“まがった”或いは“出っ張った”と捉えた方がよかろう。

「拐了骨」は「躁子骨」の語構成に影響されたものである可能性が高い。

最後に、“肘”に現れる最終成分[kuai](「拐」）と“くるぶし”の[kukuai]系に焦点を絞る

と、それらは北方から連続して江蘇省から長江に流れていくように分布している。また、

地図2の「螺」系につく最終成分「拐」と“肘,，の「拐」を重ね合わせてみると、ほぼ一

致することがわかる。このことから、“肘”に現れる最終成分「拐」の方が歴史が古く、身

体部位の形状や役割が似ていることから“くるぶし”に影響し、「螺」系に最終成分「拐」

が現れた。或いは、「拐」に“出っ張ったもの”としての意味合いが強く、この地域では肘

にもくるぶしにも「拐」が用いられた、とも考えられる。

それでは、[kukuai]とは何者であろうか。次にその成り立ちを追う。

2.考察

これまでみてきた語形のうち、その歴史的由来が最も問題なのはk-k系である。それは

どこから現れ、どのような歴史を持つのか、そのもの自体はどのような意味を持つのか、

考察していく。
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2－1考察1:k-k系の語源

k-k系の成り立ちについて、2つの視点から2つの可能性を挙げる。その一つは[kuaiku]

から[kukuai]に変化したもの、もう一つは逆に、[kukuai]から[kuaiku]に変化したもので

ある。

a)音声的類似と同音衝突:kuaiku>kukuaiの可能性

太田（2002）では「孤拐」[kukuai]は「躁骨」[xuaiku]から[kuaiku]を経て変化したも

のである可能性が高いとしている。以下にその内容を挙げる。

まず、その変化の過程は「躁骨」[xuaiku]より

xuaiku→kuaixu…①

→kuaiku…②→kukuai…③

①声母転置

太田（2002）は、甘粛省天水県の語形「拐核」[kuai2xull等を採り上げている。これは

「躁骨」の「課」[xuai]の声母と「骨」[ku]の声母が入れ替わったものと見ている。この地

域では「孤拐」[kukuai]タイプの語形が優勢で、且つ周囲に「課[xuai](了)骨」の分布がな

いため説得力の弱さがあるが、これ以外の有効な解釈がないのと、このテーマの別の語形

を説明できることから採用している。

②声母の双声化

[kuaiku]タイプの語形は「躁骨」の声母の双声化によって生まれたと説明している。

③kuaikuの音節転置

②で起こった声母の双声化から、さらに音節の転置が起こって[kukuai]タイプの語形が

生まれたと説明している。連音変化によって語源が暖昧になり、語構成について配慮され

ることもなくなってしまった結果とみている。（2巻pp.39-44)

私見であるが、もし[kuaiku]が[kukuai]より古いとすれば、前者から後者への音節転

置には、上記以外にも以下のような理由が考えられる。

[kuaiku]と発音される「拐骨」「拐孤」には『双珸方言大同典』(p3227)によると、次

のような意味を持つ地域がある。

拐孤……①性情乖僻，不好相赴（偏屈で、付き合いにくい)。北京実害

②盆占便宜（得をしようとする)。翼曽′白'話

③心木不正（心がけが悪い)。莫筈官活

拐骨……①多指性情陛僻，行力不近情理的老年人（偏屈であり、行いが情理にもとる老人

を指すことが多い)。中原官活

②心木不正，性情怪僻的人（心がけが悪く、偏屈な人)。莫曽'白'浦

上の例はいずれも人間の性格について負のイメージがあるものである。

ここでxuaiku>kuaiku>kukuaiという変化が成り立つと仮定すると、[kuaiku]は主

に晋語地域に分布していることにもとづけば、この地域で発生した[kuaiku]が河北省、山

東省にも入ってきたが、その地域においては元々「拐孤｣等の同音の語形が存在したため、

衝突を避けたことにより音節の転置が起こったのではないか、とも考えられる。
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[kuaiku]>[kukuai]の音節転置が起きた語形は､東方では山東省から江蘇省へと伝播し、

さらに長江沿いに伝播した。准河以南への侵入を果たした[kukuai]系の語形は、もと江

蘇省にあったであろう「螺」系の語形と入れ替わった。地図1において、「螺」系は長江

河口付近にも分布する。江蘇省、安徽省では、「螺」系/[kukuai]系／「螺」系のABA

分布が見られることがその根拠である。

雲南省に分布するものは明代以降、雲南省が中国領土になった後にもたらされたもので

あろう。また、湖北省や湖南省に分布するものは数回に及ぶ客家の南下によってもたらさ

れたものか。ただし、雲南省に「課」系の語形が存在しないことが気になるところである。

b)文献より:kukuai>kuaikuの可能性

文献的事実にもとづけば、上とは逆にkukuai>kuaikuの変化が起きたと考えた方が自

然である。宋代以降の白話小説に現れるk－k系の語は「課」の数に比べると非常に少ない

が、「孤拐」「骨拐」「拐孤」が見つかった。それらの中には同じ著者による使い分けが見ら

れることもあり、興味深い｡それぞれの文脈に即した意味を歴史の流れで分類してみると、

以下のようになる。具体的な例文は末尾に載せる。（括弧内は作品数）

孤拐 骨拐 拐孤

元 できもの（1）

くるぶし（2）

明
足首（1）

性情が悪い（1）

頬骨（1）

くるぶし（2）…脚孤拐を含む

清 頬骨（4）…孤拐I金・孤拐面を含む

性情が悪い（1） 性情が悪い（1） 性情が悪い（1）

近現代
くるぶし（1）…孤拐骨

性情が悪い（1）

明の美承恩は『西遊記」の中で「孤拐」＝くるぶしの部位、「孤拐面」＝頬骨の突き出た

顔、という使い分けをしている（そのほかの用例については文末に一括して載せる)。動詞

との組合せで最も多く表れる形式は「打孤拐」で、文脈からは仕置きをしている場面で“く

るぶし”を叩く様子がうかがえる。一つの問題は、「孤拐」が“くるぶし”を指しているの

か“足首”を指しているのか半ll別がつきにくいことである。“足首”のことを北京語では「脚

脾子」と言うが、山東省東螢県や天津市静海県では“くるぶし”を「脚胖子」という。明

の項目の“足首(1)”は、文脈からどう考えても‘‘足首”であるものを挙げている（関連

文献資料5．“足首”参照)。

文献の中には「孤拐」[kukuai]に「骨」「面」などの成分が付く語形もある。このことか

ら、「孤拐」[kukuai]に“突き出た、ふくれた”などの形容詞的要素があることがわかる。

これはもともと[kukuai]が形容詞で、時と共に名詞化されてきたと考えた方が自然である。

以上の結果から[kukuai]の語義変化を推定すると、
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雁蓉司匡司
突き出た．膨れた→できもの．はれもの→くるぶし・頬骨への転用

となる。“性情が悪い”という意味については、全くの憶浪'lであるが、名詞化する過程でさ

らに別のルートが生まれ、そのルートでは形容詞の「古怪」に牽引されたか、或いは“厄

介なもの”のように捉えられ、人の性情に当てはめた可能性も考えられる。また[kukuail

から[kuaiku]への変化については、文献では“性情が悪い”という意味のみ現れているこ

とから、部位を表す[kukuai]と区別するために音節を転置させ[kuaiku]となったと見るこ

ともできよう。因みに、陳西省から山東省にかけて“くるぶし”の語形末尾によく現れる

「吃熔」にも並行的な関係が見られる。辞書的な意味には名詞の“できもの”“塊状のもの”

以外にも、“悩み"、“面倒である、厄介である”などがある。上の表を見てわかるように、

この推定は少ない資料の中から得たもので、且つそれらの作品の年代、著者の出身はばら

ばらである。そのため客観的な確実性は低いが、一つの考え方として提出しておきたい。

2－2考察2:k-k系と｢螺｣系の関係

b)の文献資料にもとづけば、[kukuai]などk-k系の語形は、「躁骨」[xuaiku]からの

変化でできた語ではなく、あらかじめ存在するものであったことになる。この視点からも

う一度地図2を観察してみると、「螺(X)拐」が長江中・下流域に広く分布していることが

注目される。そこで[kukuai]と「蝶」系の関係について以下のように考える。

元は「螺」系の分布する地域にも[kukuai]を有する語形が存在し、南方を除く地域に広

く分布していた。湖南省、湖北省に存在する語形はその名残である。長江周辺地域ではそ

の後、[kukuai]に“くるぶし”自体を指す意味が薄れた、又は「拐」という語を用いる語

彙が多くあり、それぞれをきちんと判別するために､‘‘くるぶし'，には似たような形状の｢螺

螂」が用いられるようになった。それらは後に長江沿いに伝播した。

こう推定するならば、[kukuai]系の分布と｢螺｣系の最終成分「拐」の分布を繋げると、

きれいな長江型分布をなすこと、混交型であろう「螺拐」が存在すること、雲南省にk-k

系は存在しても「課」系が存在しないことなどがうまく説明ができる。さらに地図3から

見ると、[kukuai]は“出っ張ったもの”という意味でいろいろな身体部位に使われている

ことがわかり、足の出っ張った部分である“くるぶし”に使われていることも納得できる。

3．まとめ

どのような経緯でk-k系が衰退し、「螺」が“くるぶし”に採用されたかについては、有

力な類音牽引の例も見つからず、はっきりしない。張受玲《'一八春》では「但是地可以看

兄地的一双乖肌在変得迭祥巷白,手腕痩得柴棒似的,一只蝶螂骨高高地頭了起来｡」とある。

この「螺竺骨」はおそらく“手首の出っ張った骨”で、[kukuai]だけでなく、「螺螂骨」も

それが指す部位に方言差があることがうかがわれる。

要するに、k･k系は地域によってさまざまな部位を示しており、くるぶしや肘や頬骨な

どの部位をひっくるめて“出っ張ったところ”と認識されているようだ。“足の～"、“顔の

～”といった修飾成分がつきやすいのは、お互いをしっかり区別するためであろう。また

それぞれの語形をしっかり区別している場合でも、たとえば険西省太原では「拐了骨」は
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“くるぶし"、「孤拐」は“外反母趾”だが、江蘇省南京市では「孤拐」が“くるぶし”で、

「拐了骨」が“外反母趾''であるというように、方言によって使い分け方に差がみられる。

今後、“くるぶし”だけでなく、“頬骨'，や“外反母趾”に関する方言データが充実する

ことが望まれる。また人々がこれらの身体部位についてどのような認識をもっているか、

いわば民俗学的な情報も必要である。

[参考文献］

太田斎2002『漢語の身体名称に見られる特殊変化一“躁”の諸語形をめぐる憶説一(1)

～(3)」神戸外大論叢第53～54巻（神戸市外国語大学研究会)．

秋谷裕幸1995「目（眼晴）－全国規模のABA分布一」『中国の方言と地域文化(2)

漢語方言地図集』pp.54～56.

■■＝■■‐‐‐‐‐q■‐‐‐‐‐‐ローー‐ローq■‐■、。■‐＝ーﾛ■‐■■‐‐■■q■‐q■

［関連文献資料］

k-k系の用例（「孤拐」「骨拐」）

1．“できもの”

文'1腐り即（元）「降桑棋禁|'|脚奉母」第三折『全元戯曲」第二巻人民文学出版社（1990）

p.581

「(太医君）我会医胸瞠上生着孤拐，（糊突虫云）我会医肩膀上害着脚庁｡」

2．“くるぶし”

昊承恩（明）「西折尼』第|､五lu1人民文学出版社(1955)p､190

「行者道：“伸辻孤拐来，各打汎根児面，与老刊､散散心！”二神叩失哀告道：“望大王方

便，容小神堺告｡"」

命万春（清）「蕩冠志」第七十二回人民文学出版社(1981)p.22

「悦不了，只見丙小人換若那島教失走出j由来，打得鼻堀噴歪。原来被1111ﾘ即揖坏了孤拐骨，

行走不得，一歩一飯的扶出来，口里叫道：“衙内与我作主!"」

3．“頬骨”

西湖油隠主人（明）『吹喜兎家』第三|回’「中国古代禁殼小悦珍秘本集成』(2000)p.19

「祢倒余人，俺ｲ『]在此陪工夫。逐不快悦！我ｲ|､]私下先打他一頓，再去児差人悦活。他若

不悦，待我享去央他的孤拐，自然悦了｡」

昊承恩（明）「西浦妃』第二回人民文学出版社(1955)p.21

「祖ﾘ市道：“祢里然像人，却比人少脱｡”原来那猴子孤拐面，凹瞼尖噴｡」

普雪芹（清）「虹楼妙」八・'一回校本--第六'－1口｜人民文学出版社(1958)p.675

「林之孝家的道:“他是岡里南角了上夜的，白u里没什公事，所以姑娘不大相沢．高高孤

拐，大大的眼晴，最干浄爽利的｡"」
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4．“性情が悪い”

褐妙北（明）『醒世恒言」第弓｜･巻人民文学出版社(1956)p.420

「我的女ﾉL圦小餅弄起来，着嫁作悠祥元籍，有共出失u了1迭里不是休安身之赴，快快

出|､]，焼祢一板孤拐。若再退延，我枕要打了｡」

蒲松齢（清）『醒世姻録借」第九|ulul上海古籍出版社(1980)p.1341

「若得作践相蛉了一助，也汪可兼兼水気，堆知不惟不能遂意，反差一点点没叫一伏管家

娘子携着挺頓骨拐。迭祥投票一芥来的事，豈是群老素受得的？」

5．“足首”

昧人北（明）『峰霄館汗定通佇

「甘奏急了，沸反叫焼命。道：

『Ⅲ争霄館汗定通俗演又刑世言」{又型世言」第十一回

"以后我再不敢来了，若来跣折孤拐。
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

出眼珠。
ツア

」
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動詞｢あるく｣、「はしる｣を表す語形について

三木夏華

1．地図作成の目的

普通話で｢あるく｣は"走"、「はしる｣は"距"という語形で表される。つまり、足を用いて移動を表

す動作が速さによって使い分けられていることを意味する。ここでは､諸方言におけるこの三つの

動作の対立の有無､及び具体的にどのような語形で表されるかに着目して地図を作成した。

2.語形分類の方法

地図A:｢あるく｣を表す語形の分布状況を調べた地図。"JT+X''とは升蔬"、“汗趨”の二種で

ある(湖北安陸のみ)。

地図B:「はしる｣を表す語形の分布状況を調べた地図。"Mil+X"は"胞崩ﾉL''、“胞趙了"、“胞

歩"の三語形である。“打+X"には"打胞"、“打胞歩”“打決了"、“打猪"が含まれ、

“打~&脚，とは別に分類した｡l系語形は"D[la]''、“将[lot]''の二種で、“溜"、“暗"と

同定できないため、別の語形として分類した。

地図C:"走"が｢あるく」｢はしる｣のどちらを表すのか､意味の分布を調べた地図。

地図D:"Rg"が｢あるく」｢はしる｣のどちらを表すのか､意味の分布を調べた地図。

地図E:"行"が｢あるく｣、‘‘走"が｢はしる｣を表す地域の分布を調べた地図。

地図F:"走''が｢あるく｣、“砲"が｢はしる｣を表す地域の分布を調べた地図。

3.地理的分布の特徴

地図A:福建､広東､江西､広西の東部､湖南の南部に"行"が分布し､それ以外の地域では北

方､長江流域を中心に"走"が広く分布する｡大きく分類すると、“行"と"走"の南北対立といえよう。

ただし、江西､湖南の南部､湘江､福建の北部、南西部などでは"行''と"走，，が併用される。江蘇

南部では"砲"が集中し､雲南､広西､安徽、山西に点在しているが､その多くは"走"と併用され

ている。“波"[pru]は常州市にのみ見られるが､周辺が"砲"の分布地域であることから、おそらく

"砲"の系統に属するものと考えられる。“赴"は安徽の南東部から湘江にかけて分布する｡“杠"は

安徽の東部、中央に数箇所見られ､来源は不明だが、“行''が音声変化したものである可能性も

捨てきれない。“年[tshe]''は四川西部二箇所のみに見られる語形だが､語音､声調から分析して

も､他の語形と同定できないので､個別に分類した。

地図B:福建､湖南西部､江西の南部､広東の西部､広西の東部に"走"が分布し､これらの地

域より北側､及び四川、雲南などの西南地方では広く"砲"が使われる｡ただし、“砲"は江西､湖

南の東部で大きく"走"の分布地域を害'|り込んで分布している。“波"は江蘇南西部、江西の北東

部に見られるが、“砲"と併用される、または周辺が"砲"の分布地域であるため、“鉋"の音声変化

したものと考えられる。“逃"は湘江南部､江蘇南西部に集中し､“跳"は漸江南部､西部､安徽南

部､江西の北東部に分布する｡“奔"は江蘇南部に集中するほかは湘江西部､安徽南部､江西の

北部に点在するが、ほとんどの地域が"砲"と併用される。“溜"は地図からは確認しにくいが、江

蘇省金壇､宜興､靖江の三地点に見られ､すべて"鉋"と併用されている。“打"を動詞に持つ語

形は湖南の北東部から江西の北部に存在するが、その中でも"打－6脚'，が最もまとまった分
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布を見せ､湖南の北東部から南東部にかけて集中している。“蹟"は河北の北東部に分布する。

"間"は雲南特有の語形である。‘‘整”は福建沿岸部､江西との省境､広東の北部､西部に点在

する。

地図C:福建､広東の西部(ただし､東部は資料が少ない)、湖南の西部､江西の南部に､“走”

が｢はしる｣を表す地域が広がり、安徽､湘江、山西にも点在する｡それ以外の広範囲の地域で

"走"は｢あるく｣を表す。二つの意味分布の境界線は福建と漸江の省境から江西の南部､湖南を

通り、広西まで続く。ただし､福建南部、江西南部､湖南､広東に二つ意味を併用する(つまり、

｢あるく｣と｢はしる｣の区別をしない)地点が点在する。

地図D:湘江南部､福建､広東､湖南の西部を結ぶラインより北側で､“鉋"が｢はしる｣を意味す

る地域が広がる｡ただし､険西､四川、江蘇北部､貴州、雲南については資料が少ないため､詳し

い分布状況は分からない。“砲"が｢あるく｣をあらわす地点は江蘇南部に集中し､湖北､雲南､広

西､安徽、山西､寧夏にも点在する｡また､それらの地点の多くで"砲"が｢あるく」｢はしる｣の両方

の意味で併用されているのが分かる。

地図E:この地図は‘‘行"が｢あるく｣を表し､なおかつ"走"が｢はしる｣を表す地域の分布を明ら

かにするのを目的に作成したが、以上の条件を満たす地域は福建、広東と福建の省境､広東の

南西部､江西の中部から南部､湖南の西部､広西の北東部から南西部に分布する。

地図F:この地図は"走"が｢あるく｣を表し､なおかつ"砲"が｢はしる｣を表す地域の分布を明ら

かにするのを目的に作成した｡以上の条件を満たす地域は､湘江中部から南部､福建､広東､広

西､湖南の西部を除いた全域といえる｡ただし､地図Dでも述べたとおり、“砲"に関する資料が足

りないため、内陸部､西南部などでは分布状況が不明な部分が多い。

4.考察

4.1語形の地理的分布

地図Aを見ると｢あるく｣の語形は種類が少なく、江蘇南部に集中する"砲"を除けば､“走"が北

方系、“行"が南方系という分布が明確に見える。一方､地図B｢はしる｣を見ると､各地域独自の

語形が発達しているため種類が多く、複雑な様相をみせる(各語形については次の節で考察す

る)。しかし､最も分布地域の広い語形のみに着目すれば､“砲"が北方系、“走"が南方系という

構図が見えてくる｡さらに地図E､Fを用いて二項目の語形の組み合わせを見ると、「あるく:"走"、

はしる:"砲"｣が北方系、「あるく:"行,，、はしる:"走"｣が南方系であることがわかり、南北の境は福

建と江西の省境から広東と江西の省境を経て湖南の中部にまで伸びる。

4.2語形の意味派生

4．2．1"行"と"走”

“行"は《脱文解字》に"人歩，追也"とあり、‘‘造"は"走也"とある。また、“走,'は《説文解字》で

は"追也"とある｡《粋名･秤姿容》では"徐行日歩，疾行日追，疾趙日走"とある。つまり、“行"は

本来｢(小走りも含めて)あるく｣で､“走"は｢はしる｣の意味であったと考えられ､古典文献でも同様

の意味で使われる。

有潅台天明者,行不由径。《陀珸･雍也》

免走触株，折頚而死。《韓非子･五患》

ここで地図Eを見ると、“行"が｢あるく｣、“走"が｢はしる｣を表す地域が前述の通り、南方に存在

するが､これらの地域では‘‘行"、“走"を本義で用いているということがわかる。
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また､“走"は「(追っ手などから)にげる｣の意味にも使われている。

瓶考叔挟以朝走。《春秋左氏偕･隠公1－年》

さらに"走"を｢あるく｣の意味で使用し始めたのは、王力(1980)によるとだいたい明代からだとい

う。そこで、明代の特定の作品、例えば《水耕借》に着目すると、香坂順-(1995)によれば､《水

耕借》において｢あるく｣を意味する"走"はすでに"行"よりも用例数が多いという。特に会話文で

は"行"の用例は少ないとあるから、当時から"行"を書面語､“走"を口語として使い分ける傾向が

見られたといえる。現在、“走"を｢あるく｣の意味で使用する地域は､地図Cからも分かるように南

方を除いて広範囲に及ぶ。

4．2．2"砲”

“砲"は《悦文解字》には記載されておらず、比較的新しい語形と考えられる｡《｢~駒》(1008)に

は"砲，足胞地也。蒲交切。”とあり、獣などが足で地面を掘ることが本義であるのが分かる。王力

(1980)によると、“砲"はその後、馬が駆けることを表すようになり、さらに人が走る意味を持つよう

になったのは明代だという。明代の作品について具体的に挙げると､香坂順-(1995)によれば、

《水耕侍》おいて｢はしる｣を意味する"走"はすでに存在せず､すべて"砲"が用いられているとい

う。

また､“走"と同様に、“砲"も｢にげる｣の意味で用いられる。

胆小的姜了面胞下楼来了,大肌的立住了脚看。《三遂平妖偕第24Igl》

ここで地図Dを見ると､現在では"砲"が｢あるく｣を表す地点も存在することが分かる。“砲"が｢あ

るく｣を表す地点のうち、「はしる｣の意味と併用している所も少なくないことは先に述べたが、それ

らの地点の"砲"の語義を《現代沢珸方言大同典》を用いて、関係のある部分のみまとめると、以

下のようになる。

揚州①はしる②にげる③あるく杭州①はしる②あるく

武漢①はしる②にげる③あるく上海①はしる②あるく

銀川①はしる②にげる③あるく

烏魯木斉①はしる②にげる③あるく

つまり、六地点中、四地点において"砲"が｢はしる｣「にげる｣の意味を持った上で、「あるく」

にまで意味が派生していることが分かる｡これは､4．2．1で述べた"走"の意味派生の過程とも一

致し､移動を表す動詞と｢はしる｣｢にげる｣｢あるく｣の三つの意味との関係の深さが窺える。

4．2．3その他の語形

(1)「はねる｣の意味を持つ語形

地図Aの「あるく」を表す語形に“趣"、地図Bの｢はしる｣を表す語形に"跳"、“間"がある。

まず、“趣"は《悦文解字》に“雀行也”とあり、段玉裁の注に“今人概用跳字"とあるので、

"跳"と同義と見なせる｡本来､雀の歩く動作を示したが､そこから｢はねる｣の意味で用いられるよ

うになったようだ｡‘‘釣"も｢はねる｣を意味し、‘‘跳''と同義である｡湖南の北東部から南東部にかけ

て見られる"打K脚"も同じ系統とみなせば､本来｢はねる｣を表していた語形が｢はしる｣｢あるく」

へ意味が派生するという傾向が存在すると考えられる。

(2)“午"、“蹄”

“午''は四川西部で｢あるく｣を表す語形だが(地図A参照)、《現代双珸方言大同典》によると他

地域の方言では以下のような動詞の意味を持つ。
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広州･南寧車で礫く建甑機 械 が 動 く 人 が 振 り 返 る

雷州機械を動かす福州身体の一部を動かす

金華･原門車で運ぶ物を押す長沙身体の一部(目など)をまわす

南京･済南水車などで水を引く成都振り返る場所を離れる

つまり、“午"は地域によっては車や機械による動きだけでなく、人の動作までを網羅しうる語形

だということが分かる｡その中で人の移動にまで意味が派生したのが、四川であろう。

“午”と同様､名詞から派生した語形に‘‘蹄"があり､福建､江西で｢はしる｣を表す(地図B参照)。

これは中国全体の方言を見ても、雷州で｢蹴る｣を表す以外は動詞の用例は少ないが、恐らく交

通手段として使われた動物の身体の名称から移動を表す動作へと意味が派生したと考えられる。

4.2.4まとめ

「あるく｣｢はしる｣を表す語形は大まかに分類すると､①｢動物(人を含む)の動作を表す動詞｣、

②｢交通手段となるものの名称を表す名詞｣の二つから派生したものに分けられる。両者の中で①

が圧倒的に多く、以下の図のような意味変化をたどる。

A動物の動作

例:"砲"、、“趣”‘‘整”

など

B人の動作

(「はしる」「にげる」

｢はねる」「あるく」な

ど）

“行”“走”例：、、

"逃"、“奔"、“暗”、

"車"、 ‘‘間”“跳"な

ど

つまり、動物の動作を表す少数の語形(A)は意味が変化してすべて人間の動作を表す意味範

嶬の中に集約され(B)､その人間の動作を表す意味の中から｢はしる｣｢にげる｣の意味に集約され

たのが､地図に現れた現在の姿(C)である｡(B)から(C)への意味派生のパターンについて言えば、

"走"、“砲"のように｢はしる｣から｢にげる｣の意味を経て｢あるく｣に派生するものもあれば､“跳”

のように｢はねる｣から｢はしる｣に派生して､そこで意味の変化が終わっているものなど多種多様で

ある。

②の｢交通手段となるものの名称を表す名詞｣から派生した語形は例が少なく、“午"、“蹄”だ

けで､厳密に言えば“蹄”は｢交通手段となる動物の身体の一部の名称｣である｡この二つは前

述の通り、まず名詞の持つ意味に関係する動詞に意味が派生し、さらに移動を表す動作へと変

化して｢あるく｣、「はしる｣の意味になると考えられる。

参考文献

香坂順-(1995)「《水滞》語彙と現代語」光生館

王力(1980)《沢珸史稿》中隼括局

李茉主堀《現代双珸方言大同典》江芯教育出版社
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地図c，､走''の意味分布
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地図D，､鉋''の意味分布
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地図E「あるく｣の､､行''と｢はしる」
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地図F「あるく｣の､､走"と｢はしる」
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漢語顔色詞的地理分布

遠藤雅裕

l.動機和理論基礎

我椚的研究主要根檬Birlin&Kayl969的基本顔色詞(BasicColorTerms:略稻BCT)

的假説。其假説大致如下；

(1)在各個語言之間BCT所指的領域互不相同，而其焦黒占(foci,即原型顔色）的一致性

谷ﾛ恨高。

(2)在各個語言之間BCT的數量不同，但不是完全没有限制，而是有一定的限制的。最多

的擁有white、black、red、green、yellow、blue、brown、pink、purple,orange,

grey的ll個詞，最少的擁有white、black的雨個訶。

(3)BCT的増加有一定的順序（参看下圖）。這種BCT編砺化順序與文化發展相對應，即

文明越發展'BCT越多。下圖意味著C6>''的後面階段包含了6G>''的前面所有的詞，

比如’第IV階段的語言擁有black、white、red、grue(blueandgreen)、yellow

等詞。Kay,Berlin,Maffi&Merrifieldl997又提出了更加精細的編砺化順序，不

過其基本権架没有愛化。

I

macro-white

macro-black

II

>macro-red>

IIIIV

greu>yellow

yellow>grue

V V I V I I

green purple

>or>brown>pink

blue orange

基本顔色詞編砺化順序(Kayl975,Witkowski&Brownl977)

根檬上述的研究成果，我椚從歴史和共時的層面研究了漢語的BCT'得出了如下的結論。

(l)漢語方言BCT的演愛過程基本上符合B&K所假定的B(yr編砺化程序，而grey

編砺化早於browno

(2)閨南語、呉語、廣西六甲方言等南方方言的編砺化慢於北方方言。換言之，南方

方言的BCT少於北方官話。尤其在寒色領域的範N壽化因方言而異。

錐然得到了如上的結論，但是對(2)的情況不描繪地理分布就無没法得到更正確的結論。

因此，我椚著手了描繪分布地圖的工作。

爲方便起見，我椚暫且將把連綿不断的顔色空間分爲black,white,red,yellow,blue,

green,grey等範晴，並描繪了毎個範N壽顔色詞的分布地圖。

漢語BCT是内部一致性恨強的詞彙系統，其成員，在方言之問没有多少出入。恐伯因爲

有這檬的因素，不少方言志、方言報告等都没有記録與普通話相同的詞，因此顔色詞資料零

零星星，極爲不足，而且其内容也参差不齊。這些報告都存在著“量”和“質”的問題。有

的報告只收録複合詞（“雪白”、“紅邇邇等”）’有的報告收録得不全面不系統，訣少幾個

87



核心的BCT'還有的報告收詞，寛未加解稗，比如，只收"='''没有其所指的内酒。因爲

伽到這檬的問題，所以不能説我椚蒐集到的資料恨完美。錐然如此，最近收録顔色詞的報告

也有所増多，因此也可以説，描繪顔色詞地圖的時機到來了。

2．各訶形和其分怖情況

從各領域的分布情況來看，可以總結爲；寒色領域(black、green、blue)分岐較多：

暖色領域(white、red、yellow)一致性恨強。暖色領域分別用“白”“紅”和“黄”，尤

其是yellow領域，僅有“黄”一個詞。其次是white'除了“白”之外，幾乎看不到別的詞

（安徽續溪縣有“素”，但是和“白”並用）。下面對這雨個領域以外的情況進行一下介紹。

2.l.black(地圖l)

主要有“黒”“烏”‘‘青”等詞°其中“黒”的分布領域最廣，除了東南部以外，遍怖

於在全漢語E各地，主要是官話、晉語、呉語（北部)、雲語、湘語圧。“烏”集中在東南部，

是呉語（南部）、閨語、客語、鼈語圧的共同詞。“黒”和“烏”的界線不那陵明顯，可以指

出“烏”的分布圧裡也有零星散怖著“黒”，界線附近較爲多'而且還有“烏黒”的複合詞･

這檬的情形顯示可能有北方方言“黒”的惨透。除此之外，可以指出，湖南、江西、廣東、

廣西地圧呈現了“黒”“烏”的ABA型分布。

專表black的“青”主要出現在湘江南部。其他地E'尤其是官話匠的“青”其形容、

搭配對象頗有限制。比如，内蒙古赤峰方言的“青”專表布料的黒色。“元色”“玄色”等

在江蘇南部、湘江北部等地零星分布。這些詞相當特別，根檬迄今所見到的資料，湘江桐郷

的表black的詞似乎只有“元色”･如果“元色”真的當作MT的話，對B&K假説來説，應

該算是一個反例。

2.2.red(地圖2)

如上所述，指red領域的詞主要是“紅"'幾乎没有別的詞。但是福建、台湾和雷州半

島零星散怖著“赤”。“赤”是古代五色系統的成員'後來大約在六朝時期爲“紅”所代替。

這些“赤”的分布是古代BCT的残留。

2.3.green(地圖3)

主要有“緑”“青”雨種詞。“緑”幾乎分布在全漢語圧各地。專表green的“青”出

現在福建南部、臺湾、雨廣等地方。這些地方，“緑”字幾乎不被使用・因此這些“青”可

以説是BCT･其他“青”都是表自然緑色的。“緑""'並用的情況也随虚可見。“青”

也和“赤”一様，是古代的BCT之一，其所指領域後來分成“緑”“藍”等。和“赤”不同

的是“青”還没有徹底被淘汰棹。臺脅高雄用物質名稻（“草仔色”）。

2.4.blue(地圖4)

主要有“藍”“青”等詞。“藍”幾乎分布在全漢語E各地，但是臺湾的“青”遠遠超

過“藍”・專表blue的“青”出現在福建南部和臺湾､雷州竿島｡這個分怖情況與專表green

的“青”的情況一様，其實這個“冑”包括green和blue領域的BCT'這些地圧藍緑不分。
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2.5.grey(地圖5)

主要有“灰”，除了東南沿海地E之外,幾乎分怖於全漢語圧各地｡除此之外，還有“火

灰色（火琳色）”“烏鼠仔色”“烏灰色”“蟆色”等詞，都零星分怖於東南沿海的閨語圧。

這些詞,儘管有程度的不同'但都和物質有關係；“灰”當然指“灰壗''ash,($火灰色”“烏

灰色”亦復如此：“烏鼠仔”是“老鼠，，：“蟆”與發毒有關｡其中有幾個‘‘灰色”的訶形。

表物質的名詞必須得加上“色”這個語素，否則不能充當顔色詞。錐然看不出各個報告的記

録準則和水準，如果在顔色詞項目之中只收録“灰色”這個詞形，而没有“灰”的話，這個

“灰色”和軍濁的“灰”相比，其BCT的地位應該要低一些,或者不能算是基本詞。這些加

上“色”的形式大致分布在東南沿海地E・這也許並不是偶然的。

2.6．總結

總結整鵲情形，可以説全漢語圧的絶大部分差不多都有表black、white、red、green、

blue、grey的詞。比較特別的是東南沿海地E'即南部呉語、閨語、客語、籟語唾。

(l)表black用“烏”。

(2)零星分布古代BCT"赤”。

(3)保留grue的範N壽。

(4)grey還没有編砺化或者晩於其他方言。

總鵲説來，證明了南方沿海方言的編砺化程度慢於其他方言。

3．餘論

如上所述，就分怖情況來説，東南地E和其他地圧之間有著明顯的不同・下面對如下幾

個顔色詞的問題分別進行一下探討。

3.l."="(地圖6、地圖7)

泉所周知，“青”是古代五色之一，原來包括green-blue領域，甚至還包括black領域。

以後，其領域爲“藍”“緑”等訶所代替。大鰐可以説，現在在口語層面擁有“藍”“緑”

“青”方言的BCT是“藍”“緑”而不是“青”・但是没有完全被淘汰，有的還被保留著BCT

的地位，比如，臺湾閏南語的“青”包含green和blue'廣東、廣西的部分方言專指green'

而臺湾、廣東的部分方言專指blue(参看地圖6)。湘江南部地圧'"="專指black(参看

地圖l)･與此相反’在官話裡'"="幾乎出現在固定的語境中，使用範園没有南方方言那

歴廣淀。總而言之，東南沿海地圧零星散怖著BCT的“青”・

地圖7表示了“青”的所指範園的情況｡兼顧green-blue-black的“青”大部分分布在

長江中下浦以南。“青”兼顧green-blue的情形集中出現在長江下流以南地E･但是這一地

圧的顔色詞系統中還同時出現“藍”和‘‘緑”･再考盧到筆者的田野調査結果，就可以説，

這一地圧的BCI､是“藍”“緑”而不是“青”･

目前，因資料有限，不能得出一個可葬的結論。但是可以指出，南北之間存在著較爲明

顯的差別｡而且閨語圧最爲明顯｡除此之外，北方地匠還呈現“青”的圓圏状的分怖情況(参

看地圖7）。這種分布状況雛然較爲疏散，而且不能否認因資料的不足所致的可能性，但是也

可以使人聯想到張光宇l996所指出的“北方有中原與環中原之別”的大類傾向（張光宇

1996:28)。過去在北方地E'以中原爲中心，恨多先進文化輻射四周。恨多語言愛化也將中
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原爲震央，其愛化波及週邊。BCT系統在歴史上所發生的愛化，比如red領域的[赤>紅]的興

替'grue領域的再範H壽化（即grue領域分成雨個領域，分別爲“藍”“緑”等詞所表示）

等，可能亦復如此。

這種分怖情況正符合語言的“波形擴散説”，而一方面也可以以“基層語言説”來解

程｡泉所周知，中國南方原爲百越之地，他椚的語言與漢語不同。漢族人從北方移入南方後，

出現了語言的隻層結構，即少數統治階層的語言（漢語）和多數被統治階層的語言。統治階

層的漢語也會影響到土著語言，但一方面土著語言會影響到統治階層語言（諏訪2000)。

“青”的保守性也有受到其基層語言影響的可能性。現在南方的一些少數民族語言中只有一

個表green-blue領域的詞。總而言之，我椚認爲，北方語言波及南方以後，没有軍純地波及

到各地，而受到恨多士著語言的影響，“冑”的保守性也許是其中例證之一。

3.2．“烏”（圖表8）

“烏”是南部呉語、閨語、鼈語、客語共同的BCT'與北方系的顔色詞“黒”明顯不同。

観察一下整個BCT系統,不難發現其他成員大約相同，而表black的詞谷ﾛ不同。分怖情況亦與

其他顔色詞明顯不同，不能軍純地以波形擴散説來解程。我椚認爲，“烏”的産生有雨個可

能性；一是由漢語内部産生：一是基層語言説。

“烏”原指烏鴉，其顔色純黒，會恨容易被擴大到顔色領域使用。因此，也可以説，

BCT"烏”源自漢語詞・換言之,"烏”是由漢語内部自然産生的。比如，『古今韻會塞要』

“烏”字條説“又俗爲黒色日烏”・既然韻耆採用了這種字義，就不能説官是臨時性的比哺

擴展。而且是宋元庶民大衆在ロ頭上常用的詞･奇怪的是北方谷Ⅱ没有“烏”，因此官不會是

北方移民直接從北方帯進來的，可能是在南方濁自形成的。

用基層語言學説來解程，可以説是南方語言影響到漢語，形成了較爲特殊的、在北方伐

不到的BCT･但是，還没有筐清其形成和擴散過程。我椚認爲一種可能性是這檬的:66烏”字

起源於長江中下勝。永嘉之凱後，司豫移民和青徐移民到逹長江流域，和當地人民交流過程

中耆染當地土著語言。這土著語言當中有“烏”・而後，這些漢人移民又南遷。随著他椚的

移動'BCT的“烏”也擴散到各地。“烏”的分布範園正重複於表烹妊器物“鍋”的“鼎”、

“鐘”的分布範園（参看石崎l999)。諏訪2000指出，南方民族語言原來就有表“鍋”的名

詞,而後來北方人帯來的漢語受到土著語言的影響開始使用這些詞'並用“鼎”“鐘”來爲。

“烏”也許同檬如此。爲何只有表black的“烏”進入漢語MT系統而其他顔色詞谷ﾛ没有，

這是一個恨大的謎。但是只瀝目前所掌握的資料，還難以下一定的結論。需要今後再倣進一

歩的探索和分析。
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漢語諸方言におけるウマの類別詞について’

一禽獣類別タイプとの関係を中心に－

中川裕三冨永清美

0．はじめに

ウマを数える時に､北京方言では一般に"匹"という類別詞が用いられることは､周知の通りであ

るが、漢語方言全体でウマにどのような類別詞が用いられうるのかということになると、実はよく分

かっていない｡本稿では､ウマにどのような類別詞が用いられるのかということについて､約1000

地点の個別方言に関するデータを繋ぎ合わせ､漢語諸方言における全体像を明らかにする｡そ

してそれを､各方言における禽獣類別タイプとの関係から考察することにより、漢語諸方言におけ

るウマの類別詞の使用状況を合理的に説明しようと試みるものである。

1．先行研究

まず､ウマの類別詞に関する先行研究について､一般にウマ専用と考えられている"匹"を中心

に概観してみたい｡2

l.l."匹"の通時的研究

文献における"匹"の類別詞としての用法の出現に関して、王(1958)は、ウマの"匹"の出現は

他の禽獣の類別詞よりも比較的早く、すでに先秦時代には存在していたとし､次のような西周金

文の例を挙げている。

手人萬三千八十一人，孚馬口匹，手車舟雨，乎牛三百打|･五牛，羊州八羊

この例文に現れるウマ･ウシ･ヒツジのうち、“匹"が用いられているのはウマのみで、ウシ･ヒツジ

にはそれら自身を表す名詞がエコー類別詞(echoclassifier)として用いられている。エコー類別

詞とは、たとえば日本語で｢部屋一部屋｣というように､名詞をそのままコピーした類別詞のことを

指す｡なお、この文ではヒトにも"人"がエコー類別詞として用いられている。3

劉(1965)も"匹"の出現は比較的早かった(《書･文侯之命》:"馬四匹'')とする。しかし､その適

用範囲は比較的広く、ウマ以外の獣類にも用いられていたが､後にそこから次第に縮小し､南北

朝時代にようやくウマ専用として定着した､と指摘している。次は､ウマ･ウシの両方に"匹"が用い

られている例である。劉(1965)はこのような現象について､過渡期の言語の一部に起こった一時

的失調状態だと考えている。

莱人使正輿子賂夙沙衛以索馬牛皆百匹（《左傳》襄公二年）

’本稿は科研会議(2005年9月ll日、於北海道大学)で口頭発表した内容を発展させたものである。

口頭発表時のタイトルは次の通り。「禽獣の類別詞とウマの類別詞の関係について」

2“匹"の獣類以外の用法については本稿では扱わない。

3エコー類別詞はすでに商(段)の甲骨文字に現れているが､ウマの"匹"が出現したのはそれより遅

れて周になってからだという｡Yau(1988)参照。
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当時の輸送や戦争におけるウマの重要性を考えると、ウマ専用の"匹"が他の禽獣の類別詞に

先んじて最も早くに生まれたことは､容易に理解できる｡その後、何らかの理由でウシ等の獣類が

そのメンバーとして加わった時期があったとしても、やはり"匹"のプロトタイプは一貫してウマであ

ったのではないだろうか。

l.2.@<匹"のメンバー

“匹,'がウマのために造られた類別詞であることは間違いなさそうであるが、現代語では、“匹”

はウマ以外の獣類にも用いられることがある。王(1955)は現代語ではロバにも"匹"が用いられる

とし､郭(1962)はラクダとロバに"匹"が用いられる例を挙げている。また､Chao(1968)でもロバに

"匹"が用いられるとしている。ところが劉(1965)では､“匹"のウマ以外の獣類の用法の存在を認

めながらも、最も主要なのはやはりウマを数える用法であり、ロバを"匹"で数える用法は普通話で

は根拠のないことだとしている。

この点について､Tai(1992)(1994)が原型理論(prototypetheory)の立場から説明を試みてい

る｡Taiは､WangLianqingが北京出身者を対象に行った調査によって得られたデータ､すなわち

一部の被験者は"匹"の用法をラバ･ラクダにまで拡張したが、ロバにまで拡張したのは1人だけで

あったというデータに基づき、“匹"のプロトタイプはウマであり、ラバ･ラクダはその次、ロバは最も

周辺的であるとした｡つまり、“匹"のカテゴリーはウマを中心としたプロトタイプ効果を呈しており、

ラクダ･ラバ、さらにロバへと拡張されるのは､それらがウマとく形＞やく機能＞の上で類似してい

ることに起因するとする。

“匹"のカテゴリーにおけるこのようなプロトタイプ効果は、中川(1999)が、獣類を数える際どの

ような類別詞を用いるかということについて､20人の北京出身者に対して行ったアンケート調査で

も確認されている。次は中川(1999)の【順位表】から"匹"の部分を抜き出したものである。1人も

"匹"を用いるとしなかった動物については省略した。

順位 1 2 3 4 5 5 7 7 7 10 10 10 13 13 13 13 13

動物 弓 狼 絡駝 螺子 1n1ﾉウ llP 鹿 豹 狗 狐狸 海豚 海豹 犀牛 獅子 猪 大象 f

人数 20 18 14 10 6 6 3 3 3 2 2 2 1 1 1 1 1

この【順位表】では、当該動物に"匹"を用いると答えたインフォーマントの数は｢ウマ→ラクダ→

ラバ→ロバ｣の順で減少しており、Tai(1992)(1994)のプロトタイプ効果と基本的に一致している。

要するに､少なくとも北京方言では"匹"はウマの專用類別詞として機能しており、“匹"が用いられ

るその他の獣類は、＜形＞やく機能＞の上でウマと類似していると認識されたために周辺的メン

バーとして加わっているものと考えられる｡その他の方言の"匹"についてはよく分からないが、お

そらく周辺的メンバーに若干の異同はあっても、ウマがプロトタイプであることには違いないであろ

う。4

4この【順位表】では､ウマ･ラクダ･ラバ･ロバだけでなく､Taiが指摘していなかったオオカミがウマの次、

カバがラバとロバの間に位置し､その他の獣類も下位に加わっている｡それらに"匹"が用いられる動

機付け(motivation)については、さらなる調査が必要である。
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l.3.@@匹"と"只''"=の関係

中川(1999)では、北京方言における"匹"と"只''<@x"の関係は以下のようなものだと指摘して

いる。北京方言では禽類をプロトタイプとした"只"のカテゴリーとウシ･ロバのような家畜をプロトタ

イプとした"尖"のカテゴリーが、部分的に重なり合いながら、体系的にく大小＞のスケールの上

のあらゆる禽獣を分担して表している｡そしてウマをプロトタイプとした‘‘匹"のカテゴリーは次の図

のように‘‘只""共"と重なっている。

尖
ロ
ハ

A B

匹
Ｃ

A:小動物

B:大動物

C:ウマ及びウマと類似性が認められる動物

C

Tai(1992)(1994)は､大多数の漢語方言では､類別詞の使用に関して､動物は無生の事物や

組織とは区別されるとした上で、“只"が禽獣のカテゴリーの汎用類別詞(generalclassifier)で、

"匹"がウマ、“条，，がイヌ･ウシ、“共"がウシ･ウマ･ブタ、“口”がブタの専用類別詞(specific

classi6er)であり、専用類別詞は汎用類別詞の"只"より優先される､としている｡5

中川(2004)の調査によると､“只"ですべての禽獣を類別しうる方言も確かに多数存在するが、

漢語方言の中には､禽獣の類別に関して､それとは異なったタイプの方言もまた多数存在するこ

とが分かっている｡禽獣類別のタイプについては､第3節で詳しく考察する。

Tai(1992)(1994)はまた､多くの方言では､ウマに関して､‘‘只"と"尖"は口語に用いられ､“匹”

はより正式な文語的会話に用いられる、という指摘も行っている。この指摘は､換言すれば､一つ

の方言の中で‘‘只"または"尖"と"匹"が併用されることがあるが、両者の指示対象は同じでも、文

体が異なっているということである。中川(1999)のアンケート調査でも、ウマに‘‘匹"を用いると答え

た20人のうち4人が"尖"との併用を認めている。

ここで､先行研究の指摘を整理すると、次のようになる。

①発生から現在に至るまで"匹"はウマの専用類別詞である。

②"匹"のカテゴリーはウマを中心としたプロトタイプ構造である。

③方言によっては､ウマの専用類別詞の"匹"がその方言における禽獣の汎用類別詞より優先

されて用いられる。

④ウマの専用類別詞の"匹''とその方言における禽獣の汎用類別詞が併用される場合､両者は

文体が異なっている。

近年､個別方言の記述が進み､類別詞に関するデータも充実してきてはいるが､その一つひと

つのデータは断片的で､体系性に欠けることが多いのが実情である。しかし､たとえ断片的なデ

ータであっても､それらを総合し､繋ぎ合わせれば､そこからこれまでにない情報を引き出すことが

可能になるかもしれない｡そこで本稿では､約1000地点の方言においてウマにどのような類別詞

が用いられるのかということについて文献調査を行った。次節では､その調査結果に基づき、漢

語諸方言におけるウマの類別詞の使用状況の全体像を見てみたい。

5Taiは"只"は有生性(animacy)という認知カテゴリーのデフオルトマーカーだと考えている。
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2.漢語諸方言におけるウマの類別詞

調査の結果、ウマに用いられる類別詞に関して、漢語諸方言を次の9つのタイプに分類できる

ことが分かった｡このうち"条"以下は､Tai(1992)(1994)でウマの類別詞として指摘されていなか

ったものである。

‘‘匹,，:ウマを"匹"で類別しうるタイプの方言

“只":ウマを"只"で類別しうるタイプの方言

‘‘夫":ウマを"尖"で類別しうるタイプの方言

“ｲ、":ウマを"ｲ、"で類別しうるタイプの方言

‘‘条":ウマを"条"で類別しうるタイプの方言

“快":ウマを"決"で類別しうるタイプの方言

“行":ウマを"行"で類別しうるタイプの方言

“兜":ウマを"兜"で類別しうるタイプの方言

“拉":ウマを"拉"で類別しうるタイプの方言

この9つのタイプの方言の分布状況を示したものが[地図1]である。［地図1]に現れた分布

は概ね次の通りである。なお､資料的な制約から、lOOO地点すべてのウマの類別詞が明らかにな

っているわけではない｡地図上の空白地帯は資料的空白と見なされる。

“匹"は北方､南方を問わず漢語方言全体に広く分布している。

“只"は主として華南の南方方言地域に分布しているが､北方では唯一北京にも見られる｡6

“共"は福建北部を中心に、隣接する湘江南部、江西東部、広東北部、貴州に点在するほか、

北方では唯一吉林にも見られる。

“↑"は主として北方に広く分布している｡安徽中部に1地点､湖南北部と南部に1地点ずつ点

在するほか､広東の珠江デルタ地域に数地点まとまった分布が見られる。

“条"は広東の珠江デルタ地域から広東北部にかけて数地点まとまって分布している。そこから

広東東部、広西東部、福建北部、湘江中部にかけて点在し､湖南南部と北西部にもl地点ずつ

見られる。

“快"は映西南部に1地点見られるのみである。

“行"は福建北部に1地点見られるのみである。

“兜"は広東西部に1地点見られるのみである。

“拉"は広東北部に1地点見られるのみである。

このように、［地図1]上で漢語方言全体を見渡すと、ウマに用いられる類別詞の種類は多いが、

いくつかの類別詞はある程度まとまった分布状況を呈していることが分かる。一部例外はあるもの

の､揚子江以北はほとんど"匹"と"ｲ、"のみだといえる。一方､南方はかなり複雑であるが､“只"の

分布域と"共"の分布域ははっきりと区別できる。

同一方言における類別詞の併用は次の通りである｡併用は､基本的に[地図1]上の判子の重

なりで表されている｡併用には優先順位のある場合も含まれており、その点については地図上で

は区別できない｡なお､地図上は判子が重なっていても、同一地点で複数の異なった方言に跨っ

ているものは併用とは見なさない。7

6北京方言でウマに"只"を用いることについては《汲珸方言同江･第二版》のデータに基づいている。

しかし、中川(1999)の調査では､ウマに"只"を用いるインフォーマントは1人もいなかった。

7この点に関しては、地図上では判断できないので､この地図の元データで確認した。
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3.禽獣類別タイプ

第1節で述べたように、中川(1999)の調査結果から､少なくとも北京方言では"只"と"尖"が禽

獣の汎用類別詞として機能しているといえる。しかし､約lOOO地点の漢語方言を対象にした中川

(2004)の調査から､方言によって禽獣類別の状況は大きく異なっていて、“只"と"共"の関係から

見た場合､漢語方言には次の3つのタイプの方言が存在することが分かった。

“只失"型:"只"で禽類と小動物、“尖"で大動物を分担しうるタイプの方言

“只"型:"只"ですべての禽獣を類別しうるタイプの方言

“尖"型:"共"ですべての禽獣を類別しうるタイプの方言

先のTaiの用語を借りると、‘‘只失',型の方言では"只"と@Gz"、“只"型の方言では"只"、@@Jg''型

の方言では"尖"がそれぞれの方言における禽獣の汎用類別詞ということになる｡8

しかし、我々が汎用類別詞としてすぐ、想起するのは、北京方言で常用される"ｲ、"である。Tai

(1992)(1994)では､広東と海南のいくつかの方言において､すべての種類のモノの汎用類別詞

である"命"がいくつかの動物にも用いられる、と指摘している。

そこで､この禽獣の汎用類別詞という観点から､約1000地点の個別方言に関するデータを再

分析したところ､漢語諸方言には､先の3つのタイプのほか､次の3つのタイプの方言が存在する

ことが明らかになった。

“ｲ､"型:"ｲ､"ですべての禽獣を類別しうるタイプの方言

“快"型:"快"系("快""俄""槐""乖,'"外""骨")ですべての禽獣を類別しうるタイプの方言9

“条"型:"条"ですべての禽獣を類別しうるタイプの方言

以上の6タイプの分布を示したのが[地図2]である。ここに現れた6タイプの分布は概ね次の通

りである。

“只失"型は北方を中心に､南方の湖南、貴州、広西､雲南にかけて広く分布し､漸江､江西、

福建西部､南部にかけても連続的な分布が見られる｡また広東南部にも1地点見られる。

“只''型は主として華南の南方方言地域を中心に"共"型を取り囲むように分布している。

“尖"型は福建北部を中心に、隣接する漸江南部、江西東部にかけてまとまって分布し､湖南

南部と海南島にも1地点ずつ見られる。

“ｲ､"型は主として北方に広く分布しているが､貴州東部､湖南西部､南部､斯江南部にも点在

し､広東の珠江デルタ地域に数地点まとまった分布が見られる。

“快"型は山西中部に集中して分布している。

“条"型は福建の"尖''型の分布域と湖南北西部にそれぞれ1地点ずつ見られるのみである。

この[地図2]と先の[地図1]を重ね合わせると､各地点における禽獣類別のタイプとウマの類

8“只"型の方言の中には"只"が禽獣だけでなく｢対の片方｣や｢器具｣にまで拡張され､普通話の"令”

のような汎用類別詞として機能しているものもある。中川(2002)参照。

9これらの類別詞はいずれも普通話の"令"に相当するもので､方言によって呼び方は違っても機能面

で類似しているので､本稿ではそれらを一括して"決"系として扱った｡《沢珸方言珸法美編》参照。
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別詞の関係が明らかになる。［地図1]における"匹"の分布域はこの6タイプすべての分布域と重

なっていて、“只"の分布域は"只"型、“尖"の分布域は‘‘尖"型、“ｲ､"の分布域は‘‘↑''型の分布

域とそれぞれ重なっていることは一目瞭然である。しかし､この2枚の地図をざっと見比べただけ

では、実際に[地図1]のどの判子と[地図2]のどの判子が重なっているのかを判断することは難

しく、正確な分析を行うことができない｡よって次節では､ウマの類別詞ごとに禽獣類別のタイプと

の関係を整理し､さらに詳しい分析を試みる。

4.ウマの類別詞と禽獣類別タイプの関係

次の表は、ウマの類別詞と禽獣類別タイプの関係、すなわち、ウマに用いられうるどの類別詞

が禽獣類別のどのタイプの方言で実際に用いられているのか、ということを示したものである。当

該のウマの類別詞の使用が"X"型に属す方言で確認されたものは｢＋｣、確認されなかったもの

は｢－｣で示してある。「－｣は、"X"型の方言では当該の類別詞を用いる方言が実際に存在しな

い場合と､ただ単にデータがない場合の両方を含んでいる｡なお、ウマの類別詞ごとの禽獣類別

タイプとの重なりを[地図3～7]で示したので､そちらも参照されたい。
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[地図3］

[地図4］

[地図5］

[地図6］

[地図7］

“匹"の使用は6種類すべてのタイプの方言で確認された。‘‘匹"の禽獣類別の各タイプに跨っ

た幅広い分布は、“匹"が古くからウマ專用の類別詞として発達し、各タイプの方言で確固たる地

位を占めていることの現れだと考えてよいだろう。（[地図3]参照）

“只"が"只"型､“尖"が"尖"型で用いられるのは､それぞれの方言における禽獣の汎用類別詞

がウマに用いられているということである｡また"只"と"夫"がいずれも"只失"型の方言で用いられ

うるということは、同じ"只失"型でも、ウマが小動物のカテゴリーに類別される方言では"只"が用

いられ、大動物のカテゴリーに類別される方言では"尖"が用いられるものと考えてよいだろう。

([地図4][地図5]参照）

“ｲ、"が"ｲ、"型の方言で用いられるのも､その方言における禽獣の汎用類別詞がウマに用いら

れているということである。“ｲ、"が"只失"型の方言でも用いられることについては、“ｲ､"型と"只

失"型の重なりによって説明できるのではないだろうか。“只失"型で"ｲ、"が用いられるいくつかの

方言については、“ｲ､"型との判子の重なりが確認された。“介"型との判子の重なりが確認できて

いないものについても、実際には重なっている可能性が高い。（[地図6]参照）

しかし､“条',に関しては少々状況が異なる。“条"が"条"型の方言で用いられることに関しては、

先の"只"型における"只"、‘‘尖"型における"尖"、“ｲ､"型における"ｲ､"の使用と同様､その地点
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における禽獣の汎用類別詞がウマに用いられていると理解してよいが、“条"は"只失"型と"只"型

と"ｲ、"型の一部の方言にも入り込んでいるのが確認された｡そのような方言では、ウマに"条"を

用いることができるのである。（[地図7]参照）

今回調査した資料では"快"の"快"型における使用は確認されなかった｡しかし､禽獣類別タイ

プは不明だがウマに"快"が用いられている方言が実際に存在すること､またウマに汎用類別詞が

用いられているその他の方言の状況などから考えると､‘‘快"型でウマに"快''が用いられる方言が

存在してもおかしくない。

以上の考察から、［地図1]において見られたウマの類別詞の併用については次のように説明

することができるだろう。

“匹"と"只"の併用は、“只，'型の方言または"只失"型の方言における、ウマの専用類別詞"匹”

と禽獣の汎用類別詞"只"の併用である。

“匹"と"尖"の併用は､“尖"型の方言または"只失''型の方言における、ウマの専用類別詞"匹”

と禽獣の汎用類別詞"尖"の併用である。

“匹"と"ｲ、"の併用は、“ｲ､"型の方言における、ウマの専用類別詞"匹"と禽獣の汎用類別詞

"ｲ、"の併用である。

“匹"と"条"の併用のうち、一つは"条"型の方言における、ウマの専用類別詞"匹"と禽獣の汎

用類別詞‘‘条''の併用である｡その他の"只"型または"只失"型の方言における併用は、“匹"がウ

マの専用類別詞であることは間違いないが、“条"についてはよく分からない。

“只"と"条"の併用は、“只"が禽獣の汎用類別詞であることは間違いないが、やはり"条，，につ

いてはよく分からない。

要するに､“匹"とそれ以外の類別詞の併用は､基本的に専用類別詞と汎用類別詞の関係にな

っているのである。

5．おわりに

本稿では､漢語諸方言におけるウマの類別詞について､禽獣類別タイプとの関係という観点か

ら考察を行った｡その結果､ウマにどのような類別詞を用いるのかということに基づき、漢語方言を

次のようなタイプに分けることができる。

①ウマ専用の"匹"のみが用いられる方言

②禽獣の汎用類別詞のみが用いられる方言

③ウマ専用の"匹"と禽獣の汎用類別詞の併用が可能な方言

④その他の類別詞("行"、“兜"、“拉"、“条")が用いられる方言

①と②については､①のような方言では､少なくとも言語の上で､ウマに特別な地位を与えてい

るということであり､②のような方言ではウマを特別扱いせず､他の動物と同等に扱っているという

ことである。10タイプがまったく異なった①と②のような方言の存在を説明するためには、両タイプ

の方言におけるウマの社会的地位の比較といった言語外の観点からのアプローチが必要となる

だろう｡また､③のような併用については､それらの方言では両者が対立して排斥し合う関係では

ないからこそ成り立っていると考えられる｡それが果たしてTai(1992)(1994)のいうような文語対口

語といった異なった文体の使い分けであるかどうかについては､今後個別方言を詳しく調査する

'0①のような方言では､“匹"によってウマを他の禽獣と区別した結果､ウマには汎用類別詞を用いな
くなっているものと考えられる。
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必要があるだろう｡④の"行""兜""拉"については1地点ずつしか確認されていない上に､いずれ

も禽獣類別タイプが不明なので､やはり詳しい調査が必要である｡また、“条"は元々細長いもの

に用いられる類別詞の一つであるが､その禽獣の用法についてはよく分かっていない。ウマだけ

でなくその他の禽獣の用法と合わせて調査が必要である。

なお､本稿で用いたアプローチは､他の禽獣の類別詞の分析にも応用可能である。今後は、

現時点で記述が比較的進んでいると思われるニワトリ･ブタ･ウシ等の類別詞にも考察対象を広げ

てゆきたい。
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＜主な語形>V(O)起的,V起O

正系：＜含まれる文字＞正[E-]("n,晩0,reiU),[t5-](t69n,t§9U),[Le],[tcn]

＜主な語形＞正VOなど

例系：＜含まれる文字＞例[1-](le,le?,lie,1Y,)、哩[1-](li,1Ei,lei,IE),[ni]、崇[19]、

IWI[1a]、畷[1o]、I勒[1-](le,lei,18)

＜主な語形>VO若哩VO哩,VO例,VO勒，例VO,IFVOなど

その他：省略

2.2.地図2持続

持続を表す語彙的な手段について調べた地図である｡文中での位置は問わない。

地図の凡例に含まれる主な語形は以下の文字を含むものである。

在系：

着系

住系：

到系：

辣系

祭系

是系

起系

了系

例系

その他：

＜含まれる文字＞在[Fh_](Ehai,Ehe),[t_](tO,ti),[thqi]、ﾛ|1[hmO]、lW[hei]

＜主な語形>VO在､VO到在､V子在,VO起在,Vﾛ|1度,Vﾛ|可姓,VI雁度,V

|係赴など

く含まれる文字>=[t5-](t59,t51,tW,t5ew,,tpu9,t5au,t@o,t51,t51,t5ou,t5u,

t5UO,t5O,),[t5h_](t51､，tJg),[ts-](tso,崎9,E1),[EhyO],[1_](UaU,Wie),[t-](tg?,t9,

te,to,tT,te9,),[1g],[rio],[rh_](rhio,Phyo?),[d_](de,de),[?do],[zhou]

＜主な語形>VO若哩,VO着呪,V若など

く含まれる文字＞住[tiU],[E-](Ey,Egm),[We],[EhU],[Uy]、子[N.D]、川

[ts-](tse?,tse?,tsE?)、之[Ei],[t51]

＜主な語形>V住,VMI,V之など

く含まれる文字＞到[t-](taO,tau,tO,tOu,W,tei,t9,tao,)､ifl[t-](tqo,tau,tO,tQA,

ta,too,tie)､得[t-](tie,teec,tei,te,tc?)､的[t-](ti,tg,W,tei,tgi,ti?),[di]､唯[t-](ta,

tOO,tD)、地[ti]

＜主な語形>VO的,V到O,V到,V倒,V的,V地,VO得など

く含まれる文字＞辣[1A?]、勒[1-](Ig?,1A?,le?,le?)、来[liu]

＜主な語形>V辣,V辣海,V辣里,V辣浪,V辣拉,VO辣海,VO辣里,VO

辣浪,VO勒海など

く含まれる文字>¥[k-](kgn,ken,keU,kieU)

＜主な語形>VROなど

く含まれる文字＞是[N.D]、系[h&i]

＜主な語形>V是那,V是那搭,V了系など

く含まれる文字＞起[ri],[rhi],[Ii],[khi],[ci],[hai]

＜主な語形>V起的,V起O,V起在など

く含まれる文字＞了[kei],[tei],[19],[tei]

＜主な語形>V了,V了O,V了系など

く含まれる文字＞例[1-](le,le?,lae,le)、哩[ni],[le]、崇[1g]、畷[1o]、卿[le]

＜主な語形>V哩,V例,VIE

省略
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後者の方言では、同一の言語形式が動作動詞と共起すれば進行を表し、状態動詞と共起すれ

ば持続を表す。しかし、資料によっては一方の記述しかないために、同一の言語形式が進行と持

続の双方を表しうるのか不明な場合もある。

また､進行と持続に関しては､どの語彙を用いるかと同様に､文中での位置が重要である｡一つ

の言語形式を動作動詞の前に用いて進行をあらわし､状態動詞の後に用いて持続を表すという

方言が複数存在する。（たとえば､輿方言における‘‘ﾛ|可度,ﾛ'1姓,'係度,喉姓"や呉方言における

"辣，辣海，辣里，辣浪，辣拉，辣海，辣里，辣浪，勒海"など)大雑把に言って南方では任意

の言語形式を動詞の前に用いて進行、動詞の後に用いて持続を表し、北方では動詞の後に用

いて進行と持続の双方を表すのではないかという仮説が立てられるが、この点に関してはまだより

詳細なデータによる地図の完成を待たねばならない。

参考文献

何理思･太田斎1992.「持続を表す動詞語尾｣．《漢語諸方言の総合的研究(2):漢語方言地

図(稿)》

118



後者の方言では、同一の言語形式が動作動詞と共起すれば進行を表し、状態動詞と共起すれ

ば持続を表す。しかし、資料によっては一方の記述しかないために、同一の言語形式が進行と持

続の双方を表しうるのか不明な場合もある。

また､進行と持続に関しては､どの語彙を用いるかと同様に､文中での位置が重要である｡一つ

の言語形式を動作動詞の前に用いて進行をあらわし､状態動詞の後に用いて持続を表すという

方言が複数存在する。（たとえば､輿方言における‘‘ﾛ|可度,ﾛ'1姓,'係度,喉姓"や呉方言における

"辣，辣海，辣里，辣浪，辣拉，辣海，辣里，辣浪，勒海"など)大雑把に言って南方では任意

の言語形式を動詞の前に用いて進行、動詞の後に用いて持続を表し、北方では動詞の後に用

いて進行と持続の双方を表すのではないかという仮説が立てられるが、この点に関してはまだより

詳細なデータによる地図の完成を待たねばならない。

参考文献

何理思･太田斎1992.「持続を表す動詞語尾｣．《漢語諸方言の総合的研究(2):漢語方言地

図(稿)》
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一夕を表すマークを打点して作成した。！

l.3.調査地域および調査地点

調査地域は安徽･江蘇･湘江三省､調査地点は下表に示した安徽省49地点、江蘇省41地点、

断江省45地点、計135地点である。表の番号は地点番号とし､調査地点地図(地図l)と同一番

安徽省 江蘇省 斯江省

1 安慶地厘 26 族徳縣 1 常熟市 25 海州 1 安吉縣 26 平湖縣

2 安慶市 27 郎溪縣 2 常州市 26 南京市 2 白沙村 27 平陽縣

3 畔埠市 28 利辛縣 3 大豐縣 27 南通縣 3 蒼南縣 28 浦江縣

4 長豐縣 29 臨泉縣 4 丹陽縣 28 啓東縣 4 常山縣 29 橋頭鎮

5 綜縣地匡 30 霊壁縣 5 東海縣 29 沙洲縣 5 慈渓縣 30 青田縣

6 陽山縣 31 六安市 6 阜寧縣 30 泗陽縣 6 台洲地匡 31 上虞縣

7 當徐地匡 32 六安縣 7 嶺愉縣 31 宿遷市 7 徳清縣 32 煉縣

8 肥西縣 33 蒙城縣 8 高郵縣 32 蘇州市 8 定海縣 33 索山縣

9 阜南縣 34 寧國縣 9 高作鎮 33 太倉縣 9 洞頭縣 34 泰順縣

10 阜陽市 35 款縣 10 灌雲縣 34 英縣 10 東陽市 35 天台縣

l1 固鎮縣 36 石台縣 11 海安縣 35 武進縣 l1 奉化市 36 桐盧縣

12 廣徳縣 37 野城縣 12 海門縣 36 肝胎縣 12 富陽鎮 37 桐郷縣

13 貴池縣 38 泗縣 13 邪江縣 37 甑城縣 13 海璽縣 38 温嶺縣

14 含山縣 39 宿縣地厘 14 准安市 38 揚中縣 14 湖州市 39 武義縣

15 合肥市 40 宿州市 15 江都縣 39 揚州市 15 嘉善縣 40 新昌縣

16 懐寧縣 41 太和縣 16 江寧縣 40 宜興縣 16 嘉興市 41 義烏縣

17 懐遠縣 42 天長縣 17 江陰市 41 張圷郷 17 椒江市 42 鄭縣

18 徽州地厘 43 桐城縣 18 金湖縣 18 金華市 43 余杭縣

19 雷邸縣 44 銅陵市 19 金壇縣 19 金華縣 44 雲和縣

20 雷山縣 45 銅陵縣 20 靖江縣 20 蘭溪市 45 舟山市

21 續溪縣 46 粛縣 21 句容縣 21 臨安縣

22 嘉山縣 47 休寧縣 22 昆山縣 22 臨海縣

23 界首縣 48 願上縣 23 深水縣 23 寧波市

24 金秦縣 49 岳西縣 24 漢陽縣 24 寧海縣

25 浬縣 25 連雲港市 25 磐安縣

尚、文中の表記については､以下の2点を原則とした。

！安徽省からの河道が途中で破線となっている部分は､「中國歴史地圖集第七冊元明期」

(1982,p､47-48)によって確認した准河の河道である。明代には洪澤湖に注ぎ込んだ准河が江蘇

省側に流れ出て廃黄河と合流し､黄海に注いでいたが､現在は運河建設によって変化し､河道

として確認できないため破線とした。

29丁重隼之と、｡Eク÷却待‘1,1,1/ハー甘一z林塗＊§l_し1ヂーr9伝』1,1,1巳〃心士IRﾐ甫司雪砥:帝レュ_'n国；刀望士十封〈左今.才。筈卜i岡＆江蘇省25は､海州の基礎資料とした｢海州民俗志｣が連雲港市とその周辺農村部を含む範囲の民

俗について記載したものであり、ほぼ同地点であるため地点番号を1つにした。
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と､安徽省の中でも河南省に近い地域､断江省では沿岸部に分布していることが指摘できる。

2.l.2.《迎親》時､新郎の同行の有無（地図3)

婚礼当日、または前日に男方は輻(花輪･大轄)を用意して新婦を迎えに赴く。その際､新郎自

身が女方へ出向いて新婦を迎える《迎親》と､《媒人(仲人)》､《伴娘･喜娘(介添えの女性)》などが

迎えに行き､新郎は家で新婦の到着を待つ《等親》の別がある。

新郎が自ら出向く《迎親》の始まりは配偶者を得るために男性が自ら女性の略奪に参加した｢略

奪婚｣であるとされる。後に｢迎嬰婚｣へ移行してからも途中の道には他からの略奪の危険があり、

新郎が自ら迎えに行くことが必要であったと考えられている(｢婚喪禮俗面面現』,p.38-39)。新郎

が同行する《迎親》が行われる地点の方が古い形を残していると考えられるが､この変化について

は後に若干論じてみたい。

ここでは新郎の同行について地図に表わしてみる。同行する地点は○、同行しない地点は

◆で示す｡新郎同行の有無が明確に記載されている地点以外については､前後の記述から判

断した｡たとえば漸江省泰順(漸34)のように､前夜から花輪が女方に送られているにもかかわらず、

女方での新郎についての記述がない地点は、新郎による迎えがないと判断した。このような同行

なしと考えられる地点は▲で表示した｡また､迎えの人について記述がない､あるいは記述から

では判断困難な地点についてはXで示している。＊で示した｢記載なし｣は《迎親》について

の記述がない地点である。

（地図3)に見える分布の状況から､①新郎が同行する地点が多いのは江蘇省南部と湘江省で

ある｡②安徽省においては逆に同行しないという地点が多く見られるが､分布の区切りは判然とし

ない。

2.1.3.男方到着後、新婦が輻から降りた後（地図4)

男方に到着し､新婦が輻を降りた後、そのまま《中堂(家の中心の部屋)》に入り、《拝堂》を行う

という地点と、一旦､《新洞房(新郎新婦の部屋)》に入るという地点がある｡後者の場合､部屋に入

って短い休息を取った後に《拝堂》を行う地点もあるが、先に部屋での儀式を行う、あるいは翌日

に《拝堂》を行う地点もある。

《拝堂》は天地､祖先、父母に向かって拝礼し､新郎新婦が夫婦となることを報告し､一族､社会

に承認を得るための｢公｣の儀式であると考えられる。これに対し､《新洞房》では、《開面》や､新

郎新婦が一緒にベッドに座る《坐富貴》､交杯酒を飲む《合否》などの儀式が行われる｡こちらは一

組の男女が夫婦となる｢私｣の部分の儀式といえる｡ここでは新婦が輻を降りた後、公私どちらの儀

式が優先して行われるのかについて見ておくこととする。

輪を降りたあと、そのまま《舞堂》を行う地点を＃で、一旦部屋に入ってから(当日、或は翌日）

《拝堂》を行う地点を●で表示してある。＊の地点には新婦が輻から降りた後の記述がない。

（地図4)からは､輻を降りてから一旦部屋に入るという地域が､狭い範囲ではあるが、いくつか集

中している様子がうかがえる。

2.1.4．《回門》（地図5）

新婦の最初の里帰りである《回門》が行われるまでの日数は地点によって異なりが見られる。地

点によっては複数回にわたって行われるところがあるが､ここでは｢婚礼後、最初に帰る日」につい
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て見ていくこととする。

2日目、或は当日に行われる地点を＝、3日目を●､4日目を◆、5日目は△、6日目は

◎とし､7日目以降、lか月までの間に行われる地点を□で表示している。★は《滿月(1か

月）》を過ぎて初めて《回門》ができる地点である｡＊の地点には《回門》についての記述がない。

（地図5)からは多くの地点で3日目《三朝》に行われていることがわかる。しかし､この地点は、

特に集中しているわけではない｡《三朝回門》という民国期以降､特に都市部に普及したとされる

形(断37)が、広く分布しているのに対し､それ以外の日に行われるところは、古い形を残していると

いうことではないか｡この点については次の2.l.5.と共に後に考えてみたい。

2.l.5．《回門》の回数及び､《滿月》後の《回門》（地図6)

《回門》の時期について、王増永･李仲祥は、「民間の《回門》は当初は､婚礼のlか月後に行

われていたが、その後、婚礼の簡略化に伴い、婚礼と《回門》の間隔はしだいに短くなっていっ

た｣(『婚喪禮俗面面現｣,p.63)とする。地点調査用文献にも《滿月》後に行われていた《回門》が、

3日目に行われるように変化したとの記述が見られる(安3･漸16,30)。ここから《滿月》後に行われること

にある種の意味があったと考え、《滿月回門》を行う地点を示し､その分布状況を見ることにした。

同様に簡略化を意味するものとして､《回門》の回数についての変化も起こっていると考え､それも

地図に表示した。

《回門》を1回だけ行う地点は○、複数回行う地点を■、《滿月》に行うという地点は★､《回

門》について記載がない地点は＊で表示した。

（地図6)には複数回の《回門》を行う地点と､《滿月》に行う地点が一致するところがいくつか認

められる｡複数回の《回門》はこの地域の北部に多く分布し､湘江省では安吉(WTI)のl地点にしか

見られない。

2.2．葬礼民俗地図による試み

次に葬礼について対象地域を見ていくこととする。

葬礼は､人が一生を終えた時､家族､親族､友人･知人らによって行なわれる儀礼である｡具体

的には､遺体を処置し､納棺し､棺を安置し､告別の式を執り行った後、墓地に埋葬するまでの一

連の儀式を指す。

漢民族の葬礼は周代の『儀礼｣、『礼記｣に規定された儀礼から変化発展する中で、《停屍》、

《招魂》､《吊喪》､《磧儀》､《送葬》という順序が形成されていった(『中國民俗学｣,p.224-227)。さ

らにそれぞれの儀礼は､婚礼と同様、時代の変化に伴って、細かな手ll頂などが形づくられていっ

たと考えられる。

地点調査用文献からは､《送終》、死亡後の処置､服喪の服装､《報喪》､廟への知らせ､入棺、

封棺､《開吊》､《黒占主》、出棺前の儀式､《路祭》、出棺、埋葬、邪気祓い、《復三》､《神主》､《倣

七》､忌明けについてデータを作成した｡ここでは、対象地域内で異なりが見られる以下の項目を

取り上げて地図化した。

a)《壽衣》への着替え

b)《買水》の有無

c)出棺時､《老盆》を害'lる
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d)《倣七》

2.2.1.《壽衣》への着替え（地図7)

《壽衣》は、死者のための衣服である｡長寿を願い､60歳以上になると自分自身､あるいは息子

が《壽木(棺)》と共に､準備することもある｡《壽衣》には上着､ズボン､靴､靴下､帽子を含み､上着、

ズボンはそれぞれ肌着、中着､上着からなる｡この《壽衣》への着替えは地点によって｢臨終前｣に

行われるところと、「死亡後、納棺までの間｣に行われるところに分かれる。

記号は●を臨終前に着せるところとし、○を死亡後に着せる地点とした。＊で示した地点

には《壽衣》への着替えをさせる時期についての記述がない。

地図からは、江蘇省北部と安徽省北部では｢臨終前｣に着替えをさせ､漸江省では多くの地点

で｢死亡後｣に着替えをさせていることがわかる｡漸江省の2地点は､嘉興(漸16)と寧波(漸23)である。

このうち寧波では｢死後､《買水》､沐浴を行い､《壽衣》に着替えさせる｣(漸23)とあり、○を打点して

いるが、同時に｢臨終前に着せるところもある｣との記述もあり、●も打点している。嘉興の分布の

理由は不明であるが､この地点を別にすると、臨終前に《壽衣》に着替えさせる地点は､長江以北

とその流域に分布している。

2.2.2．《買水》の有無（地図8）

《買水》は、死者の体を清める際、《孝子(死者の子)》が川や井戸に行き､硬貨を投げたり、紙

銭を焼いたり、撒いたりすることによって川、或は井戸の神から清めの水を買うという儀礼である。

これについてワトスンは、「南中国において井戸や小川の神から水を購入する儀式｣(1994,p.26)

としている｡その分布についてナキャーンは｢華北には出てこないが､福建省､漸江省においてそ

の儀礼が見られる｣(1994,p.67)とする。ここでは調査地域においてどのように分布しているのかを

見てみたい。

地図では《買水》を行うとする地点を●で表示した。○は、臨終から納棺までの間に《買水》

についての記述がない地点で､これらの地点では《買水》が行われていないと考えられる｡＊で示

した地点には《買水》および､《壽衣》を着せることについての記述がない。

分布状況を見るとナキヤーンが述べているように湘江省には《買水》を行う地点が見られるが、

《買水》なしに遺体を清めた後、《壽衣》を着せるというところも少なくない｡江蘇省では、臨終前に

《壽衣》に着替えさせる地点が多く、《買水》を行うという地点でも､入棺前の儀式として行われるな

ど一様ではない。

その他《買水》を行う地点は､長江流域と湘江省を流れる銭塘江、富春江流域の南部に分布し

ているが､この2つの川に挟まれた地域には《買水》を行わずに《壽衣》を着せるという地点が見ら

れる。

2.2.3．出棺時､《老盆》を害||る（地図9）

遺体を《中堂》に安置したあと､枕もとには《老盆(紙銭を燃やすための灰盆､灰Ⅲ)》を置き、死者

の後の世代の人たちが死者に捧げるために紙銭を焼く。この《老盆》は出棺の際、棺が大門に担

ぎ出されたところで割られる｡その行為は､単なる盆を割るということだけではなく、死者の財産継

承権を象徴するものとされている地点があり(安6,10．江25)、葬礼の中でも大きな意味を持つ儀礼なの

ではないかと考えられる。
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ところが、地方志を見ると《老盆》についての記述がまったくない地点が少なくない。「《老盆》を

割る｣については｢閻魔王に水を浪費したと責められた時､死者が穴があいていたせいだと言い訳

をするため｣(安41)という地点や､他地域ではあるが｢死者が冥界で飲まされる《迷魂湯》3を飲まず

にすむようにするため｣(『北京風俗図譜l｣,p.96)とするところもある。

記号は■が《老盆》を害'|る地点、□は《老盆》を墓地へ持って行くという地点で､《老盆》に

ついて記載がない地点は＊で表示した。

《老盆》を害'lることが財産継承権の象徴であるとすれば､それを示すことは家､宗族､社会にお

いて重要な意味を持つことであると考えられる｡そのような儀式が行われている場合､記述が省略

されるとは考えにくい。ところが前述のように、この儀礼が必ずしも財産継承権の象徴とはいえず、

湘江省の地方志に一切記載がないことが､まったく行われていないためとは言い切れない。しかし、

少なくとも記述のある地点においては重要な意味のある儀式であり、ない地点においては重要な

意味を持つ儀式とはされていないと考えることはできるであろう。

《老盆》を害'lるという地点は安徽省、江蘇省の北部､特に推河以北に集中している。江蘇省南部

の一地点は蘇州(江32)であるが､この地点では｢出棺時に碗や甕を害'lる｣とされ《老盆》という名称は

見られない。

2.2.4．《倣七》（地図10)

喪家では死亡後、或は出棺後、或は《圓墳（埋葬後3日めの墓参､墓祭）》後、7日ごとに供物

を供えて祭を行う。この《倣七》の間は最も重い服喪期間とされ､さまざまな禁忌がある｡《倣七》は

《七七》まで行なうという地点の他、《一七》、《三七》､《五七》だけ行うという地点や、《三七》、《五

七》までとする地点もある。また､7日ごとの祭の中でも《一七》､《五七》､《七七》を《大七》として盛

大に行うというところもある。

ここでは｢七日｣を数え始める時期については区別せず、「七日」を何回過ごせば重い服喪期間

が終わると考えられているかということで分類した。

地図では＃を《七七(49日）》まで行う地点、○を《六七(42日)》まで、■を《五七(35日)》まで、

▽を《三七(21日)》まで行う地点とした。＊は《七七》について記載がない地点と期間についての

記述がない地点である。

地図を見ると､《七七》までとする地点は広く分布しているが、安徽省には《五七》までとする地点

が多く見られる｡江蘇省で《五七》となっているのは東海(江5)と阜寧(江6)の2地点である｡また､《六

七》までとする地点は江蘇省中部と蜥江省の中部にそれぞれ集中している。

3．民俗項目の地域差と変化

以上､安徽･江蘇･漸江三省の婚礼･葬礼について、民俗項目の地理的な分布を地図にして見

てきた｡次に作成した民俗地図から民俗の地域差と変化について考えてみたい。

3.1.民俗項目の地域差と地理的条件

民俗項目の地域差について､その分布状況と地理的な条件について見てみる。

3《迷魂湯》死者が冥界で《王媚媚･孟母》に飲まされるという酒のようで酒でないもの｡これを飲むと前

世(過去)のことを忘れてしまうという。
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地図には推河､長江と断江省を流れる銭塘江から富春江の河道を記入した｡この推河と長江と

いう2本の川は地理的な境界であるだけではなく、そこに大きな言語境界線があることは既に知ら

れたところである。

地図には川の流域に沿った分布を示すものや､川の両側で民俗が異なっているものが見られる

が､これらは川が民俗の分布にひとつの役害'|を果たしていると考えられるのではないだろうか。

（地図2)｢《開面》を行う時期｣は､長江流域の状況がはっきりしないが､この地図に見られるか

ぎり、《迎嬰》の後、男方において行う地点は安徽省の推河以北から江蘇省の長江にかけての範

囲がひとつの分布地域と見なしてよいだろう。1本の川そのものが境界線になっているのではない

が、ひとつの境となっているといえるだろう。

また(地図7)｢《壽衣》への着替え｣と(地図8)｢《買水》の有無｣は､臨終前に寿衣を着せる地域

と《買水》を行う地域がちょうど逆転した状態で南北に分布している。臨終前に《壽衣》を着せる地

点ではほとんど《買水》が行われていない｡臨終前に《壽衣》を着せ､なおかつ《買水》が行われて

いるのは2地点である｡そのうち江蘇省常州(江2)では危篤時に《壽衣》に着替えをさせているが、

《買水》は入棺前に顔を拭くために行われ､《壽衣》を着せる前の沐浴のためとは異なる｡もう’地

点の湘江省寧波(断23)の場合は、「臨終前に《壽衣》を着せるところもある｣と記述されていることか

ら､一般的には《買水》を行った上で《壽衣》を着せるということであろう。

わずかに例外の地点はあるが、臨終前に《壽衣》を着せるところでは《買水》の儀式が行われて

いないことから､この2つの項目によって分けられるところには､長江を境とするある種の民俗境界

が存在すると考えたい。

また、（地図9)｢出棺時､《老盆》を害'|る｣の分布の区切りには推河の存在がポイントと思われる。

准河以南にも出棺時に《老盆》を害'|るという地点は見られるが､集中して分布しているのは准河以

北である。

地理的境界である河川と民俗の地域差との関係については､さらに多くの地点について細かな

検証が必要である。しかし､いくつかの項目から､推河､長江は南北に分布傾向が見られるものの

境界となっている可能性を指摘しておきたい。

3.2．民俗の変化

次に民俗の変化について地点調査用文献の記述と『中國地方志民俗資料彙編華東巻(上)｣・

｢同(中)｣(以下､本文中では『資料彙編華東巻(上)｣･『同(中)｣とする)の記述から清代.民国期か

らの変化を見てみたい。

3.2.l.「《迎嬰》時､新郎の同行の有無｣の変化

変化を表わす項目のひとつとして｢《迎嬰》時､新郎の同行の有無｣について見てみる。前述の

ように､新婦を迎える際の方法は､新郎が同行する《迎嬰》から同行しない《等親》へと変化をした

とされる｡「資料彙編華東春(上)』･『同(中)｣の各地方志の記述からはこの変化が､渭代･民国期

にすでに起こっていたことがうかがえる。以下、変化を示す記述を引用してみる。

a)古婚禮以不親迎為識,今則婿之親迎者絶少,唯姑自往迎之，女家梢款以茶果。

昔の婚礼では《親迎》しなければ笑われたが､今では新郎が《親迎》する者はきわめて少なく、
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姑が迎えに行き、女家では茶菓でもてなす｡(原出典『江寧府志｣清康煕7年)4

b)親迎之禮諸村鎮偶行之，士大夫家概不翠行｡

《親迎》礼、村々ではたまに行われるが、士大夫家では概ね行われない｡(原出典『直隷通州

志｣清乾隆20年)5

c)惟昔年士大夫有作親迎者,今牢見。

昔は《親迎》する士大夫があったが、今はめったに見ない。(原出典『太和縣志｣民国14年)6

d)蓋古之六禮先有納采,聞名,後有親迎,今三者皆廃。

古い六礼ではまず《納采》､《問名》があり、その後《親迎》があるが、今では皆廃れてしまった。

(原出典『呉縣志｣民国22年)7

e)儀(議)婚必瀝媒杓,納采,請期,莫雁悉如古禮,惟親迎未行。

婚儀は必ず媒灼を頼みとし､《納采》､《請期》､《糞雁》は古礼と同じに行われるが､《親迎》だけ

は行われない。(原出典『臨海縣志稿｣民国24年)8

これらの資料から江蘇省江寧(江16)では清康煕年間にはすでに《親迎》が行われることはきわめ

て少ない状況にあったことがわかる。（地図3)では「おそらく新郎の同行なし｣と分類したが、清代

の状況からほぼ｢同行なし｣といえるであろう。また､漸江省雨山(漸33)についても、民国24年には

新郎の代理人が書状を持って迎えに行くとされ､新郎は｢行くこともある｣という状況にあった(『資

料彙編華東巻(中)｣,p､642)。地点調査用文献には､新郎が輪の到着を迎えると記述されており

(漸33)、ここでも新郎が｢同行する｣から｢同行しない｣へと変化が進んでいる様子がうかがえる。

（地図ll)から清代.民国期に｢新郎の同行あり｣とする地点を見てみると、江蘇省の中南部から

漸江省北部にかけて多く分布している。安徽省にも分布は見られるが、分布の集中した地域は見

られない。

次に清代.民国期の記述と地点調査用文献の記述を比較してみる。断江省北部においては、

清代には新郎が行く(『資料彙編華東巻(中)｣,p､651)とされていた嘉興が｢人を派遣するか､新

郎が迎えに行く｣(断16)と変化している。また、民国21年には｢迎えに行く新郎もあれば､行かない

者もあり、近親者が迎えに行くこともある｣(｢資料彙編華東巻(中)｣,p.740)とされた徳渭が、「仲人

や親族による迎え｣(漸7)となっている。安徽省毒邸では､清代において｢士大夫の家では行う者も

ある｣(｢資料彙編華東春(中)｣,p､978)とあり、新郎の同行は一般的ではないとしているが、地点

調査用文献では仲人が迎えの役を果たし､新郎は家で待つとされている(女l9)。

このように清代.民国期の地方志の記述､各地点の変化から《迎嬰》時の新郎については｢同行

する｣から｢同行しない｣へとの変化が指摘でき、（地図3)においては｢新郎が同行する｣という地点
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に古い形が残っていると考えることができる。新郎が同行するという地点が多いのは江蘇省中南

部から安徽省西北部にかけての地域である。

3.2.2．《回門》の変化

次に民俗の歴史的な変化について婚礼における《回門》について考えてみたい。

《回門》は､《三朝回門》といい､婚礼3日目に行われる地点が多い｡しかし､各地方志において、

以下に引用したように《回門》が行われる日について変化があったことを示す記述が見られる。

a)新婚男女滿月後,隻隻回娘家探視父母親長,叫倣"回門"'古代叫"歸寧"。（中略)此俗1乃恨

流行,唯有回門的時間改在"三朝"進行。

新婚の男女は《満月》後、2人で新婦の実家へ父母親族に会いに行く。これを《回門》といい、

古代には《歸寧》といわれた。（中略)この習俗は今も多く行われているが､《回門》を行う時期は

《三朝》に変わっていっている。（『安慶地区志｣)9

b)市圧形成後,新娘滿月回娘家"住對月”習俗日漸廃除｡城里新娘多在三日回門,也有三天

或六天由娘家來人探望新人,九天或十二天接回新娘到娘家。

市区が形成されてから､新婦がlか月で実家へ帰る《住對月》の習俗はしだいに廃れていった。

都市部の新婦の多くは3日に里帰りをしたり、3日、あるいは6日に実家の人が新夫婦に会い

に来て､9日あるいは12日に新婦は実家へ帰る。（『畔埠市志』)!0

c)回門結婚後第九天或一月内,男女青年搭帯禮物同去女方家,女方父母受禮戸一一設宴

招待新婿｡今多結婚第三天回門。

《回門》結婚後9日或はlか月内に新郎新婦は贈り物を携えて女方へ行く。女方の父母は贈

り物を受け取り、宴を催して婿を招待する｡今では結婚3日目に里帰りをする。（『金秦縣志』)'’

d)G!回門”清代稻"對月”・即婚後一月夫妻隻隻回娘家,探望老人｡（中略)民國時期通行三朝

日回門。

《回門》清代には《對月》といった｡婚後lか月、夫妻は一緒に新婦の実家へ帰り､年長者を訪

ねる｡(中略)民国時期には3日めの里帰りが一般的になった。（『桐郷縣志｣)'2

（地図6)では《満月》､すなわちlか月という期間を経た後に《回門》が行われることに着目し、

地図化を試みた｡ここでもその変化を確認するため『資料彙編華東巻(上)』･『同(中)』から清代・

民国期における《回門》が行われる日を見ておきたい(地図12)。

調査地点中、『資料彙編華東巻(上)』･『同(中)｣に《回門》についての記載がある27地点のうち、

《満月》､《彌月(月を越える)》に行うところが20地点見られる｡その他に2日目、3日目、翌年正月

に帰るという地点があるが､圧倒的に《満月》､《彌月》に行われることが多い。地点調査用文献で

安慶市地方志編蟇委員会1991.『安慶地区志』,黄山書社,p.1156.

蛙埠市地方志編蟇委員会1995.『鮮埠市志』,方志出版,p.1178.

安徽省金棄縣地方志編纂委員会1992.『金棄縣志』,上海人民出版社,p.693

桐郷市『桐郷縣志｣編纂委員会1996.『桐郷縣志』,上海書店出版社,p.1277.
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は2日目から6日目の間に行われる地点が多く、《回門》を行う日が変化していることがわかる。

清代･民国期に比べ婚礼から短期間の間に《回門》を行うという変化が確認できる地点はll地

点である。また､複数回が1回になったという地点が2地点見られる。

《回門》という名称についても変化を見ることができる｡『渭俗紀間2｣では《回門》は｢むこいり｣と

され、新郎が女方に挨拶に行くもので、「嫁の里帰り」（古代の《歸寧》)とは別のものとしている

(p､99)。しかし､烏丙安(『中國民俗学｣,p.220)や､地方志の記述において《回門》と《歸寧》は同

一の儀礼として用いられている(安7．江1,15,27．湘35） ○

渭代、新郎が女方に挨拶に行く《回門》と新婦が里帰りをする《歸寧》が異なる意味を持つもの

であったとすれば､2つを同様に用いる地点、あるいは婚礼から比較的短期間に1度里帰りを行

い、以後の記述がない地点では､数度にわたる新婦の実家への挨拶、里帰りが簡略化されてい

ったと考えることもできるだろう。

多くの地方志において婚礼についての記述は《回門》と《会親(両家の親族による宴)》で終了し

ている。これは婚礼が《回門》､《会親》で完了すると考えられているためであろう。《滿月回門》から

《三朝回門》への変化は､儀礼が簡略化されていく中、婚礼の終了、完了時期を早めるという意味

を指摘しておきたい。

ここまで《回門》についてその変化を追ってきた｡ここから(地図5)および、（地図6)に見られる

《滿月回門》を行う地点、また､複数回の《回門》が行われる地点は古い民俗を残している地点だと

いえそうだ｡安徽省、江蘇省北部については渭代･民国期の記載が少ないが(地図6)から確認で

きるように､複数回の《回門》と《滿月》の後に《回門》を行う地点が多く分布しており、古い民俗を残

している地域といえる。

3.3．おわりに

以上､婚礼･葬礼の儀礼項目から民俗地図を作成し､それをもとに安徽･江蘇･断江三省にお

ける民俗の地域差､および変化について考えてきた。

本稿で作成した三省の民俗地図からは、いくつかの民俗項目についてその分布状況から地域

差を見いだすことができた。

民俗の変化についても｢《迎嬰》時､新郎の同行の有無｣や、「《回門》｣について見たようにさら

に多くの項目について検討することにより、古い民俗を残す地域やそれぞれの地点における変化

を明らかにしていくことができるだろう。

儀礼の｢型｣については､古来から拠り所､手本とされてきた『儀礼｣､『礼記』があり、さらに朱喜

の『家礼｣やその他各地で用いられてきた手引書などによって守り伝えられてきたと考えられる。し

かし､伝播の中で変化は起こっている。民俗の伝播は書物など文字で書かれたものだけに拠るの

ではない。地方志には《掌禮》､《伴娘》､《禮生》など､ナキヤーンが｢儀礼の専門家｣(1994,p.68)

とする婚礼や葬礼の現場に立会い､儀式の指揮をとる職業的、半職業的な人の存在が記されて

いる｡彼らは非日常的な儀礼である婚礼や葬礼に際し、方法、作法を教え､伝える役害'1も果たし

ていたであろう。書かれたものだけに拠るのではなく、伝える人が一般の人々との間に存在する場

合、民俗の変化は彼らの影響が及ぶ範囲､移動できる範囲で起こっていく。その行動範囲がどの

ようなものであったのかは現在のところ不明であるが､急な事態に対応することができる存在であ

ると考えるなら､村単位、或は幾つかの村を合わせた程度で､それほど広い範囲ではないだろう。

民俗の変化についてはこの点についても合わせて考えていきたいと思う。
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以上、民俗地図を作成し､それをもとに民俗の地域差、および変化について考えてきた｡今後

は地図化した項目や新たな項目についてさらに検討し､対象地域を拡大して地図化を詳細に試

みることにより、民俗の地域差とその変化を探っていきたい。
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(也図l)安徽･江蘇･湘江三省調査地点
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(地図2）《開面》を行う時期
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’

(也図3)《迎親》時､新郎の同行の有無
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上‘

(地図4)男方到着後、新婦が輻から降りた後
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(地図6)《回門》の回数及び､《滿月》後の《回門》
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(地図8)《買水》の有無
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(地図10)《倣七》
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